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第一章 鉄の女








　私は一体いつから『強い女』のレッテルを貼られて生きてきたのだろう。

　他人に迷惑をかけないように、きちんと自分の足で立って前に進もうと必死で頑張っていただけなのに。

　そんな私を好きだと言ってくれた人もいたけれど、しばらく付き合うと、私には可愛げがないとか、私は誰かに守られなくても大丈夫だろうとか、私といると気が休まらないなどと言って、私よりもか弱くて可愛い人を選んで去っていった。

　あまり感情表現が得意ではなく、可愛らしい言葉や仕草が苦手で素直に甘えられない性格だという自覚はある。だけど私が誰かに守られなくては生きていけないほど弱くて、上手に甘えられる可愛げのある女だったなら、誰か一人くらいは、生涯私を愛して守ると言ってくれただろうか。

　そんなことを考えても仕方がないとは思いつつ、過去に投げつけられた心無い言葉の数々は、私を恋愛に対してどんどん臆病にした。

　不確かな未来の約束や、浮わついた感情に振り回されるのはもうやめよう。その場限りの甘い言葉や、目に見えない相手の本心を都合よく受け止めて信じたところで、こちらが期待していたような結果にはならないんだから。

　恋愛は必ずしも人を幸せにするとは限らない。結局最後に信じられるのは自分だけだと悟り、職場では目立たなくても真面目に働いて、少しでも上を目指そうとコツコツと努力を積み重ねてきた。その甲斐あって、私は他の同期社員よりも早く係長の役職につくことができた。

　私、高たか岸ぎし佑ゆ月づきが、何があっても私を裏切らないものだけを信じて生きていくと決めたのは、たった一人で迎えた二十七歳の誕生日の夜のことだった。

　あれから二年が経ち二十九歳になった今でも、その決心は揺らがない。恋愛なんて面倒なことは、この先一生しなくてもいいかな。







　オフィスに残っている人の姿もまばらになった十八時四十五分、今日の業務を終えた私は空からになったマグカップを手に立ち上がった。今日はいつもより早く仕事が終わったこともあり、ウキウキしながら軽やかな足取りで給湯室に向かう。

　私は退勤後の時間を何よりも楽しみにしている。仕事帰りに行きつけのカフェに寄れば、信頼する親友と大好きなスイーツが私を労い癒してくれる。それだけで疲れが吹っ飛んで、幸せな気持ちで身も心も満たされ、明日への活力が湧いてくる。その時間のために働いていると言っても過言ではない。

　給湯室の手前辺りまで来ると、すぐそばにある休憩スペースから数人の男性社員が会話している声が聞こえてきた。

　そのうちの一人が同期の山やま岡おか栄えい治じであることはすぐにわかった。姿を見ていなくても声だけでわかるなんて実に忌々しい。いやなことほどなかなか消えてくれないのだから、記憶というのは厄介なものだ。

「あいつは愛嬌もないし、偉そうに細かいことばっかり言いやがってさ、いちいちうるさいんだよな」

「あー……高岸係長か。まぁ確かに、仕事に関しては厳しいよな」

　そう答えた同僚はもう耳にタコができるほど聞かされているのか、名指しにしなくても『あいつ』が私のことだとわかっているらしい。

「厳しいなんてもんじゃない、愛も感情もない冷徹人間なんだよ。おまけに背ばっかり高くて鶏ガラみたいにガリガリで薄っぺらい貧相な体で貧乳で、性格も見た目も可愛げの欠片もない『鉄の女』だからな。抱いても冷凍マグロ並みに冷たくて硬いだけ」

　山岡が私を盛大にディスっている声が廊下に響き渡る。そこにいる同僚たちもそう思っているのか、それとも山岡に合わせているだけなのかはわからないけれど、一緒になって笑っているのが腹立たしい。

　山岡とは入社四年目の春から一年ほど付き合っていた。ちなみに今は入社七年目だ。

　二年も前に別れたというのに、いまだに山岡は付き合っていた時に私が先に役職についたことを妬み、同僚たちに私の悪口を言って発散しているのだから、呆れてものが言えない。

　背が高くて鶏ガラみたいに貧相な体で貧乳だからなんだっていうんだ。それで私が他ひ人と様さまに迷惑をかけたわけでもあるまいし、余計なお世話だっちゅうの！　その『鉄の女』に「付き合ってくれ！」と猛アタックをしてきたのはどこのどいつだ！

　根負けして付き合い始めてから一年ほど経った頃、私が係長に昇進することが決まった途端に、山岡は見た目も性格も可愛い後輩の中村さんに乗り換えた。口がうまくてそこそこ見栄えが良いとはいえ、そんな器の小さい男だから、中なか村むらさんにも三か月ほどでふられたらしい。

　別れてからしばらく経った頃、山岡からしつこく復縁を迫られたのはそういう経緯もあったからだろう。もちろん「イヤだ」とハッキリ断ったけれど、何を勘違いしたのか、私がまだ山岡のことが好きでよりを戻したがっていると信じていたようだ。

　山岡がモラハラ気質だとかケチで器が小さいだとか、付き合っていた時には気付かなかったことに別れてから気付いた。おそらく山岡本人はそれに気付いてはいないのだろう。

　そんな男ともう一度付き合いたいなんて一ミリたりとも思わないし、今後もそれは変わらないと断言できる。

　ふられたことをいつまでも根に持つしょうもない男のくだらない陰口に落ち込んで泣くほど私は弱くないし、暇でもない。さっさとマグカップを洗って帰り支度を済ませよう。

　給湯室でマグカップを洗い終わった後も山岡の愚痴は続いていた。よくもまあ飽きもせずに私を貶し続けられるものだ。その膨大なエネルギーを仕事に向ければ少しは出世できるんじゃなかろうか。

　怒りを通り越し、呆れて大きなため息をつきながらオフィスに戻った私は、帰り支度を済ませて会社を出ると、足早に行きつけのカフェ『オリオン』に向かった。

　『オリオン』に向かう徒歩五分ほどの道のりで先ほどの山岡の言葉を思い出し、いつまで根に持つんだとか貧乳で悪かったな、などとどんどん苛立ってきた。

　ああもう、やってられん！　今日は大好きなスイーツをテーブル一杯に並べて思いっきり食べてやる！

　まずは何から食べてやろうかと鼻息を荒くして『オリオン』のドアを開けると、顔なじみの常連客でもある海外事業部の樺かば島しま部長がコーヒーをすすりながら、向かいの席で身を乗り出して話し掛ける若くて小柄な女性客に苦笑いを浮かべていた。

　そして私の姿に気が付くと心底困ったという顔をして、言葉を発することなく「助けて」と目で訴えかけてくる。

　長身ハイスペックイケメンの樺島部長は私より二つ年上の三十一歳。見目麗しいその容姿と人当たりの良い優しい性格が災いして女性から常に注目……いや、執拗に追いかけまわされては女同士の激しい争いに巻き込まれ、身の危険を感じたことが何度もあるそうだ。女性への恐怖心を植え付けられたその結果ひどい女性不信に陥り、男女問わず本当に信頼している相手にしか心を許せなくなったらしい。

　できる仕事は就業時間内に終わらせ無駄な残業はしないことがモットーの甘党・樺島部長が『オリオン』に通い始めた頃、今の状況と同じように見知らぬ女性客に迫られ青ざめた顔で冷や汗を流していたところに遭遇した私は、つらそうな樺島部長が気の毒で見過ごすことができず、咄嗟に恋人のふりをしてその女性を撃退した。

　それがきっかけで、この店で顔を合わせば挨拶を交わし、短い世間話をするようになり、そのうちお互いに自分のことも話せるくらいになると、偶然にも同郷であるということが判明し、更に距離が縮まった。そして今ではすっかり私は樺島部長の用心棒のような存在になっている。

　どうやら今日は着いて早々私の出番らしい。一刻も早く大好物のレモンパイを思いっきり頬張りたいので、いつもより気合を入れて囚われの樺島部長のテーブルに近付いた。

「努つとむ、お待たせ」

　テーブルをはさんで向かい合う二人の間に割り込むような形で女性客に背を向けて声を掛けると、樺島部長は私に向かって漫画みたいに〝パァッ〟と文字が出そうな勢いで満面の笑みを浮かべた。

「待ちくたびれたよ」

「遅くなってごめんね。帰り際に部長につかまっちゃって」

「そっか、お疲れ様。頑張ったご褒美に佑月の好きなものいくらでも注文していいよ。まずは何にする？　やっぱりレモンパイかな？」

「さすが努、よくわかってる～！　ところで……こちらの方は？」

　長し目でチラリと視線を向けると、樺島部長に迫っていた女性客はポカンと口を開け、その大きな目を丸くして私たちを見ていた。

　驚くのも無理はない。身長一八五センチの樺島部長と一六八センチの私、長身の二人が並ぶと巨大な壁のようで、その圧は凄まじい威力だと言われているのだ。

「初対面のお客さんなんだけどね……これから一緒に食事でもどうかって」

「そうなの？　ちょうど私たちこの後食事に行きますけど、良かったらご一緒にいかがです？」

　高い所から笑顔で誘いの言葉をかけると、身長百五十センチあるかないかというほど小柄な女性客は顔を引きつらせて立ち上がり、大きく首を横に振った。

「いえ、結構です。私はこれで……失礼します！」

　私の笑顔がよほど怖かったのか、それとも巨人に踏み潰されるとでも思ったのか、慌てて会計を済ませ、そそくさと店を出て行った。

　いつもの茶番が済むと、この店で接客をしている相あい川かわ瑠る依いが必死で笑いを堪えながら、お冷とおしぼり、ホットコーヒーとレモンパイをトレイに載せて近付いてきた。

　瑠依は私の大学時代の同級生で、唯一の親友だ。華やかな美人でスタイル抜群、少々気が強い性格で、街で出くわすスカウトマンや言い寄る男たちをバッタバッタと薙ぎ倒す。

「佑月、お疲れ様。今日はまた早かったね。最短記録更新じゃない？」

「とにかく一刻も早くレモンパイが食べたかったからね」

「佑月らしいわ。存分にお食べ、樺島さんの奢りだから」

「はーい！　いただきまーす！」

　用心棒の任務を終えて席に着き、おしぼりで手を拭いて、ようやくありついたレモンパイを頬張ると、樺島部長はまるで小さな子どもでも見るような優しい目で私を見て微笑んだ。

「ありがとう、高岸さん。いつも助けてもらうばっかりでごめんね」

「お気になさらず。もう慣れちゃいましたし、こうして報酬もいただいてますので。あ、私ものすごくお腹が空いているのでもっといただいても？」

「もちろん構わないよ」

「それではモンブランとザッハトルテもお願いします」

　私が遠慮なくお願いすると、樺島部長は嫌な顔をするどころかニコニコ笑いながら追加注文してくれた。

「それで……またちょっと相談したいことがあるんだけど、いいかな。もちろん食べた後でかまわないから」

「わかりました、じゃああとでゆっくりと」

　相談の内容はおそらくまたしつこく迫ってくる女性のことで、いつものように私に助けてほしいのだと察した。

　『鉄の女』なんて言われるほど見るからに強そうで可愛げのない私の容姿は、樺島部長の役に立っているらしい。こうして頼ってくれるということは、樺島部長は少なからず私に心を開いてくれているのだろう。

　それはもちろん人としてであって、そこに恋とか愛なんていう甘ったるい感情はない。甘いのは茶番とスイーツだけでじゅうぶんだ。




　レモンパイとモンブラン、ザッハトルテをごちそうになった後、用心棒の報酬第二弾の夕食をいただくために、『オリオン』から徒歩五分ほどの所にあるいつもの居酒屋『桃とう李り』に足を運んだ。

　ここは全国チェーンの低価格な居酒屋とは違って料理がどれも上品な味とそれなりのお値段だからか、客の年齢層も若干高めで店内は落ち着いた雰囲気に包まれている。会社の人たちはほとんど来ないので落ち着いて食事ができる最高の穴場だ。

　お酒を飲みながら美味しい料理を堪能していると、樺島部長は向かいの席で満足そうに微笑んだ。

「いつものことながら、高岸さんは本当に美味しそうに食べるね。お酒も強いし」

「あっ……もしかして、こいつどれだけ飲み食いするんだって思ってます？」

「いや、気持ちのいい飲みっぷりと食べっぷりで嬉しくなるよ。どんどん食べて。もっと追加しようか？」

「そうですか？　じゃあ遠慮なく……」

　お言葉に甘えて、お酒のおかわりとぶり大根を追加注文してもらった。

　女性がたくさん食べたりお酒に強いことを嫌がる男性もいるけれど、樺島部長は自分の奢りだと言うのに、イヤな顔ひとつせずお酒や料理を勧めてくれる。お酒も食べることも大好きな私にとって、これは本当にありがたいことだ。

　山岡なんて私と外食した時はいつも、自分が食べた分の代金は自分で支払うからと言っても渋い顔をしていた。大食いで大酒飲みの女は可愛くないとか恥ずかしいとでも思っていたんだろう。その辺にも山岡の器の小ささを感じる。

「高岸さんは食べても太らない体質？」

「太れないんです」

「周りの女子から羨ましいって言われるでしょ」

「言われますね。私自身は本当はもうちょっと丸みのある体になりたいんですけど……」

「そう？　でもそれって、太るのを気にして食べるのを我慢しなくていいってことだよね。安心して食事に誘えるから俺は嬉しいけどな」

　樺島部長は心底楽しそうに笑いながらそう言って、自分のすぐ目の前にあった料理を私の手が届きやすい場所に置いて、「これもどうぞ」と勧めてくれた。

　鶏ガラみたいな体だとか貧乳だとか、コンプレックスを山岡に思いきりえぐられたところだったので、樺島部長がそんな風に言ってくれたことがとても嬉しい。

　たしかに太りやすい体質だったら、大好きなスイーツもこの店の美味しい料理も我慢しなきゃいけなくなる。そんなのは絶対にイヤ！

　うん、ものは考えようだな。私もこの体質をポジティブにとらえることにしよう。

　だけど山岡に言われたことは本当に腹が立ったから、ちょっとだけ愚痴らせてもらおうか。

「でも……世の中には背が高くてガリガリに痩せてる女は可愛くないって言う男性もいるんですよね」

「そんなこと言われたの？」

「それだけじゃないですけどね。さっき会社を出る前に、部下が私のことをそんな風に言ってるのを偶然聞いちゃったんです。鶏ガラみたいな貧相な体だとか、愛も感情もない冷徹人間だとか『鉄の女』だとか、可愛げの欠片もないとか、散々なこと言われましたよ」

「失礼なやつだなぁ……。それにそいつは女性を見る目がない。高岸さんはこんなにかわ……」

「お待たせしました、ぶり大根です」

　……ん？　今なんて？

　樺島部長の言葉は語尾の方がとても小さな声だったので、先ほど注文してもらったぶり大根を運んできた店員の『お待たせしました』という声にかき消されてしまい、なんと言ったのかよくわからなかった。

　なんとなく『かわいい』と聞こえたような気がしたけれど、そんなわけないか。もしそう言っていたとしても社交辞令というやつだろう。だけど本心ではないから声を大にしては言えなかったのかも。

　そんなことよりも私は既に、目の前で美味しそうに湯気を漂わせているぶり大根に心を奪われている。

「美味しそうですね！」

「うん……温かいうちにどうぞ」

「はい、遠慮なくいただきます」

　早速箸を伸ばしてぶり大根を口に運ぶ私を見ている樺島部長が苦笑いを浮かべているように見えたのだけど、それも気のせいだろうか。

　そういえば私に何か相談したいと言っていたっけ。改めてそんなことを言うなんて、よほど困っているに違いない。

「ところで……さっき樺島部長が仰っていた、相談したいことってなんですか？」

「ああ、そうだった。実はね……少し前に海外赴任を終えて戻ってきた同僚のことなんだけど……」

　その同僚は海外事業部海外企画課の課長、樺島部長の同期の工く藤どう史ふみ奈なという女性で、二年間の海外赴任を終えて先月本社に戻って来るや否や、樺島部長に猛アタックを仕掛けているらしい。親同士が旧知の仲ということもあり付き合いが長いので、会社で知り合った他の同僚とは関係性がまったく違うようだ。

「海外赴任する前にもそれっぽいことは何度も言われていたけど、俺にはまったくその気がなかったから断ったんだよ。でも……あれから二年も離れてたのに前よりも本気で毎日迫られて、同じ職場の上司と部下っていう関係もあってあまり邪険にもできないし、断ってもまったく聞き入れてくれないから、正直かなり参ってる。同僚たちが知らない昔のことも知られてるから、妙な誤解を生むようなことも言われるし……」

「それはまた手強いですね……」

　どんな風に迫られるのかと尋ねると、時と場所を選ばず食事やお酒の頻繁なお誘いはもちろんのこと、樺島部長に色目を使う全女子に対してマウントを取りビビらせて排除する（それは少しありがたいようだけど）、付き合ってもいないのに職場やＳＮＳなどで自分は樺島部長のことをなんでも知っている特別な存在だとアピールする（いわゆる〝匂わせ〟というやつ）、そしてストレートに「昔からずっとあなたが好きよ」とか「結婚を前提に付き合いましょう」と斬り込み、樺島部長が断っても頑として認めず「そんなに意地を張らないで素直になって。本当は昔から私のこと好きでしょ？」とのたまう（洗脳目的と思われる）、業務について至近距離で話す時にはシャツのボタンを外し無駄に肌を露出させてのボディータッチ（ここぞとばかりに渾身の色仕掛け）など、聞くに堪えないほど猛烈にアタックを打ち込まれているらしい。

　そこまで強烈な乱れ打ちを毎日食らい続けていたら参ってしまうのも無理はない。ただでさえ迫ってくる女性が苦手な樺島部長にそんな猛攻撃をしても逆効果だと思うけれど、根負け……いや、精神が崩壊して正常な判断ができなくなり全面降伏してしまうおそれがまったくないとも言い切れないのでは？

「一応聞いておきますけど、樺島部長にその気は……」

　私が尋ねると、樺島部長は半目になって口元をやや引きつらせ、おもむろに大きく首を横に振った。

「昔も今もまったくない。一億パーセントない。地球上に女性が彼女一人しかいなくなったとしても御免だ」

「そんなにですか？　だったらなんとかしてあきらめてもらうしかありませんね」

「だからこうして高岸さんに相談してるんだ。いつも仕事が終わったら史奈が付いて来ないように細心の注意をはらって会社を出るんだけど、それもだんだん難しくなってきてね。そのうち『オリオン』にまで押しかけて来るかもしれない。もし本当にそうなったら……」

「いつものやつですね？　わかりました、長期戦覚悟で頑張りましょう」

「うん……お願いします」

　部下の私に頭を下げてここまで必死に頼み込むということは、よほど切羽詰まった状態なのだろう。私も同じ会社に勤めていることを考えると、その場しのぎのいつものような茶番で済むとは到底思えないけれど、見過ごすことはできなかった。

「高岸さんにはいつも迷惑かけてばかりで、本当に申し訳ない」

「困った時はお互い様ですから、お気になさらず」

「ありがとう。だけどそれじゃ俺の気が済まないから、せめて何かお礼をさせてくれる？」

　お礼をしてもらいたくて協力するわけではないけれど、断ると樺島部長が余計に気に病みそうだ。ここは形だけでも何か見返りを求めておくべきか。

「そうですか？　じゃあ美味しいものごちそうしてください」

「高岸さんは欲がないんだなぁ……。それだといつもと同じじゃないか？」

「いいんです。食欲は人一倍ありますからね、私はそれが一番嬉しいです」

「なるほど。そういうことなら喜んで」

　色気より食い気だと思われたかな？　だけどようやく樺島部長にいつもの笑顔が戻ったので良しとしよう。




　その時は思っていたよりも早くやってきた。

　翌日の夜、私が残業を終えて『オリオン』へ行くと、樺島部長が女性にガッツリ言い寄られていた。それもいかにもモテそうな、おそらく男なら誰もが一度は付き合ってみたいと思うであろう、小悪魔的な可愛らしさが見え隠れするかなりの美人だ。

　ファッション誌から飛び出してきたかのようなフェミニンコーデと、肩の辺りで揺れるゆるふわパーマヘアー、小柄で華奢な体に、小さな顔の半分くらいはあるんじゃないかと錯覚してしまいそうなほど大きな目にツヤツヤぷるぷるの唇、あざとい仕草。あの丸くて大きな目を潤ませて見つめられたら大抵の男はメロメロになってしまいそうだけれど、樺島部長にとっては耐えがたき苦行のように感じているに違いない。

　樺島部長はそんな美女を前に困り果てた顔をして、何か言いながらしきりに首を横に振っている。

　やれやれ、またいつものやつか。しかもいつもよりかなり激しそうだ。

　樺島部長は私の姿に気付くと嬉しそうに笑って立ち上がり手招きをした。

「佑月！　こっちだよ」

　手招きだけではなく自ら私を呼び寄せるなんて相当切羽詰まった状態なのだと察した私は、笑って小さく手を振りながら二人のいる席に近付いた。

「お待たせ、努。遅くなってごめんね」

　まずはいつものように親しげに名前を呼んで、『いつも仕事が終わるとこうして待ち合わせしてデートしている恋人』のように振る舞う。さて、問題はここからだ。相手の出方によってこちらの対応も変えなくてはいけない。

　すんなりと引き下がってくれたらいいなと思いながら相手の反応を待っていると、樺島部長がその女性よりも素早く反応した。

「史奈、紹介するよ。この人がさっき話した俺の婚約者の高岸佑月さん」

　……ん？　今なんて？　私の記憶が確かならば、お相手の名前は〝史奈さん〟で、私のことを〝婚約者の〟高岸佑月さんと言ったよね？

　え……えぇっ!?　婚約者って何!?　恋人をすっ飛ばして婚約者だと!?　まさかゆうべの改まった協力要請は、『いつものようにただの恋人ではなく婚約者のふりをしてくれ』ということだったの!?　だったらハッキリとそう言ってくれないと、こちらにだって心の準備っていうものが必要でしょうが!!

　樺島部長の口から婚約者だと紹介されてから、この間わずか一．五秒。困惑しながら心の中で一人突っ込みを連発しつつも、表情は変えずにうっすらと余裕の笑みを浮かべ続けた。

　上司と部下の板挟みになることの多い職場での立場もあってか、涼しい顔をして『多少のことでは動じない女』を演じてしまうところが『鉄の女』と呼ばれる由縁なのかもしれない。

　いや……そんなこと今は置いといて、だ。大きく目を見開きワナワナと肩を震わせている史奈さんとどう接すれば良いのか。重複にはなるけれど自己紹介でもするべき？

　そんなことを考えて口を開きかけたその瞬間、あちらが先に言葉を発した。

「またまた……嘘でしょ？」

「なんで？　嘘なんか言ってないよ」

「だって……どう考えてもこの人じゃ……」

　そう言って史奈さんは私のことをジロジロと見た。その目付きはまるで安物の装飾品とか粗悪な贋作でも見るかのような、容姿を含めて私を蔑んでいることがハッキリとわかるものだった。

「それどういう意味だ？」

「嘘をつくにしても、努ならもっと綺麗で素敵な女性を選べたでしょ？　私よりこんな地味で貧相な人の方がいいなんて、私にはちっともわからないわ」

　相変わらず私を見下す史奈さんの態度と言葉にはさすがの私もカチンときた。しかし三人とも同じ会社で働いているので今後のことを考え、事を荒立てないように黙って耐えていると、樺島部長が拳を激しくテーブルに叩き付け怒りをあらわにした。

「なんだそれ！　佑月は優しくて真面目で素晴らしい女性だし、俺にはもったいないくらい最高に綺麗で素敵な女性だよ！」

　いつもは温厚な樺島部長が、これまで見たこともないほど険しい表情で声を荒らげた。もし相手が男性だったら掴みかかって行きそうな勢いだ。

　樺島部長の迫真の演技には少々面食らったし誉め過ぎのような気もしたけれど、嘘でも建前でも私をかばってくれたことは嬉しかった。

　樺島部長が私をかばったことが相当気に入らなかったのか、史奈さんは更にヒートアップした。鋭い目つきで私をじろりと睨みつけたかと思うと、鼻で笑って大袈裟に肩をすくめる。

「努、気は確か？　あっ、激務で疲れすぎて目が悪くなったの？」

「俺は正気だし目も悪くない。誰であろうが彼女を侮辱することだけは許さない」

　樺島部長は怒りの感情を押し殺した低い声で凄味を効かせてそう言った。だけど史奈さんはまったく怯む様子もなく、私を一瞥して薄ら笑いを浮かべる。

「侮辱っていうか、本当のことを言っただけよ？　この人が努の婚約者だなんて、信じられるわけがないじゃない」

　確かに私は特別美人というわけでもないし、役職も課長の史奈さんより下の係長だ。見目麗しいエリートの樺島部長とは不釣り合いだと言われても仕方がないと思う。だけど初対面の人に、こんな失礼な言葉や不躾な視線を浴びせられる筋合いはない。

　そう思うと無性に腹が立ってきて、いっそ泣くほどの屈辱を思いっきり味合わせてやろうかという意地の悪い気持ちがムクムクと膨れ上がる。

　それと同時に、「美女の皮を被った底意地の悪いこの女から樺島部長を守らなくては！」という激しい使命感に突き動かされた。

　そっちがその気なら、こちらも本気で行かせていただいてもよろしいということですよねえ……？　伊達に『鉄の女』の異名を取っているわけじゃないって思い知らせて差し上げなくては。

「ねぇ努、今日は私の家で一緒に晩御飯食べるんでしょ？　早く帰ろうよ」

　私がジャケットの袖口をつまんでほんの少し甘えた声でそう言うと、険しい顔をして史奈さんを睨みつけていた樺島部長は、私の方を向いてさっきまでとは別人のように甘い笑みを浮かべた。

「うん、そうだったね。今日はハンバーグ作ってくれるんだろ？　楽しみだな」

「急がないとスーパー閉まっちゃう」

「それは大変だ、早く帰ろう」

　樺島部長は席を立って会計を済ませると、私の右手を優しく握った。今まではこんな風に触れられたことがなかったから、これは演技なのだとわかっていてもドキッとする。だけど手を繋ぎ慣れていないことがバレないように、いつもこうしている風を装ってできるだけ自然に笑った。そしてチラリと振り返り、さっきのお返しと言わんばかりにニヤッと笑って見せる。その時、史奈さんの綺麗に描かれた眉が悔しそうに吊り上がるのを私は見逃さなかった。

　そのまま手を繋いで駅に向かって歩いた。今日の所はこれくらいで上出来じゃないだろうかと悦に入っていると、樺島部長がすっかり安堵した様子で大きく息をついた。

「話を合わせてくれてありがとう。いきなりの修羅場で、おまけに嫌な思いをさせてしまって本当に申し訳ない」

「いえ、お気になさらず。事前に話をしてもらっておいて良かったです」

「お詫びに今日のお礼は奮発するよ。肉でも寿司でも、何でも構わないから好きなものご馳走させて」

「えっ、いいんですか？　何にしよう、迷うなぁ……」

　どこかで食事をしていつも通り駅で解散しようと話している時に、背後から妙な視線を感じた。もしやと思い極力頭を動かさないように気を付けて後方を見ると、少し離れた場所から私たちの様子を窺っている史奈さんの姿があった。

　おそらく信じていないだろうとは思っていたけれど、油断したらすぐに嘘がバレてしまう。どうせ後には引けないんだから、やるなら徹底的にやらなくちゃ。

「樺島部長……史奈さん、後ろにいます」

「えっ!?」

　樺島部長が振り返りそうになったので慌ててそれを制した。そして手を繋いだまま樺島部長の肩に寄り掛かって体を密着させる。

「もし史奈さんがずっとついてくるようならこのまま電車に乗って、さっきの言葉通りスーパーで買い物をしてから私の家に向かいましょう」

「わかった、そうしよう」

　駅に着いて改札を通り抜け、私たちが二人そろって電車に乗ればさすがにあきらめるかと思ったけれど、史奈さんも同じ電車に乗り、同じ車両内の離れた場所から私たちの様子を窺っていた。

　なかなか大胆なことをするものだ。尾行って、もっとこっそりとバレないようにするものじゃないの？　もしかしてこれで私たちが気付いていないとでも思っているんだろうか。

　私と樺島部長はバレバレの尾行に気付かないふりをして、私の家の最寄り駅で電車を降り、手を繋いで駅前のスーパーに立ち寄った。仲睦まじい幸せなカップルを目一杯演じながら買い物をした後は、再び手を繋いで私の家へ向かう。

　真相を見届けるまでは引き下がれないとでも思ったのか、史奈さんは相変わらず下手な尾行を続ける。そうこうしているうちに自宅マンションにたどり着いてしまった。

　ここまで来たらしょうがない。部屋が散らかっているわけでも見られて困るものがあるわけでもないので、私はいつもそうしているようなふりをして、満面の笑みで樺島部長を自宅に招き入れ玄関の鍵をかけた。

　やれやれ、今夜のところはさすがにこれであきらめて帰ってくれるだろう。

　小さくため息をついて振り返ると、樺島部長は私に向かって深々と頭を下げた。

「高岸さん、面倒なことに巻き込んで本当にごめん。お礼もできなかったし、おまけにこんな時間に家にまで押しかけてしまって……」

「いえ、私が言い出したことなのでお気になさらず。まぁ……まさか家まで着いて来るとは思いませんでしたけどね。とりあえず顔を上げてください」

　部屋の中に案内してソファーに座るよう促すと、樺島部長は所在なさげな様子で素直に私に従った。

「それにしてもお腹空きましたね。お急ぎでなければ本当にうちで晩御飯食べていきませんか？　せっかく材料も買ったことですし、ハンバーグ作りますよ」

「いや、さすがにそこまでしてもらうのは申し訳ないよ。適当に時間を見計らって帰るからお構いなく」

「私のほうこそいつもご馳走になってばかりでは申し訳ないので。それに一人分も二人分も作る手間はたいして変わりませんから」

「じゃあ……お言葉に甘えて……」

「はい、遠慮なく甘えちゃってください」

　私が晩御飯の支度をしている間、樺島部長にはコーヒーを飲みながら適当に寛いでもらった。アラサー女性の部屋をあまりジロジロと見渡すのは失礼だとでも思っているのか、樺島部長の視線はひたすらスマホに注がれていた。

　食事の準備が整い、飲み物をどうするか一応聞いてみると「水かお茶を」と予想通りの答えが返ってきた。私は家でも外でも晩御飯を食べながらお酒を飲むのを楽しみにしているけれど、樺島部長はお酒に弱く、酔うとすぐに眠くなってしまうから外では極力飲まないようにしているらしい。

　樺島部長のグラスには冷たい緑茶、私のグラスにはハイボールを注ぎ、リビングのローテーブルで向かい合って座った。

　私の部屋の間取りは一ＬＤＫでダイニングスペースはあるけれどダイニングセットはなく、リビングのローテーブルに料理を並べカーペットの上に座って食事をする。私はゆっくりお酒を飲むのが好きなので、このスタイルが一番落ち着くのだ。

　これまで樺島部長と一緒に食事をする時はいつも飲食店だったから、私の家で二人きりで食卓を囲んでいるこの状況はとても不思議に思えた。

　樺島部長は私の作った手料理を「美味しい」と何度も言いながら、とても嬉しそうに残さず食べてくれた。いつもは自分のためだけに簡単な料理を作って一人で晩酌をしながら済ませる晩御飯が当たり前になっているので、こんなに喜んでもらえたら作った甲斐があると嬉しくなった。

　他愛もない会話をしながら食事を済ませた後、今後の史奈さん対策について作戦会議を開くことにした。

「改めて伺いますけど、樺島部長は史奈さんのことをどう思っているんですか？」

「付き合いが長いとはいえ史奈のことはただの同僚としか思えないし……俺は史奈のあの目付きが本当に苦手で……」

「あの目付きとは？」

「小動物みたいに媚びたかと思ったら、獲物を狙う女豹みたいなギラギラした目で迫ってくる。そのギャップがまた激しくて、夢に見てうなされたこともある」

　過去のトラウマのせいもあるのか、それとも史奈さんのことがよほど恐ろしいのか、樺島部長は首を横に振りながら小刻みに身を震わせた。

「それは恐ろしいですね」

「そうなんだ。前にも話した通りそろそろ我慢の限界だから、ここらで本気でどうにかしないと俺の身がもたない。高岸さんには申し訳ないけど、当面の間は婚約者のふりを続けてほしい」

　果たしてそんなにうまくいくだろうか。史奈さんの執念深さを考えると、婚約者がいたところで簡単にあきらめるとは思えない。むしろ私から樺島部長を奪ってやろうとヒートアップする可能性も大いにある。

　それに当面の間ってどれくらい？　数週間で済むのか、はたまた何か月……いや、何年かかっても史奈さんの気持ちが変わらなかったらどうするつもりなんだろう？

「でも史奈さんが黙って引き下がるとは思えませんし、樺島部長の婚約者が私だと社内に広まってしまったら後々厄介なことになりませんか？　長引くとそれこそ引っ込みがつかなくなりますよ」

「高岸さんに一切迷惑はかけないというのは無理だと思うけど……もしそうなったとしても俺が全力で君を守るから協力してください、お願いします!!」

　樺島部長は必死の形相でそう言うと、私に向かって深々と頭を下げた。

　おぉ……なんてことだ。日ごろから懇意にしていただている心優しい上司からこれほどまでに懇願されてしまったら、部下として断るなど到底無理な話だ。何より私の性格上、こんなに困っている人を見過ごすことなどできっこない。

　それに加えて強い女だと言われ続けてきた私が「俺が全力で君を守る」なんて言われたのは初めてのことだから、感動したというか、ほだされてしまったという表現のほうがしっくりくるだろうか。なんとしてもこの人を助けなければという使命感にも似た感情が湧き起こったのも事実だし、史奈さんに対して派手に啖呵を切ってしまった以上、私もここらで腹を括るしかなさそうだ。

「わかりました。できる限りのことはやってみましょう」

　私が承諾の返事をすると、樺島部長はパッと顔を上げて両手で私の手を取り、ぶんぶんと上下に大きく振りまくった。

「ありがとう、本当にありがとう。一生恩に着る」

「一生は大袈裟ですけどね……。とりあえずそういうことで、どこをどう探られても不自然にならないように、細かい設定とか諸々のことを決めておいたほうがいいですね」

「そうだな、そうしよう」

　樺島部長は先ほどとは別人のような明るい表情でうなずき、よほど喉が渇いていたのか目の前にあったグラスを手に取って一気に飲み干した。そしてその次の瞬間大きく首をかしげたかと思うと、ふにゃりと笑って床に倒れ込んだ。

「ふはは……なんだこれ……」

「えっ!?　どうしたんですか!?」

　突然のことに驚き慌ててそばに駆け寄ると、樺島部長はトロンとした目を閉じて寝息を立て始めた。

　もしかして……。

　テーブルの上に置かれた二つのグラスを見ると、樺島部長のグラスには冷たい緑茶が三分の二ほど残ったままで、空になっていたのは濃いめのハイボールが入っていた私のグラスだった。色が少し似ていたせいで間違えて飲み干してしまったようだ。

　私にとってはなんてことのないものだけど、お酒に弱い樺島部長がこんなものを一気飲みしてしまったのだから、ぶっ倒れるのも無理はない。

　えらいこっちゃ。こんなことになるなら烏龍茶にしておけば良かった……！

　意図していなかったとはいえ苦手なお酒を飲ませてしまったことを申し訳なく思いつつ、声を掛けながら樺島部長の体を軽くゆすったり叩いたりしてみたけれど、一向に起きる気配がないので、クローゼットから引っ張りだしたブランケットをその大きな体に掛けた。

　やれやれ……まさかこんなことになるとは。今後のことを相談しようにも渦中の張本人がこの状態ではどうにもならない。

　私は樺島部長の寝顔を横目に見ながら作り直した濃いめのハイボールを飲み干した。これは朝まで起きそうにない。食器の片付けと入浴を済ませ心を無にして床に就いた。




　翌朝、土曜日で仕事が休みなのでいつもより少しゆっくり寝ていようかと思ったけれど、眠ったまま放置している樺島部長のことを思い出し慌てて起き上がった。

　そっと近付くと樺島部長はまだぐっすりと眠っていた。さすがエリートイケメン、寝顔まできれいに整っている。

　平凡な容姿の私は寝起きの素顔など他ひ人と様さまに見せる自信はないので、樺島部長が目を覚ます前に顔を洗い軽く化粧をして着替えを済ませ、朝食の準備を始めた。

　簡単なおかずをいくつか作り終え、ゆうべ作った味噌汁の残りを温めていると、樺島部長がゆっくり起き上がりキョロキョロと辺りを見回した。

「あ……あれ？　俺なんでここで……？」

　樺島部長は状況が理解できていないらしく、不思議そうに首をかしげている。どうやらお茶と間違えてお酒を飲んで酔っ払い眠ってしまったことはまったく覚えていないようだ。

　その経緯を説明すると、樺島部長は手の甲で口元を押さえて少し恥ずかしそうにうつむいた。普段はなかなか見られないこんな表情が見られた私は、ちょっと得した気分だ。

「なんか……迷惑かけたみたいでごめん……」

「いえ、こちらは大丈夫ですのでお気になさらず。それより気分は悪くありませんか」

「うん……」

「なら良かったです。朝御飯にしましょう」

　朝食を食べ終わると、樺島部長は改めてゆうべの粗相を謝り、作戦決行中は史奈さんが目の前にいない時も名前で呼び合い、敬語は無しにしようと提案した。

　たしかに、短時間ならごまかせても長引くと必ずボロが出るので、いつでも自然に振る舞えるように慣れておいたほうがいい。

「そんなわけで……佑月は俺の婚約者ということでよろしく」

「はい……わかりました」

　いきなり名前を呼ばれたことに驚いて普段通りに返事をすると、樺島部長は笑いながら私の頭をそっと撫でた。

「敬語は無しって言ったところだよ、佑月」

「あ……うん、そうだったね……」

　これまでも恋人のふりなんて『オリオン』で何度もしていたはずなのに、それとは比べ物にならないほど甘い声と表情にうろたえる。

　なんだこれ……？　ものすごく照れくさいような、恥ずかしいような、お腹の奥の手が届かないところがむず痒くなるような……。誰が見ているわけでもないのに、こんな甘い声で名前を呼ばれたり、必要以上に優しくされたら、恋愛感情なんか持っていなくても妙な錯覚を起こしてしまいそうだ。

　真のイケメンの破壊力、恐るべし……。これは演技なのだと、しっかり肝に銘じておこう。







第二章 婚約遊戯 ～酒は飲んでも飲まれるな～








　翌週月曜日。

　いつものように就業開始時刻の三十分前に出社すると、仁王立ちで腕組みをした史奈さんが私の勤める商品企画部のオフィスの前で待ち構えていた。その形相たるや金剛力士像のようだ。

　どう考えたってイヤな予感しかしないけれど、こんなところに立っていられたら素通りすることもできない。仕方なく近付くと、史奈さんは噛み付かんばかりの勢いで私に詰め寄った。

「あなたが婚約者なんて嘘でしょ？」

「嘘じゃありませんけど……なぜそう思うんです？」

「あなたみたいなデカくて可愛げのない女は彼の好みじゃないの。正直に本当のことを言いなさい」

　確かに私はデカくて可愛げがないと自覚しているけれど、あちらがほぼ面識のない私に対してこんな失礼なことを言うんだから、こちらも遠慮は不要ということでＯＫよね？

「正直にと言われましても本当のことですからねぇ……。心中はお察ししますけど」

「なんなのあんた、後輩のくせに生意気ね！　何様のつもりよ!?」

「努の婚約者ですが、何か？」

　余裕たっぷりに答えると、史奈さんは悔しそうに唇を噛みしめて私を睨みつけた。その勢いで地団駄でも踏んでくれたら面白いのに。

　私たちがそんな言い争いを続けていると、出社している社員たちが不穏な空気に気付きざわめきだした。妙な噂が広まると厄介だからこの辺で切り上げようと思ったところに、樺島部長……もとい、努が通りかかり慌てて仲裁に入る。

「二人とも、月曜の朝からこんなところでけんかしないで。みんながびっくりしてるよ」

　樺島部長にたしなめられると、史奈さんはさっきまでの剣幕が嘘のように愛想よく笑って見せた。

「けんかなんて……ちょっと話していただけよ。ねぇ？」

　あまりの白々しさに呆れてしまい、愛想笑いをする気も起きず真顔で答える。

「ええ、一方的に言いがかりをつけられていただけ」

「言いがかりですって!?」

　鬼のような恐ろしい形相で今にも私に掴みかかりそうな史奈さんを、努が慌てて止める。

「ほら、もうその辺にしときな。そろそろ始業時間だ、気持ちを切り替えて」

「わかってるわよ……」

　史奈さんは不服そうにそう呟いて、努に連れられ海外事業部のオフィスへ向かった。

　まさか朝から会社でこんなバトルを吹っ掛けられるとは。人目が気になったりはしないんだろうか。史奈さんと違って私はここから立ち去れないので、同僚たちの好奇の目に晒されることになるのだと思うと気が重い。

「高岸係長、海外事業部の課長と何かもめていたみたいですけど……大丈夫ですか？」

「ああ……うん、たいしたことじゃないの。心配かけてごめんね」

　この私が部下に心配されるほど史奈さんの剣幕はすごかったのか。史奈さんにどれだけすごまれても私は平気だけれど、仕事に支障が出ても困るし、できれば社内で喧嘩を吹っ掛けるのはこれきりにしてほしいものだ。




　一時間ほど残業をして今日の業務を終え、急ぎ足で『オリオン』に駆け付けると、案の定今日も努が史奈さんに詰め寄られていた。史奈さんは努にも、今朝私に吐き捨てたのと同じような言葉を言い放っている。

　それにしても本当に失礼な人だな。ここまで貶されて黙って引き下がるわけにはいかない。今日はどうやって撃退してやろうか。

　そんなことを考えながらレモンパイのセットを注文して、当たり前のように努の隣の席に座ると、努は少しホッとした様子で私に笑い掛けた。

「あっ、佑月！　お疲れ様、待ってたよ」

「お待たせ、努。今日の晩御飯は何にするか決まった？　肉じゃがにするかカレイの煮つけにするか、今朝は随分迷ってたけど」

「うーん、実はまだ迷ってる。佑月の料理はどれも美味しいからなぁ」

「だったら両方作っちゃおうか。明日は祝日だし余ったら明日の朝か昼に回せばいいよね。そうだ、一緒に作るのはどう？」

「いいね、そうしよう」

　わざとらしくもやや遠回しに『私たちは仲良くキッチンに立って、今夜も明日も一緒に過ごすのよ』とアピールすると、努は嬉しそうに笑い、史奈さんは悔しそうに唇を嚙みしめる。

　それにしても、よくもまぁこんな嘘がスラスラと口をついて出てくるものだ。時折見つめ合ったり、話しながらそっと手に触れたりして、それっぽい雰囲気を出すことも忘れない。これは芝居だと自分に強く言い聞かせていなければ、女性社員の憧れの的である樺島部長にこんな風に優しい眼差しで見つめられながら名前を呼ばれるだけでも卒倒してしまうかもしれない。

　それでも何も知らない人が見たら、なんの疑いもなく私たちをカップルだと思うだろう。本当はただの上司と部下なのに、私も努もなかなかの役者だと思う。

　私たちの滑稽なやり取りに吹き出したいのを堪えているのか、瑠依はややうつむき加減でレモンパイとコーヒーをテーブルの上に置き、そそくさと戻って行った。

「じゃあカレイとジャガイモ買って帰らなきゃ。急いで食べるから少し待っててね」

「ゆっくり食べなよ。明日は休みだし、急がなくても時間はたっぷりあるんだから」

「でも早く帰って式の相談もしたいし……それにやっぱり、二人きりでゆっくりしたいじゃない？」

「それは俺もだけどな」

　これでもかと言わんばかりにラブラブバカップルぶりを見せつけつつ、我ながらよくこんなデタラメなことがスラスラと言えるものだと思う。努もきっと同じようなことを考えているに違いない。




　今日も疑い深い史奈さんの尾行に気付かないふりをして、努と一緒に買い物を済ませ自宅へ帰り着いた。芝居とはいえ実際に二人分の材料を買っているので、食材を無駄にしないためにも二人分の料理を作る。しかも今日は二人分にはちょっと多めの量だ。料理が出来上がるまで退屈するだろうし、『オリオン』で言った通り一緒に作ることにした。

「努は普段料理はするの？」

「休みの日とか暇な時とか、たまに簡単なものを作るくらいかな」

　私がタマネギを切りながら尋ねると、努はピーラーでジャガイモの皮を剥きながら答えた。その手付きがなかなか様になっているところを見ると、料理はそれなりにできるのか、もしくは手先がかなり器用なのではないかと思う。

　エリートイケメンというやつは本人が意図せずとも、どこまでも抜かりのない生き物なのだろう。そんな人が私の隣で楽しそうにジャガイモの皮を剥いているこの状況が不思議でしょうがない。

　二人で作った肉じゃがとカレイの煮付け、味噌汁とごはん、それぞれの飲み物をテーブルに並べて席に着き食事を始めた。

　ちなみに今日の飲み物は、努は冷たい烏龍茶、私はレモンのストロングチューハイ。先日のように努が間違えないように、グラスの色や形も中身の色も、まったく違うものにしておいた。

　食事をしながらの話題は、やはり史奈さん対策の作戦会議になる。史奈さんの強引さや思い込みの強さには、努もかなり参っているようだ。

「さすがに今朝みたいに会社で喧嘩を吹っ掛けるのは勘弁してもらいたいね」

「いくらなんでも、史奈が会社であんなことするとは俺も思ってなかった」

「みんなから心配されたり不思議そうな目で見られたりして、今日はちょっと仕事しづらかったな」

「迷惑かけてホントにごめん」

　迷惑をかけているのは史奈さんだし、努だって被害者なのだから謝る必要なんてないのに、自分のせいで私にイヤな思いをさせてしまって心底申し訳ないと思ってくれているのだろう。そんな努を見ていると尚更なんとかしてこの人を助けてあげなければと思う。

「大丈夫。あれくらいでへこむほど弱くないからね、私。そんなことより、もっとすごい作戦考えた方がいいんじゃない？　史奈さんが、これはもうあきらめるしかないって思うような」

「うーん……それもそうだなぁ……」

　努は箸を置いてグラスを手に取り、烏龍茶を二口ほど飲み込むと、首を傾げて考えるそぶりを見せた。

「例えばだけど……佑月が史奈と同じ立場だったとして、どんな状況になったらきっぱりあきらめると思う？」

「私は相手に婚約者がいるとわかった時点で何も言わずに身を引くけど……そうだな……一緒に暮らしてたりなんかしたら、これはもう完全に無理だって思うかも」

　私が何気なくそう答えると、努は目を大きく見開き、何度も大きくうなずいた。

「それいいかも……！」

「……え？」

　それいいかも、って……それってもしかして……いや、まさか……。

　とんでもないことを言い出すのではないかと身構えていると、案の定、努は「一緒に暮らそう」と、私の予想していた通りの言葉を言い放った。しかもその台詞にはご丁寧に〝婚約者として〟という前置きまであった。

　私たちはあくまで〝婚約者のふり〟をしているのであって、いくらなんでも、そこまでリアルにするってどうなの？

「いやいやいや……それはさすがに……」

「結婚を控えて既に一緒に暮らしてるって言うだけだと嘘だってすぐにバレそうだから、実際にしばらくここで一緒に暮らしてもらえたらと……」

「えーっ……史奈さんが見ていないところでそこまでする必要なくない？」

「佑月の言うことはもっともだと思うけど、佑月を婚約者だって紹介してもラブラブぶりを見せつけても、史奈はまったく信じないし引いてくれないだろ？」

　確かに努の言う通りだ。私ならさっさとあきらめるような決定的な場面を何度も見せつけているというのに、史奈さんは鋼の心臓でも持っているのか、ちょっとやそっとのことではあきらめてくれそうにないし、また会社で騒がれて仕事に支障をきたすようなことがあっても困るので、無茶は承知の上で、どうにかして早いとこ決着をつけた方が良さそうだという結論に至る。

「うーん……そうね。じゃあ、しばらく私の部屋で同居するということで……」

「いいの？」

　人間関係でも仕事でも、引き受けたことは最後まで全力でやりきるのが私のモットーだ。それにあれだけ貶されたのだから、黙って引き下がるなんて私のプライドが許さない。私は何がなんでも史奈さんに勝つと決めて腹を括る。

「乗り掛かった舟だし、本気で困ってる努のこと簡単に見捨てられないもん」

　私が笑いながら答えると、努は深々と頭を下げた。

「ありがとう。面倒なことに巻き込んでしまって本当に申し訳ない」

「私、やると決めたら徹底的にやるからね」

「わかった。改めて誓うよ。史奈が何を言っても俺が本気で佑月を守る」

　〝本気で守る〟と〝誓う〟なんて、またしても物語のヒーローのような甘い台詞にクラッときそうになった。もしかしてこの人は、私がこういう言葉に弱いって知っているんだろうか？　だけどイケメンの無自覚な口説き文句にいちいち反応していたらこの先同居なんて到底やっていけない。鉄のように強い心を持ってサラッと受け流さなければ。

「作戦も決まったことだし……景気づけに乾杯でもする？」

「そうしようか。じゃあ……乾杯！」

　そう言って努は私がグラスを持つのも待たずに、手に取ったグラスを勢いよく呷った。

「ちょっ……！　一人で乾杯って、完全にフライン……グ……」

　私がグラスを取ろうとすると、先ほどまで目の前にあったはずの私のグラスはそこになく、なぜか努が握りしめていた。しかも三杯目のおかわりを並々と注いだチューハイはなくなっている。

　まさかこの男……間違えないように対策をしていたというのに、また同じ失敗をやらかしたのか!?

　私がハラハラしながら様子を見守っていると、努はぼんやりした表情でグラスをテーブルに置き、その手で私に手招きをした。

「佑月、こっちに来て」

「えっ、なんで？」

「なんでもいいからこっちに来て」

　何がなんだかよくわからないまま、言われた通り隣に座ると、努は目を閉じて私の体にもたれかかった。

　なんだ、この状況？　なぜ私はエリートイケメンに甘えられているんだ？

「ねぇ佑月、いっそのこと、このまま俺たちホントに結婚しちゃおうか」

　これは完全に酔ってるな。いくら努がイケメンでも、私は酔っ払いの戯言を本気にするほどお人好しでもなければ馬鹿でもない。ここは適当に受け流しておこう。

「ハイハイ、それもいいかもね」

　私が呆れながらそう答えると努はそれを了承と受け取ったのか、いきなり私を抱きしめたかと思うと、見た目より遥かに柔らかい唇を私の唇に押し当てた。何が起こっているのかと一瞬パニックを起こしそうになったものの、努はおそらく酔って自分が何をしているのかわかっていないのだろうと察した。

　なんとかして逃れようと必死でもがいていると、あろうことか努はあっという間に私をその場に組み敷き、耳元や首元に唇を這わせながら私の服の中に手を忍ばせた。あたたかく大きな努の手が素肌に触れると、私の背中にこれまで経験したことがない言い様もない感覚が走る。お腹の奥が切なく疼き、思わず背を仰け反らせて脚をすり合わせた。酔っているとはいえこの状況は非常にまずい。

「ちょっと待って、いくらなんでもこれ以上は冗談じゃ済まない……」

「佑月……俺は本気だからね」

「えっ!?　本気って……！」

　てっきり完全に酔っていると思っていたのに、それってつまり、正気で私を襲おうとしてるってこと!?

　本気で身の危険を感じた次の瞬間、努は私に覆いかぶさったまま寝息を立て始めた。どうやら助かったらしい。ホッとして努の体の下から這い出た私は、乱れた髪と着衣を整えながら大きなため息をついた。

　もしかして努って、酔うと狼になるタイプ……？

　今回は未遂に終わって事なきを得たけれど、いきなりこんなことをされては先が思いやられる。しかしどうせ努は明日になったら覚えていないだろうし、私が一人で気に病むだけ無駄のような気がする。こんな時は酒でも飲んで、気持ちを落ち着かせて寝てしまうのが一番だ。

　私は努の体に毛布を掛けると、気を取り直してしばらく一人でお酒を飲み、酔った勢いで努が豹変したことは内緒にすると決めた。そして私の体に一瞬走った不思議な感覚も気のせいだ、私は『鉄の女』、隙を見せてはいけないと言い聞かせ、何事もなかったかのようにベッドで布団にくるまって朝までぐっすり眠った。

　酒は飲んでも飲まれるな。『鉄の女』はこれしきのことでは動じないのだ。




　翌朝、私がコーヒーを飲んでいると、リビングの床で寝ていた努が目を覚ました。いつもよりぼんやりした様子で、キョロキョロと部屋を見回している。

「おはよう。目が覚めた？」

「うん……おはよう……。俺ゆうべ、いつの間に寝ちゃったんだろう？」

　私の予想通り、努はゆうべ自分がしたことを覚えていないようだ。下手に覚えていられてもなんとなく気まずいような気もするし、私もそこには触れず黙ってやり過ごすのが一番だと思う。

「話してる途中で寝ちゃったの」

「もしかして俺……またやらかした？」

　努の言う〝やらかした〟とは、どの行動を指しているんだろう。話している途中で寝てしまったことなのか。それとも、間違えて私のお酒を飲んでしまったことなのか。酔っ払って私に襲い掛かろうとしたことという可能性もある。

　だけど努はいつも酔った後のことはほとんど覚えていないようだから〝努が間違えて私のお酒を飲み、酔っ払って寝てしまった〟と言ってごまかした。

「そうか、また迷惑かけてごめん」

「気にしないで。それより朝御飯にしない？」

　二人分の朝食を用意して席に着き向かい合って食べていると、努はコーヒーを飲んでため息をついた。

「ため息なんかついてどうしたの？」

「じつはちょっと悩んでることがあって……」

「史奈さんのこと？」

「そうじゃなくて……佑月にとってはたいしたことじゃないかもしれないけど、聞いてくれる？」

　努は少し恥ずかしそうに悩みを打ち明けた。なんでも努は、酒に弱いことを真剣に悩んでいるらしい。プライベートや仕事上の付き合いで目上の人に酒を勧められても、酔って失態を晒したり粗相をして迷惑を掛けるわけにはいかないと思って断ると、明らかにがっかりされたり、場をしらけさせて先方の機嫌を損ねてしまったりして、落ち込むことがよくあるのだという。

　付き合いのために無理して飲むのではなく、相手と酒を酌み交わしながら食事や会話を楽しむことにとても憧れているそうだ。

　たしかに酒飲みの私にとっては無縁の悩みだし、そんなに深刻に悩むほどのことかと思うけれど、本人にとっては大きな問題なのだろう。

「佑月ほどの酒豪とまではいかなくても、たしなむ程度でいいんだけどな。どうしたら人並みに飲めるようになるんだろう？」

「うーん……体質にもよるとは思うけど……飲むことに慣れれば今よりは強くなれるんじゃないかな？　私だっていきなり今と同じくらい飲めたわけじゃないし、仕事だってなんだって、数をこなして経験を積んで徐々にキャパが大きくなるじゃない？」

「なるほど……何事も慣れと経験か……」

　そう言って努はトーストをかじり、咀嚼しながら何かを考えているようだった。たいしたアドバイスはできなかったけれど、私の言葉で努の気持ちが少しでも楽になればいいなと思う。




　昨日の晩に多めに作った料理の残りで昼御飯を済ませた後、二人で近所の大型スーパーへ買い出しに出掛けた。

　今日は火曜日だけど祝日で仕事が休みなので、史奈さんがわざわざここまで来て見張っているということはないと思う。しかし万が一遭遇しても慌てなくて済むように、仲良く手を繋いで歩くことになった。

　正直言うと、婚約者のふりをするのはやっぱりまだ慣れない。いつもは史奈さんを警戒しているせいであまり気にならなかったけれど、今日は史奈さんがいない分、繋いでいる手に意識が集中して余計に照れくさくなる。

　今更だけど私たちは部署は違えど会社の上司と部下という関係であって恋人同士でも婚約者でもないし、一緒に暮らしたり休日の昼間に手を繋いで食料品や日用品の買い出しに来ているなんて、本来ならばあり得ない状況なのだ。

　冷静に考えると、これってやっぱり普通じゃない。そう思った途端、動悸が激しくなって手のひらに変な汗がにじみ、手汗をかいているとバレるのが恥ずかしくて咄嗟に手を離した。

「佑月、どうかした？」

　私が急に手を離したことを変に思ったのか、努が不思議そうな顔をして立ち止まり、私の顔を覗き込むように見ている。

　ち……近い……。近すぎる……。今にもお互いの額がくっつきそうだ。

　これも演技なのか、それとも無意識に発動するイケメン行動なのか。どちらにしてもいちいち真面目に受け止めていたら私の身がもたない。私一人が意識してうろたえていると気付かれないように、できるだけ自然にごまかさなければ。

「ごめん、ちゃんと家の鍵かけたかなって、ちょっと気になっただけ」

「ちゃんと鍵かけてたよ。俺、見てた」

「うん、そうだよね」

「じゃあ行こうか」

　努は笑って手を差し出した。その笑顔がまぶしくて、わけもなく申し訳ない気持ちになる。私はポケットの中でハンカチを握りしめて手汗を拭い、再び努の手を握った。

　明るいお天道様の下で倍増したイケメンの笑顔の破壊力は、長らく恋愛から遠のいていた私にはあまりにもダメージが大きすぎたようだ。

　それからしばらくすると気持ちも落ち着いていつも通り自然に振る舞えるようになり、大型スーパーについてまずは日用品を買い、その後食料品売り場に向かった。

「二人分だから荷物多くなりそうだし、一緒に持ってもらえるとすごく助かる。ついでにお酒も買いたいし」

「お酒、俺の分も買っていい？」

「俺の分って……努も飲むの？」

「家で一人だとあんまり飲めないし、いい機会だから佑月と暮らしてる間に一緒に飲んで慣れようと思って」

　思い立ったが吉日とでもいうのか、努は先ほどの私のアドバイスを早速実践しようとしているらしい。そのチャレンジ精神は素晴らしいとは思うけれど、また酔っ払って我を忘れ、襲い掛かってきたりはしないだろうかと一抹の不安がよぎる。

「そんなに無理してまで飲まなくてもいいと思うけど……」

「それだといつまで経っても克服できないだろ？　俺は無理しなくても飲めるようになりたいんだ。申し訳ないけど協力してくれないか？　佑月は一緒に飲んでくれるだけでいいから」

　どうやら努の意志は相当固いようなので、止めても無駄のような気がする。どちらにしても私は毎晩飲むわけだし、努にだけ「飲むな」とも言いづらい。これも乗り掛かった舟だと思って付き合うしかなさそうだ。

「いいけど……くれぐれも無理だけはしないでよ」

「わかった。まずはアルコール度数の低いやつから少しずつ始めてみようと思う」

　まぁ……それなら大丈夫かな……？

　不安がないとは言えないけれど、またゆうべみたいなことが起きないように、努の酒量も行動も私がセーブすることにしよう。




　無事に買い物を済ませて家路に就いた。

　買ってきた物を冷蔵庫や収納スペースにしまい、コーヒーを淹れて一息つくと、すっかり日は傾いていて、そろそろ晩御飯の支度を始めようかという時間だった。

　買い物しながら相談して決めた今日の晩御飯の献立は餃子。

　努はずっと餃子を作ってみたかったけれど、一人だとうまく作れる自信がなくてまだ作ったことがないらしい。私も普段は面倒だから餃子を作ったりしないけれど、「佑月と一緒ならうまく作れそうだし、すごく楽しそうだ」なんて満面の笑みで言われたら断れるわけがない。

　二人でキッチンに立って餡を作り、リビングのローテーブルで向かい合って、学生時代の友人や職場の同僚の面白エピソードなどを話しながらせっせと包む。努は初めてとは思えないほど手早く上手に包んだ。確かに二人で話しながら作ると楽しいし、作業も捗るような気がする。

　二人で包んだ餃子が焼き上がると、私はビール、努は低アルコールのカクテルで乾杯して、熱々の餃子を口に運んだ。香ばしく焼けた皮から肉汁が溢れ出し、程よく食感の残ったキャベツの甘みが口いっぱいに広がる。

「うまいな！」

「うん、美味しいね！」

　手作り餃子の予想以上の美味しさに箸が止まらない。それに比例して、もちろんお酒も進む。努は御飯を山盛りによそった茶碗を片手に満足そうな顔で餃子を頬張っている。私と違ってお酒はそれほど進んではいないようだ。

　いくらアルコール度数が低いとはいえ、たくさん飲むとお酒に弱い人なら簡単に酔ってしまうので、努があまり飲んでいないとわかって少しホッとする。

　努は餃子と御飯でお腹が満たされると、その存在を思い出したかのようにあまり口をつけていなかったカクテル飲み始めた。私は内心、そんなに頑張って飲まなくてもいいのにと思いながら努の様子を見守る。

　もし努が酔っ払っても、ゆうべみたいなことにはならないようにと身構えていると、努はカクテルを一本も飲みきらないうちに顔の筋肉を緩ませ、ご機嫌な様子で私に向かって手招きをした。

「佑月、こっちに来て」

　ここで素直に従って隣に座るのは危険だ。またゆうべと同じパターンになってしまう可能性がある。なんとかうまくはぐらかして危険を回避しなければ。

「ちょっと待って、お酒のおかわり取ってくるから」

　キッチンでグラスにウイスキーを注ぎ濃い目のハイボールを作って戻ってくると、努はまた手招きをする。

「あっ、努の分も取ってこようか？」

　まだ一本目のカクテルが残っているのを承知の上で聞いてみる。

「うーん、じゃあもらおうかな」

　努はそう答えたけれど、私の予想では残りのカクテルを飲みきる前に眠ってしまうはずだから、少しでも時間を稼いで、その間に努を酔わせて眠らせ事なきを得る作戦だ。もし努が眠らず危ない雰囲気になった時は、私のハイボールを飲ませれば秒速で眠ってくれるだろう。

「どれにしようかなー。努はどれがいい？」

「アイスティーのやつがいい」

「アイスティーね。えーっと、どこかな……。アイスティー、アイスティー……あっ、これだ」

　目の前にあったアイスティーのカクテルを探すふりをして取り出しリビングに戻ると、努は勢いよく缶を手に取って呷り、残りのカクテルを飲み干した。

　予想外の努の行動に少々驚きはしたものの、これでもうすぐ寝落ちするに違いない。

「佑月、早くこっちに来て」

「え？　ああ、うん……」

　私がおそるおそる隣に座ると、努はトロンとした目で笑いながら私の腕を掴んで引き寄せた。酔っているとは思えないほどの力の強さで、私の体は努の腕の中にすっぽりと収められてしまう。

　努は驚いて目を見開き固まっている私の頭を撫でながら、「可愛いなぁ。佑月はホントに可愛い」と言って頬ずりをしている。

「可愛いって……！　何言ってるの？　しっかりして、努」

「可愛いから可愛いって言ってるんだよ」

　これは相当酔ってるな。努は酔うと激しくデレるタイプのようだ。「可愛い」と言われて悪い気はしないし、酔っ払いの戯言なのでもちろん本気にはしないけれど、なんだか無性に照れくさい。

「あー、可愛い。めちゃくちゃ可愛い。いっそのこと食っちまいたい」

「えっ!?」

「あ、佑月が無くなっちゃうと困るからホントに食べたりはしないよ、安心して」

　言われなくても、本当の意味で食される心配はしていない。しかし一刻も早くこの状況から抜け出したい。もっと飲ませてさっさと眠らせなければ。

「うん、わかったからそろそろ離してくれる？　私もうちょっと飲みたいの。努もアイスティーのやつ飲むんでしょ？」

「んー……そのつもりだったけど、もう寝ようかな……」

　なんと、自主的に寝てくれるらしい。

「ああ、お酒飲んで眠くなっちゃったのね。それじゃあ布団を用意するから……」

　無理に飲ませなくて済むとホッとしたのも束の間、努は私を抱きしめたかと思うと、床の上に押し倒して唇にキスをした。

　完全に油断した……！　しかも酔っているくせになんて素早さだ！

「佑月、一緒に寝よう」

「ええぇ!?」

「このまま佑月を抱いて寝る」

　なんでそうなる!?　私が頼まれたのは『晩酌』という名の特訓であって、夜伽の相手ではないよね!?

「それはさすがにちょっと……！」

「可愛いから離したくない」

　努は私を抱きしめながら、私の頬や耳たぶ、首元に唇を這わせる。努の唇の柔らかい感触が私の肌の上を這いまわると、またあのくすぐったいようなまどろっこしいような、何とも言えない不思議な感覚が体の中で暴れ出した。妙な声が出そうになるのを必死で堪えながら首をすくめ顔をそむけると、努は長い指で私の顎を掴み唇を重ねた。強引に口を開かせて熱い舌を私の舌に絡め、舌先で歯列をなぞったかと思うと更に深く舌を差し込んで上顎を撫でる。貪るような激しいキスに戸惑い息をするのも忘れそうになった。

　私がうろたえて身動きできなくなっているうちに、努の手は私の腰のあたりから太ももへと滑り降りていく。そしてその手はルームウェアの上から太ももを優しくさすり、今度はじわじわと上の方へと下腹部をめがけて這い上がる。慌てて脚を閉じたけれど努の指先が布越しに私の秘部に触れ、カリっと引っ掻くように動いた。

　その瞬間、これまでよりも更に不思議な、ビリビリと痺れるような感覚が背筋に走り、私は堪えきれずに吐息交じりの甘い声を漏らした。努の指に触れられた場所が熱っぽく脈打っているように感じる。これ以上続けられたらどうなってしまうのか自分でもわからない。

　努の魔の手からどうにかして逃れようと身をよじらせていると、私を抱きしめる腕の力が次第に弱まり、そのうち耳元で寝息が聞こえ始めた。

　私はすっかり脱力した努の体の下から這い出ると、努が完全に眠っていることを確認して大きく息をついた。

　あ……危なかった……！

　今夜もなんとか危機を回避できたけれど、これは続けるほどに私の身が更なる危険に晒されることになるのではないか？　しかも努は酔ってしまった後のことを覚えていないのだから性た質ちが悪い。

　酔って私に何をしたのかを本人に伝えて特訓をやめるべきかとも思ったけれど、それが原因で気まずくなってしまったら婚約者のふりなんかできないし、そうなると史奈さんの猛アタックを阻むこともできない。

　一度引き受けたことを投げ出すのはイヤなので、もっとうまく立ち回れる方法を考えてみることにしよう。




　その後も酔った努との攻防戦は毎晩続き、私は努が襲い掛かって来る前に強い酒を飲ませて眠らせる技を身に着け、時々危ういことはあったもののなんとか危機を回避した。

　一方、史奈さんも攻撃の手を緩めることはなく不毛な争いは続いた。そのストレスと日々の激務で疲れが蓄積されていく。

　疲れを見せないように気を張ってはいるものの、努の目から見ても私は相当参っていたようで、努は申し訳なさもあってか私を気遣ってとても優しくしてくれた。酔うと私を抱きしめて頭を撫でながら甘い言葉を並べ立てるのも相変わらずだ。

　そのうちだんだん酔っている時と素面しらふの時の境目がなくなってきて、努は私に対して常に本物の恋人の如く接するようになった。

　酔っていなくても私を抱きしめたり頭を撫でたりしながら、優しい言葉で労ってくれる。私が体調を崩した時には体に優しい料理を作って食べさせてくれて、夜には心配して添い寝までしてくれた。

　史奈さんの件が解決するまでの一時的な言動だとわかってはいるけれど、私だって人間だから、仕事で嫌なことがあって落ち込んでいる時や、体調を崩して心細い時に優しくされると妙な錯覚を起こしそうになってしまう。

　その優しさは私にだけ向けられた特別なものなのかもしれないとか、史奈さんの件が解決した後もこの関係はずっと続くんじゃないかとか、酔っている時に言う甘い言葉が努の本心だったら……などと考えては我に返って打ち消し、そんなはずはないと自分を戒めた。

　努が私と一緒にいるのは史奈さんの猛アタックを躱すためであって、偽の婚約者の役に私を選んだのも、私が努に恋愛感情を持っていない強い女だから。ただそれだけだとわかっているのに、以前は知らなかった一面を知るほどに異性として意識してしまい、なんでもない仕草や表情を見るだけで気持ちが昂ってしまう。

　おまけに部署は違っても同じ会社に勤めているので、社内で努と史奈さんが一緒にいるところを見掛けるのは珍しいことではなく、私の前で二人が楽しそうに笑いながら話していたりすると、業務上のことで必要な会話だとわかっていても調子が狂って仕事に集中できなくなり、些細なミスをして部下から指摘されたり、上司から注意されたりすることが増えた。

　プライベートな問題が仕事に支障をきたすなどということは今までなかったのに、私は一体どうしてしまったんだろう？　まさか私、史奈さんに嫉妬してる？

　私は偽物の婚約者であって嫉妬する必要なんかないのに、情けなくてみっともなくて、気持ちがどんどん滅入っていく。

　このままではいけない。どうにかして気持ちを切り替えなくては。







第三章 気持ちに嘘はつけない








　土曜日の早朝。

　ストレスに押しつぶされそうになった私は、まだ眠っている努を起こさないよう静かに身支度を整えてそっと家を出た。

　行き先は決まっていないけれど、とりあえず駅まで歩き、普段は乗らない会社とは逆の方向へ向かう電車に乗った。土曜日の早朝ということもあって電車はとても空いている。一番前の車両の座席に座り、ぼんやりと窓の外の景色を眺めた。

　ここ数週間を振り返ってみると、史奈さんを撃退するために努に協力することになってから、仕事が終わった後は常に努がそばにいたので、私には一人になる時間がなかった。恋愛感情のない相手でもずっと一緒にいたら情が湧くのも不思議ではないし、恋人同士のように振る舞って過剰に優しくされたら勘違いをしてしまうのも無理はないと思う。

　今日は久しぶりに一人になったことだし、何も考えずのんびり過ごして、モヤモヤした気持ちをリセットしよう。

　電車を乗り継ぎ海辺の街の駅に降り立つ頃には、時刻は十時を過ぎていた。起きてからまだ何も食べていなかったので、駅前のレトロなカフェに入り、コーヒーとミックスサンドのセットを注文した。朝御飯を一人で食べるのはいつ以来だろう。

　サンドイッチを頬張りながら、努はもう起きたかなとか、ゆうべの努はかなり酔っていて口説き文句がいつも以上に熱烈だったな、などと考える。

　せっかく一人になったのに努のことを考えている自分に気付き、その思考を脳内から無理やり削除して、無心になって残りのサンドイッチを口に運んだ。

　カフェを出てあてもなく歩いていると、小さなパティスリーを見つけた。ショーケースに並べられたスイーツをガラス窓越しに眺めていて、ふと気付く。

　そういえば以前は、休みの日には美味しいスイーツを求めてカフェやパティスリーを巡ったり、前日の夜に何件もの店を回って大量に買い込んだスイーツを堪能して一人で至福の時を過ごしていたのに、ここ最近は仕事帰りに『オリオン』に寄るくらいで、スイーツ巡りからはすっかり足が遠のいていた。

　努と同居を始めてから、週末は食料品の買い出しに出掛け一緒に料理をするのが定番になっているからだ。平日の夜も努と一緒に自宅で晩御飯を作って食べるので、『オリオン』でスイーツをたらふく食べて、それを晩御飯にすることもなくなった。

　そうだ、史奈さんの件が解決して努との同居を解消したら、休日はまた一人で思う存分スイーツ巡りをして、大好きなスイーツをテーブル一杯に並べて心ゆくまで堪能しよう。

　食事の用意も私一人が食べる分だけなんだから、今みたいに栄養のバランスを考えてきっちり作らなくたって、コンビニ弁当でもスーパーのお惣菜でも、冷蔵庫にあるもので酒の肴を作って簡単に済ませてもいいんだ。

　そんなことを考えながら歩いているうちに海辺にたどり着いた。季節外れの海は人の姿もまばらで、少しひんやりした風が潮の香りを運び鼻孔をくすぐる。

　就職してからは仕事が忙しくて、もう何年も海には来ていなかった。海に近い町で生まれ育ったこともあり、子どもの頃は毎年夏になると弟と近所に住む従兄弟たちと一緒に頻繁に海に行って、真っ黒に日焼けして日が暮れるまで遊んでいたことを思い出す。

　ここ数年は仕事の忙しさにかまけて実家にも帰っていないけれど、両親や祖母、弟は元気にしているだろうか。私の実家は地元では評判の老舗の和菓子屋を家族で営んでいるので、昔と変わらず忙しくしていることだろう。

　そういえば努は私や瑠依と同郷だと言っていたけれど、実家はどの辺りなんだろう？

　思えば努が私や瑠依と打ち解けたのも同郷だからだった。通っていた学校のことや、地元のテーマパークの話題で随分盛り上がったのに、お互いの実家の場所は話さなかったのが不思議だ。

　ここでもまた努のことを考えている自分に気付きため息が漏れる。

　考えないようにしようと思っていても無意識のうちに努のことばかり考えてしまうということは、私は自分が思っている以上に、もう引き返せないところまで来てしまっているのだと思う。

　今は史奈さんに努をあきらめさせるために、婚約者だと嘘をついて努と一緒にいるけれど、この問題が片付いたら私はどうなるんだろう？　何事もなかったかのように、あっさりと元の関係に戻るのかな？

　無事に問題が解決してもまったく会わなくなるわけでもないし、一人暮らしの気ままな生活に戻れるというのに、なぜかそれではあまりにも寂しいような気がした。

　すぐそばに努がいる生活の心地よさは、ほんの数週間で私の心にすっかり浸透して、この先も一緒にいたいと思う気持ちが強くなっているのだと改めて気付いた。

　ややこしいことは取っ払って単純にいうと、私は努を好きになってしまったということだ。

　今朝は頭が混乱していて努に何も言わず家を出てきてしまったけれど、目が覚めて私がいないことで心配していないだろうか。冷たい潮風に吹かれて頭が冷えたこともあり、少し落ち着いて考えると大人げないことをしてしまったと反省して、急に思い立って遠出をしたことだけでも伝えようと思い、鞄からスマホを取り出した。

　スマホの画面を見てギョッとした。家を出てからずっとサイレントマナーモードにして一切触らずにいたスマホには、努からの大量の不在着信と未読のトークメッセージが表示されていた。留守番電話に残された伝言もトークメッセージも、今どこで何をしているのか、無事でいるなら連絡してほしいという内容だった。

　自分が思っていた以上に心配をかけてしまったことに気付き、私は慌てて【今朝急に海が見たくなって何も言わずに出掛けたけれど、もう少ししたら帰るから心配しないで】という嘘の言い訳に、所在地の地図を添えたメッセージを送る。

　すると一分も経たないうちに【無事で本当に良かった。迎えに行くからそこにいて】と返信が届いた。心配をかけてしまったことは申し訳ないと思うし、下手に動いて行き違いになってしまうといけないので、私は努の言う通りにすることにした。

　それからしばらくの間、今後のことや、私の努への気持ちを伝えるべきか伝えざるべきかなど、海を眺めながらとりとめのないことをぼんやりと考えていると、後ろから誰かにそっと抱きしめられた。驚いて振り返ると、目にうっすらと涙を浮かべた努が「無事で良かった」と呟いた。

　努の腕の中でぬくもりを感じながら、婚約者という関係だけでなく、この涙が偽物だとしても、努のすべてを独占したいと強く思った。

　私はもう、自分の気持ちに抗えない。




　努の車に乗り、暮れ行く窓の外の景色を眺めた。車の中ではお互いにほとんど言葉を発することはなかったけれど、「そういえば起きてから何も食べてない。安心したらお腹空いてきた」と努が言ったので、休憩がてらファミレスに立ち寄り早めの晩御飯を食べることにした。お互いになんとなく気まずくて、食事をしている間も会話はほとんどなかった。

　自宅に戻ってあれこれと考えながら長めの入浴を済ませた後、もう自分の気持ちをごまかしきれないと悟った私は、覚悟を決めて本音で話し合うことにした。酔って話をうやむやにしたくないので、今夜はお酒ではなく二人分のコーヒーをカップに注いでテーブルに置く。

　予想に反してコーヒーが出てきたことに努は少し驚いていたけれど、何も言わずカップを手に取り、熱いコーヒーに静かに息を吹きかけた。

　きっと努は、最近私の様子がおかしかったことや疲れていたこと、一人で悩んでいることにも気付いているのだろう。だから私が今日何も言わず急に姿を消したことに、あんなに取り乱すほど焦ったのだと思う。私の方からその件について切り出そうとしていることを察したのか、努は神妙な面持ちで黙ってコーヒーをすすっている。

　思っていることを洗いざらい正直に話してスッキリしてしまいたいという気持ちもあるけれど、そうすることによって気まずくなってしまうのではないか、もう努に必要とされなくなってしまうのではないか。そう考えると胸の奥がざらついたイヤな音をたてて締め付けられるように痛み、決心が揺らぎそうになった。

　だけどこのままでは何の解決にもならないし、一歩も前には進めない。今より少しでも前向きに、お互いにとって良い関係を築きたいと思うからこそ、腹を割って話し合う必要があるのだ。

　私も少し気持ちを落ち着かせようと、熱いコーヒーを一口飲み込んだ。何から話そうか、どんな言葉で伝えればいいのか。ぐるぐると思考を巡らせ、ようやく腹を決めた私はカップをテーブルの上に置いて静かに口を開いた。

「今日は心配かけてごめんね」

　私が素直に謝ると、努は「うん」と呟いた後、両手で顔を覆って大きなため息をついた。

「佑月が急にいなくなって……俺、めちゃくちゃ焦ってさ……もう戻って来なかったらどうしようとか、どこかで事故とか事件に巻き込まれてやしないかって……いろいろ考えておかしくなりそうだった。連絡が取れるまでは気が気でなかったよ」

「そんなに……？　ホントごめん」

「うん……。でも、ただ海が見たくなったっていうのは嘘だよね？　俺に黙って出て行ったのには何かわけがあるんだろ？　そのわけを教えてくれる？」

　やっぱり努には私の下手な言い訳など、嘘だとお見通しだったようだ。私はこの流れで言いたいことを正直に言ってしまおうと、覚悟を決めてうなずいた。

「私、ずっと思ってたんだけど……婚約者のふりをするだけなら史奈さんに見られている時だけでいいのに、どうしてそうでない時にまで本物の恋人みたいなことをするの？　史奈さんが見ていない時に婚約者のふりをする必要なんてないよね？」

　私が尋ねると、努は少し困った顔をして目をそらした。

「もしかして……俺の婚約者のふりをするなんて、ホントは嫌だった？」

「嫌とか、そういうんじゃなくて……最初は史奈さんに嘘がバレないように、慣れてそれっぽい雰囲気を出すためなんだと思ってたんだけど……努の言動がどんどんエスカレートしていくから戸惑っちゃって、躱すのに必死だったし……」

　私がそう言うと、努はそらしていた視線を私に向けた。なんだか意外そうな顔をしている。

「戸惑ってたの？」

「あれだけ甘やかされたら戸惑うよ……。本物の彼氏にだってあんなに優しくされたことないから、ちょっと錯覚起こしちゃって……」

「錯覚って？」

　今度は食い気味に身を乗り出してきた。本当のことを言うのはとても恥ずかしいけれど、自分の気持ちを正直に話すと決めたので、恥を忍んで口を開く。

「ホントは婚約どころか付き合ってもいないのに、会社で努と史奈さんが一緒にいるところを見ただけで嫉妬して、仕事が手に付かなくなったりとか……。その度に、勘違いしちゃダメだって自分に言い聞かせて……」

「勘違い？」

「うん……。あくまでも私は頼まれて婚約者のふりをしているだけで、努もそれらしく振る舞っているだけなんだって……。だからもう、私が妙な勘違いをするようなことはしないでほしいの」

　思い切ってそう言うと、努はなぜか私の言葉に反して、テーブルの上で私の手を包み込むように優しく握った。

　これ以上私に勘違いをさせて、どうするつもり!?

　急激に高鳴る胸の音に気付かれないように、私が慌てて手を引っ込めようとすると、努はそれを許さないとでも言わんばかりに私の手を強く握る。

「あの……私の言葉、聞いてた？」

「聞いてた」

「だったらもう……」

「佑月の言葉を要約すると……ふりじゃなければ遠慮なくしてもいいっていうこと？」

「えっ!?」

　〝ふりじゃなければ〟って、どういうこと!?　史奈さんに迫られて困ってるから『婚約者のふりをしてほしい』って言ったのは努だよね？　それはすなわち、『鉄の女』と呼ばれるほど可愛げのない私との間には何をどうしたって恋愛感情なんか生まれないから、私が適任だったってことでしょ？　そんな私に〝遠慮なく〟……なんだって!?

　努の真意がさっぱりわからず、うつむき黙り込んだままぐるぐると思考をめぐらせていると、努が手を握ったまま私の顔を覗き込んだ。

「佑月？」

「ごめん……。ちょっと……っていうか、まったく話が見えてこない……」

「わからない？　だったら……」

　そう言って努は素早く立ち上がり、隣に座るや否や私を抱き寄せた。そして私の顎に手を添えて優しく上を向かせ、そっと唇を重ねた。酔っている時にキスされたことは何度かあったけれど、素面の状態では初めてだった。

　努はコーヒーでも酔う体質なんだっけ？　いや、そんなはずはない。もしそんな体質だったら、会社でもカフェでも酔っ払って大変なことになっているはずだ。

「……なんで……？」

　不意打ちのキスで更にわけがわからなくなり堪らず尋ねると、努は私の体を強く抱きしめ、少し強引に再び唇で唇を塞いだ。舌の先で唇をこじ開けて歯列をなぞり、激しく舌を絡め取る。うろたえた私は息の仕方もわからなくなり、苦しさのあまり努の背中を握りこぶしでドンドン叩く。

「ちょっ……努……！」

「俺が誰にでもこういうことできる男じゃないって、佑月が一番よく知ってるでしょ？」

「えっ……」

「佑月じゃなかったらこんなことしないし、婚約者になってくれなんて絶対に言わない」

　努は真剣な顔をして追い打ちを掛けるようにそう言ったけれど、私の頭はすでにキャパをオーバーしてしまい、サーバーダウン寸前だ。思考がまったく追い付かない。

「えーっと……それってどういう……」

　そう言った次の瞬間、私の体は宙に浮いていて、驚く間もなくベッドの上に横たわった形で着地していた。努は私の体を膝で挟み込むような体勢で私を見下ろしている。

「まだわからない？　俺、本気だって前にも言ったよね？」

「本気って……それは酔った上での言葉だったんじゃ……」

「俺は最初から本気だよ。ずっと前から佑月のことが好きだった。だから今すぐにでも佑月が欲しい」

　好きって……努が私を!?　まさかそんな……！

　にわかには信じがたいことを言われて、その場しのぎの嘘なんじゃないかと一瞬思ったけれど、努の顔は真剣そのものだ。とても嘘を言っているようには見えない。

　本気で私を好きだと言ってくれるなんて夢にも思わなかった。私も努のことが好きだから、努が私と同じ気持ちでいてくれたこと、努に本気で求められていることが嬉しい。

「佑月、好きだよ」

　努は私の目をじっと見つめてとびきり甘くて優しい声でそう言うと、ゆっくりと私に覆いかぶさり、私の頭を撫でながら頬や耳に何度も口付けた。そして私の唇をついばみ優しく吸って、舌で咥内をくまなく撫でる。それは次第に首元へと這い下りて行く。

　努のあたたかい腕の中で愛でられる心地よさと、これまで見たことのなかった色気と熱意に抗う事ができず、このまま努の愛情に溺れてしまいたいという衝動に駆られた。

　だけどルームウェアの裾から忍び込んだ大きな手で素肌に触れられ、浮き出た鎖骨に唇を這わされた時、『ガリガリな上に不感症のマグロで、魅力のカケラもないつまらない女』という言葉が、嫌味ったらしく罵る山岡の声で脳裏をかすめた。

　その瞬間、私は無意識のうちにありったけの力を振り絞り、努の体を押し返して拒絶していた。

　努は何が起こったのか理解できないと言いたげな顔をして私を見ている。私は内心では「やらかしてしまった」と思いながらも、拒絶の意思を伝えるために、うつむいて目を合わせず黙って首を横に振った。

　これからというこの状況でいい雰囲気をぶち壊しにしてしまったので、キレられても仕方がないと思っていたのに、努はその場に正座をして私に向かい、深々と頭を下げた。

「佑月の気持ちも聞いてないのに、がっついてごめん」

「うん……」

　少しの間、二人の間に気まずい沈黙が流れた。

　私も謝るべきか。それよりも、今はまだすべてを委ねることはできないけれど私も努が好きだということだけでも伝えるべきなのか。でももしそれを伝えたら、好きなのになぜ体を許すことができないのかを話さなければならなくなるかもしれない。

　そんなことを考えていると、努が少し悲しげにうっすらと作り笑いを浮かべて私の頭を撫でた。

「今日は疲れてるだろうし……まだ時間は早いけど、今夜はもう寝ようか」

「えっ？」

　もしかして一緒に？　そう思ったのが顔に出たのか、努は慌てて私から手を離した。

「あっ、もちろんいつも通り俺はこっちの部屋で寝るし、何もしないから心配しないで」

「ああ……うん……」

　それから別々に床に就いた。ベッドで横になっても眠ることができず、常夜灯に照らされオレンジ色に染められた部屋の中をぼんやりと眺めながら、努を拒んで悲しませてしまった罪悪感に苛まれた。

　努が私のことを好きだと言ってくれて、本当に嬉しかった。だから余計に、恥ずかしげもなく貧相な体を晒して、努にがっかりされるのが怖かった。

　努も山岡と同じように思うんじゃないか。それが原因で嫌われてしまったら……。そう思ったら、無意識のうちに努を拒んでいた。

　あんな顔をさせたかったわけじゃない。本当は、私も好きだと言って、思いきり抱きしめたかったのに。

　私は、自分が傷付くのが怖くて……自分を守るために、努を傷付けてしまったんだ。




　翌日。ゆうべなかなか眠れず朝方にようやく眠りについた私は、お昼を少し回った頃に目覚めた。日曜日なので仕事は休みだし特に予定もないので、努とずっと二人きりで過ごすのは少し気まずいなと思いながら、しばらくの間はまだ眠っているふりをしてダラダラとベッドの中で過ごした。

　だけど昨日の晩御飯を食べたのがいつもよりかなり早い時間だったこともあり、一時間もすると空腹に耐えられなくなって、仕方なく起き上がった。

　おそらく努はもう起きているだろう。ベッドの上に座り、努に何と声を掛けようかと考えていると、リビングに人の気配がまったくないことに気付いた。

　百年の恋も一気に冷めてしまいそうな寝起きのボサボサの頭で、おそるおそるリビングに顔を出してみると、案の定そこに努の姿はなかった。その代わりに、テーブルの上に『急用ができたので実家に行ってきます。帰りはたぶん遅くなるので晩御飯は要りません』と走り書きのメモが置かれている。

　今日は顔を合わせずに済むとホッとしたら全身の力が一気に抜けて、へなへなとその場に座り込んだ。

　それから私は一人の休日を楽しもうと、着替えと化粧をして一人でショッピングモールへ出掛けた。新しい服でも買おうか、映画もいいな。スイーツを山ほど買って帰ろうか。そんなことを考えながらカフェで軽い食事を済ませた後、久しぶりに映画館へ行って恋愛映画を観た。

　人気漫画が原作のその映画は前から観たいと思っていたはずなのに、なんだか大事な何かを忘れているような気がして集中できず、終わってみると内容をほとんど覚えていなかった。

　一人の休日ってどう過ごしていたんだっけ？　誰かと一緒ならもっと楽しめたのかな。

　そんな風に思い始めると一人では何を見ても何をしていてもつまらなくなってきて、必要最低限の食料品だけを買って家路に就いた。

　自宅に帰っても一人の時間を持て余し、日が沈む前にお風呂に入って久しぶりにのぼせそうなほど長い時間お湯に浸かった。お風呂から上がったあとは簡単なおかずを作り、晩御飯を食べながらお酒を飲んだけれど、やっぱり一人では大好きなお酒すら味気なく感じてしまい、努の帰りを待たず早々に床に就いた。




　月曜の朝、私たちはいつものように一緒に朝御飯を食べて身支度を整え、二人で家を出て会社へ向かうという朝のルーティーンを淡々とこなした。努は何事もなかったかのように笑っていたけれど、私としっかり目を合わせることはなく、その笑顔はどこかぎこちなかった。そして土曜の夜と昨日のことには一切触れなかった。

　会社に着いて自分の席に座るとホッとして、無意識のうちに大きなため息をついていた。努と一緒にいてこんなにも居心地が悪いのは初めてだった。

　せっかく努から好きだと言ってもらえたのに、私は努を拒んだ挙句、その返事すらしていない。私でさえこんな調子なのだから、努はもっと居心地の悪い思いをしていたはずだ。

　また前のように笑って普通に会話ができたらいいとは思うものの、そうなるには私の気持ちを伝える必要があるし、好きなのに拒んだ理由も正直に打ち明けなくてはならないだろう。だけど私はまだそこまでの覚悟を決められてはいない。

　こんな状況でも史奈さんの前では努の婚約者だと言って堂々としていなければならないのだと思うと、いつも通り自然に振る舞えるのかと不安がよぎった。

　いっそのこと、今日は残業で仕事を終えるのが遅くなることを理由にして『オリオン』には寄らず直接家に帰ろうと言ってみようか。だけどそうすると、家で二人きりになる時間が長くなってしまう。強めのお酒で早いとこ眠ってもらおうかと思ったけれど、果たしてそんなにうまくいくだろうか？　もし酔った努が強引に迫ってきたら、うまく切り抜けられる自信がない。一体どうすればいいんだろう？

　その日の午後、上司からとても厄介な案件を任された。来期の売れ筋商品を推測するため、ここ数年の自社商品の売上や市場調査の結果などをまとめるというものなのだが、そのデータが膨大な量だった。しかも急ぎの仕事で、提出期限の木曜日の定時までに仕上げようと思ったら、一体何時間残業すればいいのか。それでも仕事だからやるしかない。泣き言を言っている暇などないのだ。

　月曜日から水曜日の三日間は夜遅くまで残業して、フラフラになりながら帰宅すると入浴と食事を簡単に済ませて床に就いたので、家で二人きりになってまた努に迫られたらどうしよう……などと悩むどころか、会話をする余裕もなかった。

　そして提出期限の木曜日の今日、怒涛のラストスパートを掛け十五時を少し過ぎた頃になんとかその業務を終えた。

　無茶ぶりとも言えそうな大仕事からようやく解放されて、お茶でも飲んで一息つこうと自販機コーナーに向かっていると、お茶休憩を終えて自販機コーナーから立ち去ろうとする山岡の後ろ姿を見掛けた。その途端にまた私を罵る山岡の言葉が脳裏をよぎり、それと同時に努を拒んでしまったあの夜のことを思い出して不安に駆られる。

　まだ努と二人きりでじっくり向き合う覚悟もできていないのに、あれだけの大仕事を終えた後だから、今日はおそらく定時で上がることになるだろう。

　昨日までは残業を理由に『オリオン』にも行かなかったので史奈さんとも会わずに済んだけれど、今日はいつものように『オリオン』で努と落ち合い、史奈さんを前にしてお決まりの茶番を繰り広げることになるのだと思うと、憂鬱な気持ちがため息となってこぼれ落ちた。

　しかしこんな時に限って時間はあっという間に過ぎてしまうものだ。窓の外で太陽が傾き、次第に暮れていく景色を眺めるたびにため息が深くなる。

　定時になり終業時刻のチャイムが鳴ると、私は何度目かわからないため息をついて帰り支度を始めた。

　足取り重く『オリオン』に辿り着くと、まだ努と史奈さんの姿はなかった。なんとなくホッとしながらレモンパイとコーヒーのセットを注文して席に着く。

　レモンパイとコーヒーをトレイに乗せて運んできた瑠依は、私の顔をまじまじと眺めて軽く首を傾げた。

「疲れた顔して、どうしたの？」

「えっ……そんなに顔に出てる？」

「出てるよ、眉間に縦ジワがくっきりと」

　瑠依は指で眉間をつまんでシワを作り、口をへの字に結んで私の顔真似をして見せた。

「やだ、ウソ……」

「ホント。それになんか重苦しいオーラみたいなのが出てる。また史奈さんに何か言われたの？」

　私が首を横に振ると瑠依はなんとなく察したようで、「あー……そっちか」と呟いた。この時間にしては珍しく私の他にお客さんはいなかったので、瑠依は続けて私に話し掛ける。

「樺島さんと喧嘩でもした？」

「喧嘩はしてないけど……その……ちょっと気まずいっていうか……」

　お客さんはいなくてもカウンターの向こうには店長がいるので言葉を濁したのに、瑠依は妙に確信めいた顔をしている。

「ってことは……そうか、ついに告白されたか！」

「えっ!?　なんでわかったの!?」

　そんなことは一言も言っていないのになぜわかったんだろうと思ったら、瑠依はずっと前から、私がいない時に努から恋愛相談をされていたらしい。

「佑月も樺島さんのこと好きでしょ？」

「えぇっ……!?　なぜそれを……!?」

「そんなの見てたらわかる。それで、お互い好きなのにどうして気まずくなるの？」

　瑠依に話を聞いてもらいたいし相談に乗ってもらいたいけれど、さすがにこの場所ですべてを話すのは恥ずかしい。

「ここではちょっと……」

「そうなの？　じゃあ後で食事でも行く？」

「ぜひ……！」

　最近は史奈さんも家まではついて来なくなったし、帰り道の途中で努と別れて瑠依と食事に行っても大丈夫だろう。そして今夜も遅い時間に帰れば努に迫られる危険も回避できる。そう思ったら少しホッとした。

　それから十五分ほどして努がやって来た。いつもはそのすぐ後を追いかけて来店する史奈さんの姿が今日は見えない。珍しいこともあるものだ。

　今日は史奈さんは一緒じゃないのかと瑠依が尋ねると、努は「いつもだって一緒に来ているわけじゃない」と前置きしてから、史奈さんは残業で当分帰れなさそうだと言った。それを聞いて、お決まりの茶番を演じなくても良いことに安堵する。

「だったらちょうど良かった。最近ちょっと悩み事があって佑月に相談したいと思ってるんですけど……この後、佑月をお借りしても？」

　努はほんの少し戸惑うような表情をしたけれど、「もちろん」と返事をした。

　瑠依が私ではなく自分が悩み事を相談したいのだと言って努の前で約束を取り付けたのは、きっと私が努に面倒な言い訳をせずに済むように気を遣ってのことだと思う。

　やはり持つべきものは、頭の回転が速くて細やかな気遣いのできる気の置けない親友（すなわち瑠依）だとしみじみ思った。




　瑠依の仕事が終わった後、『オリオン』から少し離れた和風居酒屋へ行って、久しぶりに二人で食事をした。

　まずはチューハイで乾杯して、鯖の竜田揚げと豆腐ハンバーグ、筑前煮、豚肉の塩だれ炒め、里芋の煮っころがし、ごぼうサラダ、温野菜のスープ、だし巻き卵、焼きおにぎりを注文した。テーブルの上は次々と運ばれてくる料理で瞬く間にいっぱいになったけれど、瑠依も私に負けず劣らずよく食べるので、あっという間にいくつものお皿が空になった。

　ある程度お腹が満たされて来ると、瑠依がチューハイを飲み干しておかわりを二つ注文したので、私も慌ててジョッキを呷り、残っていたチューハイを飲み干した。

「それで……なんだっけ？」

　相談がメインだったはずなのに、瑠依は大雑把に尋ねた。瑠依のこういうところ、嫌いじゃない。

「努と……ちょっと気まずくて……」

　私がそう答えると、瑠依は筑前煮の蓮根を口に運びながら何度かうなずいた。

「ああ、そうだった。お互い相手のことが好きなのに、何がそんなに気まずいの？」

「好きだから……嫌われるのが怖くて……」

「んー？　よくわからない。そこんとこ詳しく」

　いくら親友でもこんなことを話すのは恥ずかしいけれど、相談に乗ってもらうのだから包み隠さず話すしかない。

　私はまず、会社で山岡に言われていた陰口の内容を話し、史奈さんに努をあきらめさせるために努から『婚約者のふりをしてほしい』と言われ、協力すると約束して一緒に暮らし始めたこと、そこから努との間にあったことを順を追って事細かに話し、努から告白されてベッドに押し倒されこれからという時に、山岡の言葉が脳裏をよぎり努を拒んでしまったことを正直に打ち明けた。

　瑠依は山岡の陰口にかなり腹を立てていたけれど、私が努にも山岡と同じように思われて嫌われるのが怖くて拒んでしまったと話すと、その美しい顔に更に激しく怒りの表情をにじませた。

「山岡は救いようのない最低な男だけど……樺島さんは違うでしょ？　少なくとも私の知ってる樺島さんはそんなくだらない男じゃないよ。ずっと前から佑月のことが好きで、どうにかして佑月と近付きたいけど、もし告白してフラれたら避けられるんじゃないかと思うと怖くて身動きが取れないって、長い間悩んでた。佑月が自分に笑顔を向けてくれるなら今の関係を壊すべきじゃないのかもって、告白するのをためらってたの。それくらい佑月のことが好きなのに、佑月は瘦せすぎで胸も色気もないからやっぱり嫌いだとか言うと思う？」

　一気にまくし立てた後、瑠依は優しい笑みを浮かべて小さくため息をついた。

「二人とも自分に自信無さすぎ。佑月の控えめで気遣いが細やかで人には優しいところ、私はすごく好きだけど……佑月は唯一私が認めたいい女なんだから、もっと自分に自信持ちな。樺島さんもそういう佑月のことが好きなんだよ」

「うん……」

「樺島さんならきっと、佑月の不安もコンプレックスも丸ごと受け入れてくれると思うから……佑月の気持ちをちゃんと伝えて、不安なことも全部話してみたら？」

「そうだね……。ずっと避けるわけにもいかないし、気まずいままでいたくないし……うん、努に正直に話してみる」

「それがいいよ」

　瑠依の後押しのおかげでようやく努と向き合う覚悟ができた私は、明日の夜に努に自分の気持ちを打ち明けようと決意した。

　翌日、金曜日。

　朝一の会議のためにいつもより早い時間に一人で家を出た。昨日まで必死でまとめていたデータをもとに会議を進め、来期の新商品について話し合った。

　午後からは通常の業務を滞りなくこなしていたのに、定時間際になって上司からまた急ぎの仕事を頼まれてしまった。この上司は面倒な案件や急ぎの仕事をなぜか決まって私に振ってくる。私なら断らないとでも思っているんだろうか。

　定時で上がろうと思っていたけれど、明日の土曜日を休日出勤でつぶしたくないので、仕方なく残業して頼まれた仕事を仕上げることにした。

　今日は久しぶりに努と一緒にお酒を飲みながら晩御飯を食べて、ゆっくり話したいと思っていたんだけどな。それは無理でも、今朝はろくに顔も見ずに家を出たから、せめて顔を見て「おやすみ」の一言くらいは言いたい。

　私は努に【残業で帰りが遅くなります】とメッセージを送ってから、少しでも早く帰れるように大急ぎで仕事に取りかかった。

　それから三時間半、わき目もふらず必死で進めた甲斐あって、予想よりはるかに早く仕事を終えることができた。

　大急ぎで帰宅して家の中に入ると、努がリビングのソファーに座ったまま眠っていた。ローテーブルの上にはチューハイの缶が置かれている。冷蔵庫の中にあった努用のお酒が何本か減っているところを見ると、努は私が残業で遅くなって一緒に晩御飯を食べられなかった日にも、こうして一人でお酒を飲んでいたみたいだ。

　努を起こさないようにそっとその場を離れ、シャワーで簡単に入浴を済ませてリビングに戻ると、努はまだ眠っていた。起こすかどうしようかと迷ったけれど、よほど疲れているのかと思いそっと毛布を掛けると、努はゆっくりとまぶたを開いた。

「佑月……帰ってたのか……」

「うん、少し前に」

「そうか……。お帰り。お疲れさま」

「ただいま……」

　こんな風に夜に顔を見て会話するのは告白されたあの夜以来だからか、照れくささもあってしっかり目を合わせることができず、返す言葉がどうしてもぎこちなくなってしまう。それは努も同じだったのか、どことなく所在なさげに視線を泳がせながら、次の言葉を探しているように見えた。

「えっと……晩御飯は食べた？」

「まだ……これから」

「俺が作ったパスタあるけど……食べる？」

「うん、食べたい」

　私がそう答えると、努はニコッと笑って立ち上がった。

「じゃあすぐに用意するから、座って待ってて」

「ありがとう……」

　努が食事の用意をしてくれている間、私は今日こそ自分の気持ちを伝えようと決心した。それをどのタイミングで切り出そうか、あの夜に努を拒んだ理由をどう伝えればいいのかとドキドキしながら考えていると、努が湯気の上がるパスタをたっぷりと盛りつけたお皿を運んできて、私の前に静かに置いた。

「お待たせ。どうぞ召し上がれ」

「ありがとう。いただきます」

　私が努の作ったベーコンとナスとトマトのパスタを食べ始めると、努は冷蔵庫から缶チューハイを二本取り出して私の向かいに座り、一本を私に差し出した。

「久しぶりに一杯付き合ってくれる？」

「もちろん」

　乾杯すると努は勢いよくチューハイを飲み始めた。明らかにそのペースが速い。私がパスタを食べ終わる頃には二本目を飲み終えようとしていた。以前に比べると少しは飲めるようになってきたとはいえ、私が帰ってくる前にも一人で飲んでいたのに、そんな飲み方をしたらあっという間に酔い潰れてしまうのではないかと心配になる。

「努……そんなに一気に飲んで大丈夫？」

　堪らず声を掛けると、努は缶を握りしめたまま黙って手元を見つめた。

「大丈夫じゃない……」

「えぇっ!?　もしかして気分悪い!?」

「そうじゃなくて……飲まずにいられないっていうか……大丈夫じゃないから飲んでるっていうか……」

　努の言っていることの意味がさっぱりわからない。迎え酒みたいな？

「……どういうこと？」

「佑月、俺のこと避けてるよね？」

「えっ？」

「佑月は俺のことなんか好きでもなんでもないのに、俺の嘘に仕方なく付き合ってくれて……それなのに俺は自惚れて勘違いして……佑月の気持ちも考えず強引にあんなことしたんだから嫌われて避けられても仕方ないって、わかってる。わかってるから……嫌いなら嫌いだって、ハッキリ言ってくれ……」

　努は切なそうに目を伏せて少し唇を震わせ、大きな体と整った顔には似つかわしくない弱々しい声で、絞り出すようにして話す。まさか努がそんなことを考えていたとは夢にも思わなかったけれど、努がそう感じた原因について心当たりはある。

　意図的に避けていたわけではなく残業で帰りが遅くなっただけとはいえ、気まずいから二人きりになりたくないと思っていたことは事実だ。だけどそれは嫌いだからじゃない。努は誤解しているようだから、それだけは否定しておかないと。

「ここ最近帰りが遅くなってたのは急ぎの仕事を頼まれて残業してたからだよ。でももし上司に仕事を頼まれていなかったら、努と二人きりになるのを避けるために、あれこれ理由をつけて遅く帰ってたかもしれない……昨日瑠依と食事に行ったみたいに」

「……俺のことが嫌いだから？」

「嫌いなんじゃなくて……嫌われたくないから、避けるしかないと思ってた」

　私がそう言うと努は少し首を傾げて私の目をじっと見つめ、「どうして？」と問い掛ける。

「私の体には、柔らかさとか色気とか……女性としての魅力が全然ないから」

「どうして佑月はそんな風に思うの？」

　努に優しい声で尋ねられ、私は山岡の心無い言葉に傷付き心を痛めていたことや、努にも山岡と同じように思われて嫌われるのが怖くて咄嗟に拒んでしまったこと、努との関係が壊れてしまうのを恐れて悩んでいたことを正直に打ち明けた。

　つらかった胸の内を話していると、知らず知らずのうちに涙が溢れて頬を伝い、いくつもの筋を作っていた。

　努は泣きながら話す私を抱きしめて、何度も何度も頭を撫でてくれた。努の手は大きくて優しくて、そのあたたかさにホッとする。

「俺はその男とは違うから、そんなことで嫌いになったりしないよ。ずっと前から、どうしようもないくらい佑月のことが好きなのに」

「ありがとう……」

「だけどそんなに悩んでいたのは、佑月も俺のことが好きだから……っていうことだよね」

　甘い声で囁くように尋ねられて素直にうなずくと、努は私の手を取りベッドへ導く。ベッドに横たえた体が少し震えているのが自分でもわかった。

「好きだよ、佑月。そんなくだらない男のことなんか俺が忘れさせるから……佑月の心も体も全部、俺にくれないか？」

「……うん……」

　指先に、髪に、頬に、額に、唇に……努は私に優しく口付けて、「好きだよ」と何度も囁く。固く閉ざしていた心が努のキスで次第に柔らかくほぐれていく。

　ルームウェアの裾から忍び込んだ努の大きな手が素肌をそっと撫でると、私の体はビクンと大きく波打った。ほんの少し触れられただけで体の奥から何かが込み上げてくるような不思議な感覚をおぼえた。胸の膨らみを手のひらで包み込まれ、その先を指で軽く摘ままれると甘い吐息が漏れる。

「可愛いな、佑月」

「かっ……可愛いなんて……！　それに……胸、小さいでしょ……？」

「俺はそんなの全然気にならないし、可愛いと思うよ」

　努は私の胸に唇を這わせ、その頂の硬く尖った部分を口に含み舌の先で撫でる。

「あっ……んんっ……」

　これまで出したことのない甲高く甘い声が自分の口から発せられたことが恥ずかしくて、私は慌てて両手で口を覆った。

「声、我慢しないで。もっと聞かせて」

　努の熱い舌がまるで得体のしれない不思議な生物のように、私の乳房をヌメヌメと生温かく這いまわり、強く吸いついてみたり、舌先を尖らせて乳輪をなぞったり、舌の真ん中辺りで乳首を転がしたり、唾液でびちゃびちゃになるまで執拗に弄んだ。私は息を荒くして体を仰け反らせながら甲高い声をあげる。

「可愛いよ、佑月。感じやすい胸も、感じてる顔も声も、全部可愛い」

　今まで胸を弄られただけでこんなに感じたことも、声をあげたこともなかったのに、努の手にかかると私の体は自分でも驚くほど敏感になって、押し寄せる快感の波に翻弄されてしまう。私はこれまで知らなかった強い衝動が体の奥から込み上げてくるのと共に、熱いものが溢れ出して秘部を濡らしていることに気付いた。

　努は私の胸を優しく撫でながらキスをした。舌の先で歯列をなぞって口を開かせ私の舌を捕らえると、お互いの唾液が混ざり合うほど激しく舌を絡める。

　キスをしながら私の肌を撫でていた手がだんだんと下の方へと滑り下りて、うっすらと湿り気を帯びた茂みに到達する。その奥はもう既に濡れそぼっていることを自覚しているので、恥ずかしさと、はしたないと思われたらどうしようという気持ちでうろたえてしまう。

「優しくするから……ここも触ってもいい？」

「……うん……」

　改めて断りを入れられると余計に恥ずかしいような気もしたけれど、それだけ努は私を大切に思い、誠意を示してくれているのだと思うと嬉しかった。

　努は長い指で茂みを掻き分け、私の秘部にそっと触れてゆっくりと擦り上げた。茂みの奥で潤みきった小さな蕾が次第に固く尖り始めると、強弱をつけて指の腹で円を描く。その力加減が絶妙で、あまりの気持ち良さに自然と腰が揺れる。

　もっと触ってほしい。その指でもっと奥まで、もっと激しく。もっと、もっと……。

　そんな気持ちが伝わったのか、努は蜜壷から滴る愛液を指ですくうと、窪みの入り口に塗り付けてゆっくりと探るように奥の方へと指を滑り込ませた。柔らかい粘膜は努の長い指をやすやすと飲み込んでゆく。

「佑月、すごく濡れてるよ。そんなに気持ちいい？」

「んっ……気持ちいい……」

「もっとしていい？」

「うん……して……」

　努が指を動かすたびに私の中が潤いを増して、私の耳にもハッキリと聞こえるくらいに生々しく淫猥な音を立てた。二本の指で奥の方まで掻き回され、湿った舌を尖らせて乳首を転がされると、更に激しい衝動が私の全身を駆け巡る。

「ふっ……あっ、あっ……んんっ」

　努は滴を滴らせて喘ぐ私の膝を割って下腹部に顔を近付け、濡れそぼった秘部に舌を這わせた。私が抵抗できないようにしっかりと膝を抱え込み、熱い舌で花芯を撫で、音を立てて舐めまわす。

　そんなところを舐められるのは初めてだから、あまりの恥ずかしさと気持ち良さで気が遠くなる。意識がどこか遠くへ飛ばされてしまわないように、両手を伸ばして努の背中にしがみついた。

　小さな蕾がぷっくりと膨らみ硬く尖っていくのが自分でもわかる。努はそこを何度も吸ったり舌の先で舐めて転がしたりつついたりしながら、蜜壷の奥を指で探った。努の指の腹が私の中の粘膜を緩急を付けて擦り上げ、奥へ奥へと突き進む。

　私は指では届かないもっと奥から熱い蜜を溢れさせて腰をくねらせる。

「あぁ……んっ……努……」

「好きだよ、佑月」

「私も……好き……」

　私が声を絞り出してそう言うと、努は嬉しそうに笑って私を抱きしめ、優しく唇を重ねた。

「やっと言ってくれた……。めちゃくちゃ嬉しい……」

　そう言って努は再び唇を重ね、舌を絡めた濃厚なキスをした。キスをしながら、密着した下腹部の辺りに硬いものが当たっていることに気付く。

　こんな大きなものがこれから私の中に入るのかと思うとほんの少し怖い気もしたけれど、それよりも今は早く努とひとつになりたい気持ちの方が勝っていて、この先への期待で胸が高鳴る。

　大きく張り詰めたそれに恐る恐る手を触れてみると、努は一瞬肩を震わせて唇を離し、私の額に額をくっつけて、少し照れくさそうに尋ねる。

「そろそろ限界なんだけど……いい？」

　私が小さくうなずくと、努は唇に軽くキスをしてベッドから離れ、部屋の隅に置いてあった鞄の内ポケットを探り小さな包みを手に戻ってきた。そしてその小さな四角い袋を破ってコンパクトに収められた薄いゴムを取り出すと、自身の陰茎の先にあてがう。

「それ……いつも持ち歩いてるの？」

「佑月と一緒に暮らすようになってからだよ。もしいい感じになった時にゴム持ってなくてチャンス逃すのも嫌だけど、佑月を困らせるのはもっと嫌だから」

　努の用意周到さには少し驚いたけれど、勢いに任せて無責任なことをしない誠実さや私に対する思いやりが見られたことはとても嬉しかった。

「最初は念のためと思って用意したけど、やっと使う時が来た」

　努は私の腰を引き寄せ、反り返った自身の昂りをしっとりと濡れた茂みの奥の窪みに押し当てた。

「優しくするつもりだけど……もしつらかったら我慢しないで、すぐに言って」

「うん」

　努の熱くて硬いものが私の中にゆっくりと入って来て、じわじわと粘膜の壁を押し広げ、少しずつその形を変えながら奥の方へと進んで行く。私の体の一番奥の深いところに到達すると、努はひとつ息をついて、ゆっくりと腰を動かし始めた。

　ゆるやかな快感の波が私の体の中に広がり更なる刺激を求める。もどかしくて、もっと欲しくて堪らない。

「大丈夫？」

「大丈夫……。大丈夫だから……」

　もっと激しくしてほしいと口に出すのが恥ずかしくて、どうにかして伝えようと努の目をじっと見つめた。それに気付いたのか、努は少し意地の悪そうな笑みを浮かべる。

「大丈夫だから……どうしてほしいの？」

「……意地悪」

「ごめん。じゃあ……もっと激しくしていい？」

「うん……。もっとして……」

　恥を忍んで答えると、努は両手で私の腰をガッチリと掴み大きく腰を動かし始めた。私のお腹の奥をえぐるように腰を押し付けたり、激しく突き上げたり、前後に速く動かしたり、息をすることさえ忘れてしまいそうなほど激しく腰を打ち付ける。

「あんっ……努……激しい……」

「佑月、気持ちいい？」

「気持ち……いい……」

「俺も。好きだよ、佑月」

　抱きしめ合ってキスをすると、努は体を繋げたままゆっくりと私の体を抱き起こし、太ももの上に座らせて更に激しく腰を打ち付けた。先程までとは違う場所に努の硬いものが当たり、お腹の奥を強く刺激する。

「あっ……ああっ……！　んんっ、はあっ……」

「佑月、大丈夫？　つらくない？」

「んっ……だい……じょ……あんっ！」

　努は大丈夫かと尋ねながらも腰を動かす速さを緩めないので、私が大丈夫だと最後まで答えることもできず喘ぎ声をあげると、そんな私の恍惚の表情を嬉しそうに見つめ、腰を動かしながら硬く尖った私の胸の頂を口に含んだ。そして口の中で舌を使って乳首を転がしたり、優しく撫でたり、強く吸ったりする。

「ああっ、あっ、んっ、ふあっ……んんっ」

　体の奥と胸を同時に刺激されると訳がわからなくなりそうなほどの快感で体が小刻みに震え、自然と下腹部に力が入る。すると努は小さくうめき声をあげて顔を歪ませた。

「佑月……そんなに絞めたらやばい……」

「んっ……そんなこと……言われても……あっ……」

　努は腰を動かすのをやめ、結合部がしっかりと密着するように私を乗せ直した。

「ねぇ佑月、ちょっと腰を動かせる？」

「腰を……？　そんなのやったことないからわからないけど……」

「やってみて。佑月が気持ち良くなるように、俺のここに、これを擦り付けるみたいにして」

　そう言って努は私の秘部の突起を指で触った。それだけでもう背筋に電流のような感覚が走る。

「あっ……」

「ゆっくりでいいから、腰を前後に動かしてみて」

「うん……」

　言われるがままおそるおそる腰を動かしてみると、私の濡れた秘部が全体的に努の下腹部に当たり、努の指や舌で愛でられた時とはまた違った緩やかな刺激の波を感じた。それと同時に努の反り返ったものが私の中の奥深い所を押し広げてゆっくりと突き上げる。

「あ……あっ……何これ……？　これでいいの……？」

「うん、いいよ。もっと強く押し付けるようにして動いてみて」

「もっと……？」

　ぎこちない動きではあるけれど努の言う通りに腰を動かすと、私の花芯は努の下腹部に押しつぶされるように強く当たり、私の中はお腹の奥まで努でいっぱいになる。私が動くたびに努は熱い息を吐いて表情を歪めた。そんな努を見ると私まで余計に感じて、もっと私で感じてほしくて、一生懸命体を揺らした。

「努……気持ちいい？」

「うん、気持ちいいよ。それに……ここから見る佑月が最高に色っぽい」

　色っぽいなんて言われ慣れない言葉を言われると恥ずかしくて、咄嗟に両手で胸を隠すと、努はその手を取って自分の首の後ろに回させ、再び露になった胸に口付けた。

「隠さないで。こんなに綺麗で可愛くて色っぽいのに」

「そんなこと……」

「あるよ。でもこれは俺だけが知ってる佑月だから、絶対に他の男には見せたらダメ。わかった？」

「わかった……」

「じゃあ……」

　そう言って努は再びお互いの秘部を繋げたまま体位を変えて私を組み敷き、私の両膝を開いて自分の肩に担ぎ上げるような体勢を取った。私が驚いて大きく目を見開くと、努は私の目を見つめて微笑んだ。

「思いっきり抱くよ」

「えっ!?」

「つらかったら言って」

「わかっ……あんっ」

　私が返事をし終わる前に、努は私の脚をしっかりと掴み腰を打ち付けた。私の体の中を激しく貫くように、これまでよりさらに深いところに努の硬く張り詰めたものが入り込む。こんなに激しくされたら壊れてしまうんじゃないかと思うほど、努は何度も何度も強く腰を打ち付ける。

「佑月、大好きだよ」

「私も好き……努……大好き……」

　快感の波に攫われそうになりながら、幾度となく愛の言葉を繰り返した。息を荒くして求め合い、熱く昂っている努自身を私の体の一番奥深いところで受け止める悦びに打ちひしがれていると、濡れた互いの体の境目がどこなのかもわからなくなるほどの浮遊感と、繋がった体の奥から何かが込み上げてくるような感覚を覚えた。それが最高潮に達すると頭の中が真っ白になり、電流のような物が全身を駆け抜ける。身体中に痺れるような感覚が広がり一気に力が抜けると同時に、努が小さなうめき声をあげてゆっくりとその動きを止めた。

　二人して果てた後は、ベッドに並んで横になり見つめ合って何度もキスをした。そして激しい情事の余韻に浸りながら、抱きしめ合って眠った。

　私は山岡に『不感症のマグロ』と陰口を叩かれるほど、これまでセックスを気持ちいいと思ったことがなかった。それどころかむしろつらいばかりで、「早く終われ」と思いながら苦痛に耐えながら身を固くしていた。その私があんな風に乱れるなんて、まさか体質が変わったのかと疑うほどだ。

　もしかして努は、多くの場数を踏んできた相当の手練れなのかもしれない。

　いや……本当に好きな人と触れ合い、愛を営むことは、最高に気持ちが良いということなのだろう。……きっと。

　気持ちが通じ合って甘い夜を過ごした翌日、本物の恋人同士になった私たちは、史奈さんの問題が片付くまではこのまま私の部屋で同居を続けることにした。

　その先のことは、段階を踏みながら二人でゆっくり考えて行こうと思う。







第四章 予想外、想定外








　二週間後の土曜日、私は努と一緒に努の実家に向かっていた。

　これから何が起こるかなんて知らなかった私は、少し緊張してはいたものの、努の運転でちょっとした小旅行にでも出掛けるような気持ちでいた。

　事の発端は一週間前。

　先週の土曜日の午後、家事を済ませて寛いでいると、努が急に「実家に帰る」と言い出した。

「用事があって、来週の土曜日にちょっと実家に寄るつもりなんだけど、一緒に来てくれないかな？」

「えっ、私も？」

「いい機会だから、両親に佑月を紹介しておきたいんだ」

　付き合い始めてまだ間もないのに親に紹介したいということは、それだけ真剣に私と付き合ってくれているのだと思う。だったら私も同じように誠意を持って応えなければ。

「わかった。じゃあ、ご両親にご挨拶させていただこうかな」

　それから仕事に追われて忙しくしているうちに一週間が経ち、努の実家に伺う日がやって来た。

　ご両親とお会いしても失礼のないように服装やメイクにも気を遣って身支度を整え、手土産に私の大好きな自社商品のバウムクーヘンを用意して努の車で出掛けた。

　地元が同じと聞いているけれど、努の実家に行くのは初めてだ。そしてご両親に会うのももちろん初めてなので、どんな人なんだろうとか、初対面で嫌われたりはしないだろうかと少し不安になってきて落ち着かず、バッグから手鏡を取り出し身だしなみをチェックする。

「急に鏡とにらめっこなんかして、どうしたの？」

「緊張して……」

　私がそう言うと、努は前を見てハンドルを握りながら、笑いを堪えて「ふーん」と言った。

「私、何かおかしなこと言った？」

「いや、佑月でも緊張するんだなって」

「当たり前でしょ！　もう……私を何だと思ってるの？」

「ごめんこめん。だってほら、佑月っていつも年配の男の上司に対しても堂々としてるからさ」

　確かに仕事をしている時はどんな上司に対しても緊張したりはしないけれど、それとこれとはわけが違う。なにせ私は彼氏の両親に会うのはこれが初めてなのだ。緊張しないわけがない。

　ご両親に挨拶するシーンを頭の中で何度もシミュレーションしながら辿り着いたのは、ドラマにでも出てきそうな豪邸だった。一体なんの冗談だろうと思っていたら、努は当然のようにガレージに車を入れ、エンジンを止めて私の方を見た。

「着いたよ」

「えっ、ここ!?」

　驚いて大きく目を見開いていると車から降りるよう促され、ドアを開けておそるおそる降り立つと、努は私の手を引いてなんのためらいもなく家の中へ上がり込んだ。ここは努の実家なのだからそれは当然のことだけれど、その足取りのあまりの勢いに戸惑いながら努の後に続く。

　廊下で出会った使用人とみられる年配の女性は、努が連れて来た私を見ると驚いて「まぁ、なんてこと！」と大きな声を上げた。

「努ぼっちゃん、お待ちください！」

　努はその女性が止めるのも聞かず、私の手を引いたまま立派な調度品が飾られた長い廊下を足早に歩き、ある部屋の前で立ち止まった。

「努ぼっちゃん！　いけません、そちらのお部屋は……!!」

　必死の形相で追いかけてきた使用人たちの制止をまたしても振り切り、努は勢いよくその部屋のドアを開いた。

　そこにはテーブルをはさんで夫婦と思しき品のある年配の男女が二組向かい合わせに座っていて、なぜかそのうちの一組の男女の間には史奈さんがいた。その女性と史奈さんの顔立ちがよく似ているところを見ると並んで座っているこの三人は、おそらく親子なのだろう。

　そこにいる全員がこちらを振り返り驚いた顔をしている。

　状況が把握できず努に説明を求めようとすると、その中で最も貫禄のある男性がこちらを一瞥して軽くため息をついた。

「一体なんだ、騒々しい。努、見合いの席に女性を連れて来るとはどういうことだ」

　お……見合い……？　何それ!?　そんなの聞いてないんだけど!!

　ますますわけがわからなくなり、動揺して努の手を強く握ると、努が私の目を見て手を握り返した後、努の父親らしきその男性の方を向いた。

「彼女は私が今お付き合いしている高岸佑月さんです。私たちは結婚を真剣に考えて、既に一緒に暮らしています」

　そう言った後、努は私の手を離して史奈さんとその両親の方に向き直り、深々と頭を下げた。

「申し訳ありませんが、この縁談は私の本意ではありませんのでお断りいたします」

　努は強めの口調でそう言い放ち踵を返した。そして再び私の手を引いて外に出ると、追いかけて来る使用人たちを気にする様子もなく車に乗り込む。私が助手席に座ってシートベルトを締めると、努は何事もなかったかのように車を発進させた。

「ねぇ……さっきのあれ、一体どういうことなのか説明してくれる？　さっぱりわけがわからないんだけど……」

「そうだよな。驚かせてごめん。帰ったら落ち着いてちゃんと話すよ」

「わかった」

　結局私はご両親に挨拶するどころか声を発することもなく、手土産を渡すこともできないまま努の実家を後にしたのだけれど、努のお父さんの顔になんとなく見覚えがあるような気がする。だけどあまりにも唐突な出来事に驚いて頭が真っ白になって何も考えられなかったし、ご両親の顔をしっかり見ることもできなかったので、ハッキリと思い出すこともできない。やっぱり私の気のせいだろうか。




　帰り道の途中にある中華料理店で晩御飯を食べて帰宅すると、時刻は二十時を少し過ぎていた。二人とも入浴を済ませ、お酒を飲みながら、改めて努の実家で起こった出来事について説明を求めた。

「順番に聞いていくけど……あそこにいたのは努のご両親と史奈さんと史奈さんのご両親で間違いない？」

「うん」

「それじゃあ……努のお父さんが『見合いの席』って言っていたけど、努は今日、史奈さんとお見合いすることになっていたの？」

「そうらしい」

「そうらしい、って他人事みたいに……。それで、どうして史奈さんと？」

「うちの親父と史奈の父親が旧知の仲で、史奈とも昔からの友人だということは、確か前にも話したよね」

「そうだったね」

　その話は確か、まだ努から婚約者のふりを頼まれるよりも少し前に、史奈さんのことを相談された時に聞いたことがある。努には史奈さんに対して友人以上の感情はないのに、海外勤務から戻ってきた史奈さんから一方的に好意を寄せられ、結婚を前提にした交際まで迫られて困っていると言っていた。

「ずっと前から付き合ってくれって言われるたびに断っていたんだけど……史奈が俺と結婚したいから親同士で縁談をまとめてくれって父親に頼んだらしいんだ。それでうちの親父も縁談には乗り気みたいで、一応形式として見合いの席を設けようってことになったようだけど、俺は史奈と結婚する気なんてまったくないから断り続けてたら、史奈と親父たちが痺れを切らして、強制的に見合いをさせられることになって……」

「それが今日のお見合いだったの？」

「うん。俺の意志なんか関係なく結婚の段取りがいろいろと決められてるから、今のうちになんとかしないと取り返しのつかないことになりかねないって、親父の秘書がこっそり教えてくれた」

「秘書!?」

「うん、その秘書は俺の幼馴染だから、黙って見過ごせなかったんだって」

「へぇ……そうなんだね……」

　私が気になったのはそこではない。豪邸に住んでいて秘書がいる努のお父さんは一体何者で、どんな仕事をしているのか。それがとても気になったけれど、今はお見合いについて詳しく聞くのが優先だ。

「それで……何度断っても聞いてくれないから、佑月を両親に紹介して『史奈と結婚する気はない』ってハッキリ断るつもりで実家に帰ることにしたんだけど、それに合わせて俺には内緒で急遽見合いの席を設けたらしいんだ。だったらそれを利用して縁談をぶち壊した方が早いかと思って」

「そうなんだね……。事情は大体わかったけど……それならそうと事前に言ってくれれば良かったのに。心の準備くらいはできたと思うし」

「それはホントにごめん。両親にはまた改めて紹介するから」

「うん……」

　旧知の仲の相手の娘との縁談をぶち壊した私を紹介されたとしても、努のお父さんは私との交際をすんなりと認めてくれるだろうか。そんな不安がよぎった。




　翌日、日曜日のお昼時。努のリクエストで昼御飯にオムライスを作っていると、部屋にチャイムの音が鳴り響いた。

　休みの日の昼時にアポなしで訪ねて来る人なんて、どうせセールスとか勧誘の類だろうから、努に出てもらおう。

「ちょっと今手が離せないから出てくれる？」

「わかった」

　努はインターホンのモニターを見るなり「えっ、なんで!?」と大きな声を上げた。驚いて振り返ると、ややうつむき左手で顔を覆っている。

「どうしたの？」

　一体何事か……？　調理の手を止めてそばに行くと、努は無言でモニターを指さして私にも見るように促した。

　言葉を失うほど驚くような客って誰なんだろう？

　言われた通りモニターを見ると、そこにはなんとなく見覚えのある男女の姿が映し出されていた。

「あれ……？　もしかして……」

「そう、その〝もしかして〟だ」

「えっ？　嘘……なんで？」

　昨日の今日でどうやって調べ上げたのか、そこにいるのは間違いなく努のご両親だった。突然の来訪に戸惑いはするものの居留守を使うわけにもいかない。私たちは意を決して努のご両親を迎え入れることにした。

　リビングに案内してお茶を出し、改めて努から紹介してもらうと、ご両親は無言で軽く会釈をした。『目は口程に物を言う』とはよく言ったもので、何も言わない分だけ余計に視線が厳しく感じる。ここは私の家だというのになんという居心地の悪さだ。

　努もそれを感じ取ったのか、わざとらしく作り笑いを浮かべて私の背中を軽く叩いた。

「あっ！　そういえば佑月、オムライス作ってる途中だったよね」

「うん……」

「続きをお願いしてもいいかな」

「わかった……」

　これはおそらく助け舟を出してくれたのだろう。努のお父さんの眼力が強すぎてとても居心地が悪かったので、正直かなり助かった。

　私は途中だったオムライス作りの続きに取り掛かり、努はご両親に昨日のお見合いのことについて話している。ご両親は努の言い分を聞きながらうなずいたり、腕時計を見て時間を気にしたりしている。

　その様子を見て、ちょうどお昼時だし、もしかしたらご両親も昼御飯はまだなのかもしれないと思った私は、ご両親の分もオムライスを用意することにした。

　追加分のタマネギをみじん切りしながら、昨日努のお父さんの顔になんとなく見覚えがあるような気がしたことを思い出した。

　似ている俳優さんでもいたかな？　それとも学生時代の先生とか……。いや、なんか違うな。似ているんじゃなくて、見たことがあるんだと思う。それもわりと最近のような気がする。

　どこで見たんだっけ？　私が最近行った場所といえば……スーパー、レストラン、駅、電車の中、会社……。

　ん？　会社？　もしかして……社長!?　いや、そんなわけがない。それこそ他人の空似というやつだろう。

　そう思いながらも、やけに確信めいたものを感じながらおそるおそる振り返って努のお父さんの顔をそっと盗み見ると、まぎれもなくうちの会社の社長ご本人だった。

　えっ？　ちょっと待って。それってつまり、うちの会社の社長が努のお父さんっていうこと？　でも努の苗字は樺島で、社長の苗字は確か桐き生りゅうだったはず……。

　一体何がどうなっているのかわけがわからず、包丁を持つ手に力がこもる。

　気になることはいろいろあるけれど、注意力が散漫になって怪我でもしたら大変だ。とりあえず今は料理に集中しなければ。




　四人分のオムライスとサラダをなんとか作り上げ、リビングで何やら話し込んでいる努とご両親のそばに行って声を掛けることにする。

「簡単なものですがお昼御飯をご一緒にいかがですか？」

　私がそう言うと、努のお父さんは少し申し訳なさそうに頭を下げた。

「お気遣いありがとう。せっかくだからいただくことにするよ。お昼時に急に来てしまって申し訳ない」

「いえ、お気になさらないでください。ではすぐに食事の用意をいたしますね」

　テーブルを拭いてカトラリーとグラスを並べ、グラスに冷たいお茶を注ぎ、オムライスとサラダを運んだ。

　用意が整うと、何とも言えない不思議な緊張感が漂う中で食事をし始めた。私の作った料理がご両親のお口に合うのかが少し不安だったけれど、努もご両親も「美味しい」と言って残さず食べてくれたのでホッとした。

　食事を終えると食器を下げ、コーヒーを用意して再び席に着いた。ようやく落ち着いたところで、ご両親から一体どんなことを言われるのかと緊張する。

　まずは努のお父さんが、本当に私と結婚するつもりで付き合っているのかと努に尋ねた。すると努は大きくうなずき、身を乗り出して「もちろん！」と答えた。

「しかし努は史奈さんと付き合っているんじゃないのか？」

「俺が史奈と!?　まさか！」

「お互いに結婚の意思はあるのに、努が仕事の忙しさにかまけてなかなか結婚の話を進めようとしないから力を貸してほしいと、史奈さんから父親を通じて頼まれたんだが」

　努は自分の知らないところで身に覚えのない嘘をつかれていたことや、親を利用してまで結婚しようとしていた史奈さんに対して相当腹が立っているようだ。ひざの上で拳を握りしめて小刻みに肩を震わせている。

「史奈の言ったことは全部でたらめだ。俺が好きなのも結婚を考えているのも、ここにいる佑月だけだよ」

「ほう……」

　努のお父さんはあごをさすりながら私に視線をむけた。

　突然の訪問に驚いているうちにお昼御飯を用意することになってすっかり忘れていたけれど、そういえば私はまだ努のご両親に自己紹介もしていない。私は慌てて表情を引き締め、姿勢を正してご両親に向かった。すると努は私が「ご両親にきちんとご挨拶をしなければ」と思っていることに気付いたらしく、私が口を開くより早く、改まった口調で話し始めた。

「改めて紹介します。彼女は俺が今、真剣に結婚を考えてお付き合いしている高岸佑月さんです」

　昨日もちょっと気になったけれど、今日ここに史奈さんはいないのに、ご両親にまで〝結婚を考えている〟なんて大それたことを軽々しく言ってしまっても大丈夫なんだろうか。そう思いはしても、今この場でそう尋ねるわけにもいかない。この話はまたあとでふたりきりになってからすることにして、今はご両親への対応に集中しなければ。

「ご挨拶が大変遅れてしまい申し訳ございません。私わたくし、高岸佑月と申します。努さんとお付き合いさせていただいております。よろしくお願いいたします」

　緊張してしまいかなり事務的で固い挨拶になってしまったけれど、人間関係において礼儀はとても大切なので、最初は固いくらいでちょうどいいのではないかと思う。

　私が座ったままご両親に向かってお辞儀をすると、努は私の背中に手を添えて真剣な面持ちで、それでいてどこか嬉しそうに意気揚々と話し始める。

「佑月はうちの会社の商品企画部に勤めていて、とても有能で二十九歳という若さで係長として頑張っているんだ。真面目で責任感が強くて包容力があって、仕事が早くて丁寧で正確だから上司から一目置かれていて、部下からも信頼が厚い。仕事ができるだけじゃなく気遣いが細やかで優しくて、人としても女性としてもとても素晴らしい人だよ。それに料理が上手でユーモアもあって、心が広くて穏やかだから、一緒にいると楽しいしとても落ち着く。俺はそんな彼女を誰よりも必要としていて、心の底から大切に思っている。この先一生をかけて守っていきたいと思っているよ」

　私という人間をこんなにも認めてくれていることや、とても大切に思ってくれていることはもちろん嬉しいけれど、ここまで大袈裟に褒めちぎられたことがないので、嬉しいを通り越して恥ずかしいような、申し訳ないような気さえしてくる。そして努がこんなにも淀みなく饒舌に話せるなんて知らなかった。

　マシンガンのように喋りまくる努にご両親も驚きを隠せないようだ。すっかり圧倒されて暫しばし言葉を失っていたけれど、何度か頷いたあと気を取り直して、ほんの少し笑みを浮かべながら私の方を見た。

「努が佑月さんにベタ惚れで、どれほど本気で結婚したいと思っているのかはよくわかった。ところで……佑月さんはどうしてうちの会社で働きたいと思ったのかな？」

　努のお父さんは、私が努から自分が社長の息子であることを聞かされて知っていると思っているようだ。実際は聞かされていないけれど、私は社員なので社長の顔を知っていて当然だし、努は「何も言わなくてもいずれはバレる」とでも思っていたんだろうか。

　私としては、できれば事前に知らせてほしかったというのが本音だけれど、これに関してもまた後で努とふたりきりになってから話し合うことにしよう。

　私は努のご両親に、実家が地元では名の知れた老舗の和菓子屋であることや、二歳下の弟の匠たくみが実家を継ぐこと、私も高校に入学した頃までは和菓子職人になって後を継ごうと思っていたけれど菓子作りの才能がなくてあきらめたこと、家族の勧めもあり大好きなバウムクーヘンを作っている今の会社を目指したことを話した。

　努のお母さんは、実家が和菓子屋の私が洋菓子メーカーに就職したことを不思議に思ったようだけれど、父も先代の亡くなった祖父も『菓子作りに携わるすべての人達に敬意を払い、学ぶべきところは学んで菓子作りに活かす』といつも言っていたことと、家族みんなが我が社のバウムクーヘンの大ファンだと話すと納得したようだった。

「素敵なご家族ね。ご実家の和菓子もぜひいただいてみたいわ」

「はい、自慢の家族が作った大好きなお店の美味しい和菓子ですので、ぜひ」

　私は家族や実家の和菓子屋のことを誉められたことがとても嬉しくて、満面の笑みを浮かべた。次にお会いする時には絶対に実家の和菓子を用意してお出ししよう。

「それじゃあちょっと込み入ったことを聞かせてもらうけど……結婚したり子どもができたりしても仕事は続けようと思ってる？」

　努のお父さんは少し聞きづらそうにそう言った。

　本当に今後努と結婚するかはわからないけれど、その相手が誰であっても私は仕事を辞めて家庭に入るつもりはない。もしかしたら今回はそれが原因で結婚に反対されるという可能性はなくもないけれど、私の性格上、真摯に向き合い受け止めてくれている相手に対して嘘をつくなんていうことはあり得ない。私も同じように真摯に向き合うのが礼儀だと思う。

　私はこの会社に勤めていることに誇りを持って毎日精一杯働いているので、定年まで勤めあげて、それまではたくさんの人に愛されるお菓子を世に送り出したいと答えた。

　思わず熱く語ってしまい、照れくさくて顔が熱くなるのがわかる。

「すごい自社愛だね。今後の活躍も期待しているよ」

「ありがとうございます、精進してまいります」

　そんなやり取りを経て、ご両親は次の予定があるとのことで、来訪から二時間ほど経った頃お帰りになった。玄関でご両親を見送りドアが閉まった瞬間、私が大きく息を吐き出すと、努は私の背中を優しく叩いた。

「ごめん佑月、疲れたよな。まさかうちの親が急に押しかけて来るとは思ってなかった」

「それよりもまず最初に謝るべきことがあるんじゃないの？」

　私の口から、自分で思っていた以上に低い声が出た。努は私の言葉が相当意外だったのか、かなり驚いた顔をしている。

「どういうこと？　努のお父さんが社長なんて聞いてないんだけど」

「それは……これからちゃんと話すつもりだったんだ」

　大事なことだからできるだけ冷静に話したいけれど、緊張の糸が切れてしまった今、昂った気持ちを抑えられる自信がない。

「とりあえず……ちょっと一息つかせて。落ち着くまで待って」

「わかった」

　努はキッチンでコーヒーを淹れてテーブルの上に置いた。テーブルをはさんで向かい合って座り、しばらくの間二人で黙ったままコーヒーを飲んだ。

　一杯目のコーヒーを飲み終えると努がおかわりを淹れてくれて、それを飲みながら努は会社では自分が社長の息子であることを隠し、母方の旧姓の〝樺島〟を名乗っていることや、父のそばで仕事をしながら経営を学んで、ゆくゆくは会社を継ぐことを話した。

「両親に会わせる前にきちんと話しておかなかったことは、本当に申し訳なかったと思ってる。今日の両親の反応を見ただけではまだ何とも言えないけれど、もし反対されたとしても必ず説得するから、俺と結婚してほしい」

　婚約者のふりをしてほしいと頼まれて、史奈さんの問題が落ち着くまではこのまま一緒に暮らそうと言われているけれど、まだ付き合い始めてから日が浅いこともあり、結婚のことまで具体的には話していなかった。好きだからずっと一緒にいたいという気持ちはあっても、それは現実的なものではなくてもっとふわふわとした甘い夢のようなものだと思う。

　将来のことはもっと時間をかけて考えたいし、結婚は揺るぎない信頼関係を築いてからするのが理想的だ。こんな曖昧な気持ちでこのまま済し崩し的に結婚することになるのだけは避けたい。

　私は努ともめることを覚悟して、こちらの言い分をすべてぶつけることにした。

「思うところはいろいろあるけど、まず最初に……私も同じ会社の社員なのに、お父さんが社長だなんて大事なことを内緒にされていたのは、かなりショックだった」

「うん……ごめん」

「それに付き合い始めたばかりで結婚のことなんてまだ具体的に話したこともないのに、いきなりご両親に会わされて、結婚したら仕事はどうするのかとか聞かれても正直言ってどう答えればいいのかわからなかったし、旧知の仲の家同士のお見合いをぶち壊すとか、ご両親が私を良く思わなくても仕方がないことを自分でしておいて、そんなことがあった後に『結婚してほしい』って……順番も何もかもめちゃくちゃ過ぎるよね？」

　努は痛い所を突かれたとでも言いたげな様子で肩を落とし、気まずそうに目をそらして軽く唇を噛んだ。

「それはたしかに……佑月の言う通りだと思う。だけど俺は本気で、佑月と結婚したいと思ってる」

「とにかく……いろいろと急すぎて気持ちが追い付かないから、少し考えさせて」

　今の段階ではこう答えるのが精一杯だった。

「わかった。佑月が答を出せるまで待つよ」




　私が一人でじっくり考えたいと思っていることを察したのか、努はその夜、数週間ぶりに自宅へ帰った。私は一人になった部屋で、あれこれと思考を巡らせる。

　今日のご両親とのやり取りを思い出し、結婚の挨拶というよりは、なんだか入社試験の面接のようだったなと思う。家庭を守る妻としての素質よりも、経営者を支えるビジネスパートナーとしての資質を求められているからなのかもしれない。

　もしかして、史奈さんも同じことを聞かれたのかな。

　会社の役職なら係長の私より課長の史奈さんの方が上だ。私とは別の部署だから、仕事中の姿は実際に見たことはないけれど、きっとものすごく仕事ができるから、女性でもあの若さで課長になれたんだと思う。

　それも踏まえた上で、父親同士が旧知の仲であることも考慮すると、ご両親はぽっと出の私よりも昔からよく知っている史奈さんの方が努の結婚相手にふさわしいと思うかもしれない。

　なんにせよ、生半可な覚悟ではこれから先、努と付き合っていけない。努と結婚するということは、努と共に多くの社員の生活を保障するという責任を負うことになるのだから。







第五章 修羅場の女 ～可愛い女にはとげがある～








　努が自宅へ帰った日の翌日、私はどうしても『オリオン』に足を運ぶ気にはなれず、仕事が終わるとまっすぐ帰宅した。そして努と同居を始める前のように、一人で簡単なおかずを作ってお酒を飲みながら晩御飯を食べた。

　お酒を飲みながらぼんやりしていると、この部屋で始めて一緒に晩御飯を食べた日のことを思い出した。努がお茶と間違えて私のお酒を飲んで、酔いつぶれて翌朝までぐっすり寝てしまったんだっけ。

　あの時は史奈さんをだますために婚約者のふりをしていただけだったのに、まさか本当に努と付き合い始めて結婚のことを考えて悩むようになるなんて、夢にも思わなかった。

　もしかして……そう思っていたのは私だけで、努はあの時には既に、いずれ本当のことにしてしまおうと思っていたとか……？　いや、瑠依はずっと前から努の相談に乗っていたと言っていたし、もしかしたらもっとずっと前から機会を窺っていたのかも？

　そう考えると、少し無理があると思っていた婚約者作戦を、努が必死で押し通そうとしたことにも合点がいく。

　何杯目かのお酒を飲み干した時、一緒にいなくても私は努のことばかり考えていると気付き、深くため息をついた。

　明日も仕事だし、ちょうどキリもいいから、今夜はもうこの辺でおしまいにして寝てしまおう。




　その翌日は残業で会社を出るのが遅くなったので『オリオン』には寄らなかった。

　仕事で疲れて夜遅く帰宅して、そこからきちんとした食事の支度をするのはしんどいし、それが自分のためだけとなると尚更面倒だ。電車を降りて駅前のコンビニに立ち寄り、陳列棚に並んだ数少ないお弁当の中からメンチカツ弁当を選んでレジに向かった。

　家に帰ってさっとシャワーを済ませ、缶チューハイで晩酌をしながらメンチカツ弁当を食べていて、ふと気付く。コンビニ弁当で晩御飯を済ませるのはずいぶん久しぶりだ。努と一緒に晩御飯を食べるようになってからは、たまに外食はしたけれど、簡単なものであってもほとんど毎日作っていた。

　努は食べ物に関して文句を言ったことはないし、無理をする必要はないと言ってくれたけれど、私が努のために作りたかったんだと思う。

　自分だけのために作るのは面倒だと思うのに、努と一緒に食べるのだと思うとそれも苦ではなかったのだから不思議なものだ。努と一緒に囲む食卓はとてもあたたかくて楽しかった。努と一緒にキッチンに立って、その日の出来事を話しながら料理を作り、向かい合って笑いながら食事をすると一日の疲れが吹き飛ぶような気がした。

　それに比べると、食べ物の味の感想を言う相手もいない一人の食卓は、なんと味気ないのだろう。たとえスーパーのお惣菜やコンビニ弁当であっても、努と一緒ならきっと美味しく楽しい食事になるに違いない。

　それくらい私は、努との生活で心が満たされていたのだと気付いた。




　水曜日も残業で帰りが遅くなり、晩御飯は駅前のコンビニで調達したお弁当で済ませた。床に就きぼんやりしていると、住み慣れたはずの一人暮らしのこの部屋がやけに広く不気味なほど静かに感じられ、どうしようもないほどの寂しさに苛まれた。

　あれから努とは顔を合わせることも連絡もない。同じ会社に勤めていても会わない時は会わないものだ。それなのに史奈さんとは廊下ですれ違ったり何度も鉢合わせた。

　木曜日の午後に給湯室で出くわした時、史奈さんは私を見下すような目で見て『あなたと違って私は努と親公認の仲なの。努は将来この会社を背負う人間よ。あなたには荷が重すぎるんじゃなくて？　たいした覚悟もないなら、いい加減あきらめなさい』と言った。

　努のご両親にどう思われているのかはわからないけれど、私は努本人から結婚してほしいと言われているのだから、余計なお世話だ。

　残業を終えて夜遅くに家に帰り、入浴と食事を済ませてベッドに倒れ込むと、腹立たしさと悔しさが急激に込み上げ、ここに努がいない寂しさと不安な気持ち、いろんな気持ちが入り乱れて涙が溢れそうになった。

　寂しい。苦しい。会いたい。一緒にいたい。

　本当はこの先努とどうしたいのかなんて、答はもうとっくに出ているのに、私の中でどうしても割り切れないものがあって、胸がモヤモヤして素直に喜べない。

　それでも会えば簡単に絆されてすべてを許して受け入れてしまいそうな気がするから、もうしばらくの間は距離を置いてじっくり考えたい。







　努が自宅へ戻ってから初めての金曜日。

　あれからずっと努からの連絡もないけれど、私からも一度も連絡をしていない。

　気をまわしてくれているのだとわかってはいるけれど、私から「絶対に連絡しないで」と言ったわけでもないのに一度も連絡をしてこないということは、努は私と会わなくても平気なのかなとか、寂しいとか会いたいとは思ってくれないのかな……などと考えて、会いたい気持ちはあるけれど、ほんの少しの気まずさも手伝って意地を張ってしまう。

　だけどもうずいぶん長い間『オリオン』に行っていないから、大好きな『オリオン』のレモンパイとモンブランが恋しい。仕事が終わってどうしても我慢できなくなっていたら『オリオン』に行ってしまう……かも。




　今日は業務が滞りなく進んでいるからこの調子だと定時で上がれそうだと思いながら、昔のヒット商品のアナログベースの資料を取りに資料室へ向かっていると、小会議室の前で努と史奈さんを見掛けた。

　史奈さんは努に腕を絡ませて、努の肩に頭をもたせかけ甘えた声で何か言いながら上目遣いで努を見ている。努は適当なことを言ってやめるように促してはいるけれど、本気で嫌がっているようには見えなかった。

　仕事中に何やってるんだ。他の社員に見られたらどう言い訳するつもりなんだろう。

　それだけでもじゅうぶん腹が立つのに、努があまり抵抗していないことにはもっと腹が立った。誰にでも優しいなんて、本当の優しさとは言えないのでは？

　足を止めて呆然と二人の様子を眺めていると、ただならぬ殺気でも感じたのか、努が急に振り返ってこちらを見た。その瞬間、確かに目が合ったけれど、私は咄嗟に目をそらして踵を返した。

　史奈さんに迫られるのが迷惑だと思っているなら、もっと本気で嫌がって、もっと必死で抵抗しろよぉーーーーーー!!　『俺には佑月がいるからやめてくれ、迷惑だ』って言えーーーーーーっ!!

　そう叫びながら二人の間に入って努から史奈さんを引き剥がしたい衝動を必死に抑え、何も見なかったふりをして資料室へと急いだ。

　資料室に向かっている途中の休憩スペースで、山岡が営業部で一番の美人だと評判の女子社員を口説いている場面に出くわした。しかし美人社員は山岡の口説き文句などにはまったく動じる様子もなく適当にあしらい、偶然通りかかった営業部のイケメンエリートをつかまえ、しなを作りながら嬉々として自分のオフィスへ戻って行った。

　一体今日はなんなんだ？　っていうか、この会社の社員は就業時間内に何やってるんだ。仕事しろ！

　山岡が誰を口説こうが今更まったく気にならないけれど、山岡は私が不機嫌そうな顔をしていることに気付き、ニヤニヤ笑いながら近付いてきた。

「なんだよ佑月、そんなに怒って……。妬いてんのか？」

「はあっ!?　なんで私が!?」

「そんな顔しなくても、あの子とは佑月が心配するような仲じゃないよ」

　なんのこっちゃ。山岡の言っていることがさっぱり理解できない。

「ちょっと待ってよ。誰が何の心配をしてるって？」

「相変わらずだな、佑月は。いい加減素直になれよ」

　そう言って山岡は、何を血迷ったか私の肩を抱いた。私は身の毛もよだつような不快感に襲われ、全身に鳥肌が立った。

「何すんのよ!!　気持ち悪いことしないで!!」

　必死で山岡の手を振り払って後ずさり、これ以上指一本たりとも触れられないように、手が届かないじゅうぶんな距離を取った。

「何を勘違いしてるのか知らないけど、私はもうあんたのことなんてこれっぽっちも好きじゃないから！」

「またまたぁ……」

「好きじゃないっていうか、本気で嫌いだから!!　二度と私に触らないで!!」

　私が正直にそう言うと、山岡は顔をこわばらせて必死で作り笑いを浮かべた。ここまで言われても取り繕おうとするなんて、ある意味、鋼のメンタルの持ち主だ。

「え……嘘だろ？　別れた後もずっと俺のことが好きだから、新しい男作らなかったんじゃねぇの？」

　そんなわけあるか！　どこまでおめでたい頭をしているんだ!!

「あんたと付き合ってひどい目にあったから、もう恋愛はこりごりだと思って仕事に打ち込んでただけよ！　今でも私に好かれてると思ってたなんてバカじゃないの？」

　言いたいことは言ったし、就業時間をこれ以上無駄にするわけにはいかない。この辺で勘弁しといてやろうと思った時、後ろから私を呼ぶ声が聞こえた。

「高岸係長、どうしたんですかー？」

　振り返ると、そこにいたのは中村さんだった。

「中村さん……ごめんね、なんでもないの」

「あんまり遅いから何かあったのかと思って来てみたんですけどー……うふふ、すみません、じつはさっきの、聞いてましたぁ」

「えっ、聞いてたの!?」

「はい、全部」

　上司と元カレの痴話げんかを聞いていたことを悪びれもせずカミングアウトするなんて、可愛い顔をしてなかなか恐ろしい子だ。

「でもぉ、山岡さんは高岸係長に死ぬほど嫌われても仕方ないと思いますぅ」

「死ぬほどって……」

「だってぇ、山岡さん、同僚の皆さんに高岸係長の悪口を散々言ってたじゃないですかぁ。不感症のマグロだとかぁ、自分が下手くそなのを棚に上げて、ねぇ？　ハッキリ言ってぇ、あんなお粗末で乱暴で独りよがりでド下手なエッチで、女の子が気持ち良くなれるわけないですよぉ。それなのに『おまえはこうされるのが好きなんだろ、気持ちいいって言えよ』とか言っちゃってぇ、アダルトビデオの見過ぎじゃないですかあ？」

　ベッドでの秘め事をここまで明け透けに話す中村さんにも驚いたけれど、その内容には更に驚いた。山岡とのセックスを気持ちいいと感じなかったのは、私が不感症だからじゃなくて、山岡が下手くそだったからと……そういうこと？

「……そうなの？」

「はい、だから私、すぐに別れたんですぅ。もう耐えられなくって！　高岸係長は長い間耐えられたので、エッチもう無理、恋愛こりごり！　ってなっちゃったのも仕方ないと思いますぅ」

「そうなんだ……」

　思いもしなかったであろう中村さんの言葉に、山岡は真っ赤な顔をして肩を落としている。

「でもぉ、高岸係長は、最近いい人ができたんですよねっ」

「え？　あ……うん……」

　なぜ中村さんが知っているのか、もしかしてただのハッタリかもしれないけれど、私はとりあえず話を合わせておくことにした。

「いいなぁ。背が高くて優しくてイケメンでエリートで、あんなに素敵なダーリンができたんだから、山岡さんなんてお呼びでないって感じですよねぇ」

「うん……そうだね」

「高岸係長の恋バナはまたゆっくり聞かせてもらうとしてぇ、山岡さんなんてほっといて、早く資料持ってオフィスに戻りましょうよぉ。また残業になっちゃいますぅ」

「そうだったね。うん、そうしよう」

　呆然自失して情けない顔で固まっている山岡をその場に残し、私と中村さんは笑いながら資料室へ急いだ。

　中村さんによると、私と山岡が付き合っていたことは、山岡と付き合い始めてから知ったそうだ。そして山岡が中村さんと別れた後、同僚たちの前で私の陰口を叩くことを不快に思っていて、いつか目にもの見せてやろうとその機会を窺っていたらしい。

　私のことについては、先輩として慕っているし、上司として尊敬していると言ってくれた。だから余計に、後輩としても女性としても山岡のことが許せなかったのだと言っていた。

　ちなみに〝素敵なダーリン〟についてはハッタリではなく、『オリオン』から手を繋いで出て来る私と努の姿を何度か目撃したそうで、近いうちに一緒に飲みに行って（彼女は〝女子会〟と言っていた）恋バナをすることをおねだりされた。

　女子会も恋バナもあまり得意ではないけれど、長い間鬱積していたものをスカッと晴らしてくれた可愛い後輩との約束は、必ず守ろうと思う。




　今日こそ定時で上がれると思っていたのに、またしても上司からの無茶ぶりで残業する羽目になってしまった私は、大急ぎで会社を出ると閉店時間ギリギリの『オリオン』に駆け込んだ。

　店先に置かれた看板の電気が消えていたので嫌な予感はしたけれど、商品はすべて売り切れ、客席にいたカップルはそろそろ店を出ようとしていた。

「全部売り切れちゃったの……？」

　空っぽのショーケースを涙目で見つめながら尋ねると、瑠依は私の肩をポンポンと叩いた。

「そう、ついさっき完売したの」

「えーっ……」

「樺島さんも少し前までここにいたんだけど、一足遅かったね」

「……帰る……」

　ほんの少しの時間差で大好きなスイーツにも努にも出会えなかった私は、己の運の無さを恨みながら肩を落として家路に就いた。

　以前の私なら休日の前夜になるといろんな店でたくさんのスイーツを買い込み、ウキウキした足取りで家路を急いでいたのに、今の私には近所のコンビニに寄る気力すら残っていない。

　仕事や人間関係で疲れた心と体を大好きなスイーツで癒そうと思っていたのにな……。

　たとえスイーツがなくても、努がそばにいれば、疲れも何もかもすべて溶かして甘くて優しい気持ちにさせてくれるのに……。

　どんなに意地を張っても、私はやっぱり努が好きで……この先何があってもずっと一緒にいたいと思っていて……。

　私は今、どうしようもなく……努に、会いたい。




　トボトボとした足取りでマンションにたどり着き、バッグの中から鍵を取り出しながら廊下を歩いていると、私の部屋の前で大きな紙袋を手に提げた人が佇んでいることに気付いた。その人は私の姿に気付くと、紙袋を揺らさないように小さく手を振った。よく見ると紙袋には『オリオン』のロゴが入っている。

「努……それ……」

　私が紙袋を指さすと、努は少し照れくさそうな、それでいてバツの悪そうな顔をした。

「食べ物で釣るなんて卑怯かなとは思ったんだけど……『佑月が答えを出すまで待つ』なんて大口叩いたくせに、まだ一週間も経ってないのに佑月に会いたくてどうしようもなくて……せめて一目だけでも会いたくて、佑月の好きなケーキ買い占めて来た」

　それを聞いた私は急いで鍵を開け、ドアを開けて努を玄関に引っ張り込み思いきり抱きついた。努は紙袋を玄関の下駄箱の上に置いて両手を空け、私を思いきり抱きしめて優しく頭を撫でてくれた。

「私も会いたかった……。一人だと何食べてもお酒飲んでも美味しくないし、よく眠れないし、努がいないと……すごく、寂しかった」

「俺も寂しかった。佑月を抱きしめたいって、ずっと思ってた」

　努は少し照れながらそう言うと、私を抱き上げて靴を脱がせ、キスをしながらベッドへと運んだ。それからブラウスのボタンを外し、胸元に唇を押し当て素肌にゆっくりと舌を這わせる。

「あっ、そうだ……。ちょっと待ってて」

　努は突然そう言うと、立ち上がって玄関に向かい、下駄箱の上に置いたままだった『オリオン』の紙袋を回収して冷蔵庫のドアを開ける。連日の残業で買い物をする余裕もなかったので、冷蔵庫の中はスカスカだった。

「佑月の大好きなレモンパイもモンブランもザッハトルテもシフォンケーキも……他にもたくさんあるから、後で一緒に食べよう」

「うん」

　紙袋からケーキの箱を出して丁寧に冷蔵庫にしまい込みドアをしっかり閉めると、努はテーブルのそばに置いていた鞄の中から小さな四角いものを素早く取り出してズボンのポケットにしまい、やや急ぎ足で嬉しそうに戻ってきて、もう一度私の唇にキスをした。

「会いたいのをずっと我慢してたから、俺はケーキよりもまず佑月を食べたい」

「……そんなに美味しくないと思うけど……」

「美味いよ。それに、めちゃめちゃ甘い」

「努限定でね」

「それ最高」

　抱きしめ合ってキスをして、お互いの服を脱がせ素肌に触れ合った。努に触れられるごとにこの先の甘やかな秘め事を期待した私の肌は上気して、うっすらと汗ばんでいく。

「んん……努……好き……」

「俺も佑月が好き。大好きだよ」

　二人して一糸まとわぬ姿で抱き合い、愛の言葉を囁く。努は大きな手で私の胸を優しく撫でながら、長い指で秘部を探る。私の蜜で濡れた指を小刻みに動かして奥の方へ入り込むと、一番深い所をグリグリと押して激しく指を動かしかき混ぜた。蜜壷から溢れ出した大量の蜜が淫猥な音を立て、お尻を伝って滴り落ちる。

　努は私の下腹部に顔を近付け、舌の先で花弁を割り、舌の真ん中の柔らかいところで蜜壷の入り口や膨らみを帯び始めた蕾をゆっくりと舐めあげた。そして私の中で指を動かしながら尖らせた舌で円を描くようにして蕾の先を刺激する。

「あっ……はぁっ……んっ……」

「可愛いよ、佑月。可愛い声、もっと聞かせて」

「あぁっ……そんなこと……ふっ……んんっ……恥ずかし……あんっ」

　改めてそんなことを言われると恥ずかしいのに、努に指や舌で愛でられるとあまりの気持ち良さで声を上げることを我慢できない。

　私が恥ずかしがって我慢しようとすると、努は余計に激しく刺激を与えた。固く尖った胸の先っぽを口に含み、舌で転がしたり舐めあげたりして、私が喘ぐのを嬉しそうに見つめている。

「あっ……もうっ……私ばっかり……ずるい……」

「ずるいって……俺は佑月を気持ち良くしてあげたいんだけど……」

「私もっ……努を……はぁっ、気持ち良く、して、あげたい……のに……んっ」

「ええっ……」

　私が手を伸ばして努のそそり立ったものを掴むと、努はうろたえ恥ずかしそうに腰を引いた。まさか私がこんな大胆なことをするとは思ってもみなかったのだろう。何を隠そう、私自身も驚いているくらいなのだから。

「ダメ、逃げないで。私もするんだから」

「……ホントに？」

「ホントに」

「じゃあ少しだけ……。無理はしなくていいから」

「うん」

　熱くて硬いものを両手で包んでゆっくり上下に動かすと、努はほんの少し顔を歪めた。下腹部に顔を近付け、その先端にそっと口付けておずおずと舌の先で触れてみる。舌を這わせながら少しずつ口に含み舐めたり吸ったりすると、努の分身は私の口の中でドクドクと脈打ち、更に昂りを増してはち切れんばかりに張り詰めている。その先の割れ目から滲み出た汁を舌で舐め取り、熱い塊を吸い込むようにしながら喉の手前まで咥え込んだ。そしてそのまま舌をぴったりと這わせて頭を上下に動かし、時々角度を変えて頬の内側に当てる。目を閉じるとまるで自分の口の中が秘部の奥に広がる柔らかな粘膜になったような気がした。

　努は息を荒くして私の頭を撫で髪を梳いた。

「佑月……」

「……気持ちいい？」

「うん、いいよ」

「じゃあ……もっと？」

「ダメだよ。こんなにされて、もう我慢できない。次は俺の番」

　そう言うと努は素早く私を組み敷き、頬や唇にキスをして、耳、首元、胸へと少しずつ下の方へ舌を這わせながら、先ほどの愛撫で濡れてまだ潤んでいる秘唇を広げ、その奥へ人差し指と中指を滑り込ませた。二本の指は私の中で湿った音を立てて暴れている。努は指を動かしながら私の秘部に口付け、熱い舌で何度も何度も陰核を舐めあげる。

　激しい愛撫に反応した体は熱を帯びて粘膜を潤ませ、熱い蜜を滴らせて悦びに震えている。

「あっ……んん……努……」

「気持ちいい？」

「気持ち……いい……」

「ホントはもっと焦らしたいけど……もう我慢できない」

「私も……」

　私が少し掠れた声で呟くと、努はベッドサイドに手を伸ばして四角い包みを手に取り、上半身を起こして手早く避妊具を装着した。そして再び私に覆い被さる。

「挿いれてもいい？」

「ん……来て……」

　努は私の足を抱え膝の間に腰を据えると、窪みから溢れた蜜を自身の先に塗り付け花芯を割って滑り込ませた。私の中の粘膜は硬くて熱いものをゆるゆると飲み込み、その形を変えて奥の方へと誘いざなう。その先が一番奥まで届くと努は腰をゆっくり前後に動かし、私の様子を窺いながらその動きを速めた。

　努は何度も強く突き上げたかと思うと急に動きを緩めたり止めたりして私を焦らす。そして私が困惑した目で見つめると唇に軽くキスをして、体を繋げたままくるりと私の背後に回り、私に腰を上げさせて後ろから私を貫く。私は胸を揉みしだかれながら、下半身に力が入らなくなるほど後ろから突き上げられ、息を荒くして掠れた声で喘いだ。

「んっ……ふ……あっ……あん……」

　恍惚に喘ぐ私の声と互いの肌がぶつかり合う音、滲む汗と二人の結合部を濡らす愛液の湿った音が混ざり合い、淫猥な音色となって部屋の中に響き渡る。

　お互いの体の境目がわからなくなるほどどろどろに溶けて混ざり合うような不思議な感覚に包まれながら、次第に昇り詰め努の昂りが最高潮を迎えると同時に果てた。

　私たちは果てて汗ばむ互いの身体を抱きしめ合い、何度もキスをして、甘くて優しい愛の言葉を囁きながら心地よい眠りについた。




　翌日は二人ともいつもより遅い時間に目覚め、抱き合って口付けを交わし、素肌に触れ合ってゆうべの甘い余韻を楽しんだ。

　一人で悩みながら眠っていた夜の寂しさや切なさを思い出し、再びこうして二人で朝を迎えられた喜びと幸せを噛みしめていると、布団の中から「ぐう」と大きな音が鳴るのが聞こえた。

　これは間違いなくお腹の虫が鳴く音だ。もしかして私のお腹が鳴ったのかと思ったけれど、その虫の主あるじは努だとすぐにわかった。努は自分のお腹の音のあまりの大きさに驚いたようで、照れ笑いを浮かべている。

「いくら佑月を食べても、こっちの虫は収まらないみたいだね」

「そりゃそうだよ。すっかり忘れてたけど、そういえば昨日、晩御飯食べてなかったね。起きて何か食べる？」

「そうだ……。あれ食べようか」

「あれ……？」

　努はとてもいいことを思いついた時の子どものように得意げに笑って起き上がり、私の手を引いてリビングへ連れて行って座らせると、キッチンへ行って冷蔵庫から『オリオン』の箱を取り出し私に見せた。

「あっ……！」

　私が先ほどの倍ほど大きく目を見開いて紙袋を指さすと、努はまた得意げに笑って嬉しそうにうなずいた。

「佑月の好きなレモンパイにモンブランだろ、ザッハトルテにフルーツタルト、イチゴのショートケーキ……それからこっちにはミックスベリーのレアチーズケーキ、キャラメルソースのミルクレープ、アップルパイ、生チョコクリームショート……。どれから食べる？」

　どれも私の好きなものばかりで選べない。

「どうしよう、全部食べたい！」

「よし、全部食べな！　好きなだけ、心ゆくまで！」

「さすがに全部は無理だよ！」

「それじゃあ……全部半分ずつ食べるっていうのはどう？　今日は休みだしさ、いろんなこと話しながら、ゆっくり時間をかけて食べようよ」

「うん！」

　お皿とフォークを用意して、コーヒーを淹れ、テーブルの上にセットした。箱を開けるとクリームの甘い香りとフルーツの甘酸っぱい香りが漂う。

「美味しそう！」

「佑月はホントに甘いものが好きだよね」

「うん、大好き。甘くて美味しいものを食べると幸せな気分になれるっていうのもあるし、綺麗でかわいいスイーツを見るとウキウキわくわくするでしょ？　和菓子職人にはなれなかったけど、うちの会社のバウムクーヘンみたいに誰かを元気にしたり幸せな気分にさせられるような、美味しいお菓子を作りたいの」

「なるほど、天職だ」

　努は箱からケーキを取り出してお皿の上に置き、次々と包丁で半分に切り分けて私のお皿の上に置いてくれる。コーヒーを飲みながら順番に一口ずつ食べると、とても贅沢な気分になった。

「少しずついろいろ食べられると得した気分になれるね」

「ケーキバイキングみたいで楽しいな」

「これは週末の楽しみ方としてアリだと思う」

「うん、次はいろんな店のケーキ買ってきて食べ比べてみようか」

　以前は週末になるとあちこちの店でスイーツを買い込み、一人で心ゆくまで堪能して満足していたけれど、これからは努と二人で一緒に楽しめることがとても嬉しい。

「あのさ……これからのこと、ちゃんと話したいんだけど……いいかな」

　私が大好きなレモンパイを切り分けて頬張ると同時に、努は真剣な面持ちで切り出した。

「これからのこと？」

「うん。まず最初に……とりあえずしばらくの間は、っていう形で佑月の部屋で一緒に暮らしてきたけど、今より通勤に便利な場所で、もっと広い部屋を借りて一緒に暮らさないか」

　たしかにこの部屋だと二人で暮らすにはかなり手狭だ。ゆっくり食事ができるダイニングや、一緒に広々と寝られる寝室も欲しい。今までと違って家賃やその他諸々の費用を二人で負担するのだから、広くて良い部屋が借りられそうだ。

「ここは単身者向けのマンションだから二人だと狭いし、いろいろ不便だもんね。うん、いいと思う」

「よし、決まりだな。二人が住みやすい部屋を一緒に探そう」

「うん」

　努と一緒だと思うと引っ越しの準備をするのが楽しみになってきた。

　部屋を見つけたら新しい家具や食器、タオルなんかも一緒に買いに行って……寝室はやっぱりベッドかな。二人とも背が高いから、ゆったり寝られるように大きめのベッドにした方が良さそう。ダイニングセットも、料理がたくさん並べられる大きなテーブルがいいな。

　ウキウキした気持ちで、ショートケーキのイチゴを口に入れてモグモグと口を動かしながら二人で暮らす部屋に置く家具のことを考えていると、努が冷めたコーヒーを飲み干してカップをソーサーに置き、まっすぐに私の顔を見た。

「それから……佑月、俺と結婚してください」

　不意打ちでプロポーズされて、私は驚きのあまり口の中のイチゴをうまく飲み込むことができず、むせて激しく咳込んでしまった。努は慌てて私に近寄り心配そうに背中をさする。

「前にも言ってるんだから、そんなに驚かなくても……」

「だって……まさか今そんな、ちゃんとしたプロポーズみたいなことを言われるとは思わなかったから……」

「うん、まあ……今までその場の流れで言ったような感じで、ちゃんとプロポーズしてなかったなと思って」

　たしかに、これまで何度か努からプロポーズのようなことを言われはしたものの、どれもロマンチックとか感動には程遠い淡々とした言葉だった気がする。プロポーズというよりは〝結婚の打診〟という感じだ。だから舞い上がることなく、努と結婚したらどうなるのかを冷静に考えられたのかもしれない。

　そして私自身も、プロポーズの返事を一度もしていないことに気付いた。

「私は良家のお嬢様でもないし、綺麗で上品で奥ゆかしい女性でもないし……つい仕事に没頭し過ぎて他のことが何も手につかなくなっちゃうこともあるから、正直言って結婚となると不安なこともたくさんあるけれど……本当に私でいいの？」

　私がそう言うと努は不思議そうに首を傾げた。しかし私がなぜ急にそんなことを言い出したのか察しがついたようで、ちょっとおかしそうに笑ってうなずいた。

「もちろん。だけど俺は〝佑月で〟いいんじゃなくて、〝佑月が〟いいんだ。それにそんなに心配しなくても、佑月は絶対にいい奥さんになるよ」

「いい奥さん？」

「俺の事誰よりも思ってくれて、何でも慎重にしっかり考えるし、優しさも強さも弱さも持ってるから、佑月とならどんなことも一緒に悩んでお互いを支え合って、何があっても夫婦で乗り越えられると思う。俺の気持ちは変わってないし、大事なことだから改めて言うよ」

　努は正面からまっすぐ私の目を見つめ、そっと手を握った。

「佑月……この先何があっても俺が守るし、一生大事にするから、俺と結婚してください」

「はい……よろしくお願いします」

　二人で気持ちを確かめ合うと、自然と笑顔になった。

「努が社長の息子だろうが、どこの誰だって関係ない。これから先も、何があっても努と一緒にいたいって……そう思ってるよ」

　努の目を見て私の素直な気持ちを伝えると、努は嬉しそうに笑って私の手をしっかりと握りしめた。うつむいた努の目が少し潤んでいるように見えた。

「良かった……。それ聞いて安心した。この何日か佑月に会えなくて、連絡もなくて、重いのはイヤだと思われたかなとか、もう会ってくれなかったらどうしようって、ちょっと……いや、かなり不安だったから」

　努も将来のことを考えて不安に思っていたことを知りホッとする。どんな立派な家柄の人で会っても、やっぱり努は私の大好きな努だ。

「あのね……新しい部屋は広い方がいいな」

「ん？　広い方がいいの？　どれくらい？」

「部屋は四つくらいあったほうがいいかなぁ」

「そんなに？」

「うん、いつ家族が増えてもいいように」

　私がそう言うと、努は目を大きく見開いて、手に持っていたフォークをお皿の上にガチャンと落とした。かなりうろたえているらしい。

　努のそんな顔を見るのは初めてだったから、なんだかおかしくて、それでいて愛おしくて、私は堪えきれなくなって笑ってしまった。

「それくらい私は、この先もずっとあなたと一緒にいたいです」

　努は微笑む私を抱きしめて「佑月、愛してる。ずっと俺だけの佑月でいて」と耳元で囁いた。

「努も……私だけの努でいてね」

　私たちは見つめ合って、どちらからともなくキスをした。重ねた唇と絡め合った舌は、甘くて優しいスイーツの味がした。




　週末は会えなかった数日間の空白を埋めるかの如く、心と体で何度も愛を確かめ合って過ごした。いくら体を重ねてもお互いを求める気持ちは枯れることなく、飽きもせずキスをして互いの肌を撫で、愛の言葉を囁き合って貪るように体を繋げた。

　プロポーズの返事を聞いたらタガが外れたのか、それとも元々性欲が強いのか。努の疲れ知らずの絶倫ぶりには少々怯んでしまったけれど、頭のてっぺんからつま先まで愛情たっぷりにほぐされ、渇く暇がないほど愛でられて、努となら何度でも快感の果てを見ることができた。

　私のことを『不感症のマグロ』なんてほざいていたのはどこのどいつだ。







第六章 ビバ鉄の女！ 祖母の教えは『椿のように逞しく、美しく、潔く』








　翌週から仕事が早く終われた日には不動産屋へ行って新居を探し始めた。

　それと並行して、努はご両親に私との結婚を認めてもらうために動き始めた。秘書らしき人と密に連絡を取り、どうするのが最善の方法なのか相談しているようだ。

　新居探しを始めてから二週目の水曜日の夜、不動産屋へ行った後にその近くのレストランで晩御飯を食べていると、努はハンバーグをナイフで切り分けながら、「佑月のご両親に挨拶に行こう」と言った。

「うちの両親は仕事の予定が詰まっているみたいでしばらく捕まりそうにないんだ。だから先に佑月のご両親に挨拶して結婚の許可を得ようかと思うんだけど、どうかな」

　ああ、そうか。うちの両親に努を紹介しないと。

「そうだね。じゃあ予定を聞いておくよ」

　店があるからあまり長い時間は取れないと思うので、それについては先に了承を得た。

　この私が社長の息子と付き合っているだけでも奇跡に近いのに、いきなり結婚の挨拶なんて、両親も弟もきっとびっくりすることだろう。




　その日の夜、母に電話して「お付き合いしている人が父と母と弟に挨拶をしたいと言っているから実家に連れて行きたい」と言うと、興奮した様子で父と弟に伝える声が電話越しに聞こえて来た。それを聞いた父も弟も大興奮だ。

　かなり大きな声だったので私の隣にいた努にも聞こえていて、必死で笑いを堪えていた。

「今世紀最大のニュースみたいな騒ぎ方やめてくれる……？」

『だってあなた、これまで一度だってそんなこと言わなかったじゃない！　みんなで心配してたのよ、佑月が一人で寂しい老後を迎えるようなことになったらどうしようって』

　なんと、そんなに先のことまで心配されていたのか！

「それはどうも。でももうそんな心配はしなくていいようにちゃんと紹介するから、都合のいい日を教えてくれる？　できれば土曜か日曜がいいんだけど」

『いつでもいいわよ！　〝善は急げ〟っていうから、今週の土曜日なんてどう？』

「えっ、いきなり今週末!?　本当にいいの？　お店は大丈夫？」

『お昼過ぎなら大丈夫よ。朝のうちに商品さえ仕込んでおけばいいし、店番はパートさんがいるから』

「そう？　じゃあ今週土曜日の一時半頃でいいかな」

『いいわよー。楽しみに待ってるからね、気を付けて帰って来るのよ』

　電話を切ると、堪えきれなくなった努が声を上げて笑い出した。うちの家族の反応が予想とはあまりにもかけ離れていたのが相当可笑しかったらしい。

　妙齢の娘が家族に紹介したい人を連れて帰省するなんて言うと、相手はどんな仕事をしている人なのかとか、信用できる人なのかとか、本人に会う前から根掘り葉掘り聞かれたりして、もっと慎重になるかと思っていたのだ。

　少々恥ずかしい思いはしたものの、うちの家族はこれでもかというほど歓迎ムードだし、実際に努に会ったらもっと喜ぶだろう。

　土曜日が楽しみだ。




　私の両親とは呆気ないほど簡単に約束を取り付けることができたけれど、努のご両親は仕事柄多忙なこともあって、息子の努ですらなかなかゆっくり話すことができないそうだ。ようやく電話で話す事ができても、私との結婚については難色を示しているらしい。

　それというのも、努と史奈さんの父親同士が旧知の仲であることに加え、近いうちにビジネスの面においても手を組もうという話が出ていることが、史奈さんとの縁談を白紙に戻すのを難しくさせているとのことだった。

　それはいわゆる政略結婚というやつで、いくら家同士のつながりが強くなったとしても、史奈さんはともかく努には結婚の意思がないのだから、もし結婚したとしても絶対にうまくはいかないし史奈さんを不幸にしてしまうだけなので、この縁談はなかったことにしてほしいと何度訴えかけても聞く耳を持たないのだと言っていた。

　私の両親と違って、こちらは一筋縄ではいきそうにない。長期戦も覚悟しておいたほうがいいのかもしれない。




　翌日木曜日の夜は仕事の後『オリオン』で会う約束をしていたので、できるだけ急いで仕事を片付け、残業を最小限に留めて『オリオン』へ向かった。

　ここ最近は仕事の後に新居探しをすることが多かったので、『オリオン』で会うのは久しぶりのように感じる。今日は何を食べようかと考えながら店に入り、努を見つけて笑顔になりかけた瞬間、向かいの席に史奈さんが座っていることに気付いた。テーブル席でコーヒーを飲んでいた努が私の姿に気付き軽く右手を上げると、史奈さんは訝しげな表情で振り返る。

　私は複雑な気持ちで努と史奈さんのいるテーブルに近付いた。史奈さんは面白くなさそうに私を睨みつける。

「努、これどういうこと？　どうしてこの女まで呼んだのよ？　私に話しがあるんじゃなかったの？」

　史奈さんが私を睨みつけながら忌々しそうにそう言うと、努は私に手招きをして隣に座るように促した。

「史奈に話があるのはホントだよ。いろいろ考えたし悩んだけど、ようやく決心がついたんだ。これは佑月にも関係のある大事なことだから、同席してもらおうと思って」

「決心がついたって……ああ、そういうこと？」

　一体何を一人で納得したのか、史奈さんは勝ち誇った顔をして私を見た後、カップを手に取り紅茶を一口飲んで、指先で口元を軽く拭った。その仕草や眼差しは、まるで獲物を捕らえようとする雌豹のようだ。

　史奈さんがテーブルの上で努の手を握って微笑んだ。

「努、ついにこの女を切り捨てて私と結婚する気になったのね？」

　努は史奈さんの手から逃げるようにして素早く引っ込めた手をおしぼりで拭いた。

「いや……その逆」

「逆？　……って、どういうこと？」

「あのさ、さっきから気になってたけど、〝この女〟呼ばわりして失礼だろ。彼女にはちゃんと〝佑月〟っていう名前があるんだから」

「こんなデカくて可愛げも色気もなくてつまらない女にはなんの興味もないし、名前なんてどうでもいいわ。今はそんなくだらないことよりも、大事な話があるでしょ？」

　史奈さんが吐き捨てるようにそう言うと、努はカッと目を見開いて怒りに顔を歪め、テーブルの上で握りしめた拳をワナワナと震わせた。その振動が伝わり、テーブルの上でカップとソーサーが小刻みに揺れてカチャカチャと音を立てている。

「いくら幼馴染みの史奈でも、佑月を……俺の妻になる人を侮辱することは許さない」

　努は史奈さんを鋭い目つきで睨み付け、怒りを押し殺した低い声でそう言って、しっかりと私の肩を抱き寄せた。史奈さんは大きな目を更に大きく見開いて首を横に振る。

「努の妻になるのは私でしょ？　もう何度も言ってるけど……私と努の結婚は父親同士が決めたの。家同士の強いつながりがあるのよ」

「史奈とは結婚しない。俺にとって史奈は、今までもこれからも父親同士の仲がいいだけの幼馴染で、ただの同僚だ。好きでも何でもない。俺は家を捨ててでも佑月と一緒になる。俺が心の底から好きなのも、人生を共にしたいと思うのも佑月だけだ」

　ハッキリと強い口調でそう言い放つと、努は私の肩を抱いて立ち上がらせ、カードで素早く会計を済ませて店の外に出た。

　今この店内で起こった出来事が、現実ではなくドラマか映画でも見ていたような感覚で断片的に脳内再生されている。なんだかとても不思議な気分だ。

「あー、なんかすっきりしたなぁ」

　努は吹っ切れたような顔をして笑っている。幼馴染みのよしみでこれまで史奈さんをできるだけ傷付けないように気を遣って、言いたいこともなかなか言えなかったらしい。

　今日もできるだけ穏便に話を済ませたかったけれど、私のことをひどく侮辱されてキレてしまったそうだ。だけど言うべきことはハッキリ言えたし、これ以上史奈さんに期待させるわけにはいかなかったので、『結果的にこれで良かったんじゃないか』と努は言った。

　私も努が代わりに怒ってくれたおかげで史奈さんと無駄にバトルをしなくて済んだし、何よりも努の口から史奈さんに自分の気持ちをハッキリ言ってくれたことはとても嬉しかった。

　だけどひとつ引っ掛かっているのは、努の『家を捨ててでも』という言葉だ。これはとても大事なことだからハッキリさせておかないと、気になって眠れなくなってしまう。

　そのためにもまずは晩御飯を食べて腹ごしらえだ。二人ともとてもお腹が空いていたので、すぐそばにあったリーズナブルな中華料理店に入って、テーブルがいっぱいになるほどたくさんの料理を頼んだ。

　次々と料理を平らげてお腹が満たされた後は、デザートに杏仁豆腐とアイスクリームを注文してゆっくり味わいながら話すことにした。

「ねぇ、努……さっき言ってた〝家を捨ててでも〟って……本気なの？」

　私が尋ねると、努は何でもなさそうに笑って「本気だよ」と答えた。

　家を捨てるということは親を捨てて絶縁するということだし、もしそんなことになってしまったら、私も努も今の会社にはいられなくなるだろう。私と一緒になるために親を捨てるなんて、できればしてほしくない。

　だったら何としてでも努のご両親を説得するしかないわけだ。だけどそのためにはまずどうすればいいのか、皆目見当がつかない。

「私はね……結婚するなら努のご両親にも祝福されたいし、悲しい思いはしてほしくないんだ」

「うん。ホントは俺もそう思ってるよ。だから両親にも佑月を好きになってもらおうと思う。あとは……何かうちの親が納得するような……そうだなぁ、家同士のつながりを大事にしてるみたいだから、佑月のご両親と仲良くなってもらえたらいいんだけど」

　知り合ったばかりの人と仲良くなるきっかけって何だろう？　趣味や好きなものが同じとか……。そうだ、共通点があると親近感が湧いて、グッと距離が近くなるような気がする。

　アイスクリームをスプーンですくって口に運びながら、うちの両親と努の両親の共通点を探してみると、どちらもお菓子に携わる仕事をしていることに気付いた。

「お菓子……。そうだ、まずはうちの実家の店の和菓子を食べてもらおうかな」

「それいいかも。よし、うちの両親と会う前に佑月の実家まで買いに行こう」







　そしてついに土曜日がやって来た。私と努は私の家族の大好物でもある我が社のバウムクーヘンをたくさん用意して私の実家へ向かった。

　努は緊張の面持ちで、新調したスーツを着て車を運転している。緊張しなくてもいいと言っても無理だということはよくわかっているので、できるだけ緊張がほぐれるように笑顔でたくさん話した。

　高速道路を降りて一般道に入り、車で十分ほどの所にある私の実家に向かっている時に、ふと思い出したことをなんとなく話してみた。

「そういえば、同棲している時は食べ物の好みが合わなくても気にならなかったのに、結婚したらけんかになったりするって、よく聞かない？」

「ああ、目玉焼きに何を掛けるかとか、雑煮の餅は焼くか煮るかとか、そういうやつ？」

「そう。不思議だよね。ちなみに努には何か食に対するこだわりってある？」

「こだわりか……。今のところ特に思い浮かばないけど……俺たちもそういうことでけんかしたりするようになるのかな」

「どうだろうね」

　そこで私の実家に着き、車を降りたので話は途切れた。

　努は相変わらず緊張気味だけれど、実家の和菓子屋『椿つばき庵あん』を眺めて、何度か小さく首を傾げ、何か考えている素そ振ぶりを見せた。

「どうしたの？」

「いや……なんか見覚えがあるっていうか、ここに来たことがあるような気がするんだけど……いつだったかな」

「そうなの？　うち、地元ではまあまあ有名な老舗だから、同郷だし一度くらいは和菓子を買いに来たことがあってもおかしくないかもね」

　そんなことを言いながらインターホンのボタンを押すと、勢いよくドアが開いた。

「おかえり、ねえちゃん！」

「ただいま」

　元気よく満面の笑みで出迎えてくれたのは、ふたつ年下の弟の匠たくみ。いわゆる〝お姉ちゃんっ子〟というやつだが、今は立派な和菓子職人となって『椿庵』の和菓子作っている。

　匠の案内で家の中に入ると、居間では緊張した父が座卓の前に座っていた。台所では母がお茶の用意をしている。

「お父さん、お母さん、ただいま。ちょっと早かった？」

「大丈夫よー。ああ、そうそう。おばあちゃん少し遅れるって」

　敷地内に同居している父方の祖母は三年前に先代の祖父が亡くなってから一線を退いたものの、まだまだ元気で頭の回転も速く口も達者だ。『椿庵』を切り盛りしていた現役時代はかなりのやり手で、商品を地元のデパートやスーパー、飲食店などに売り込んで取引先を増やし、取引先の中でも特に懇意にしているのが、地元では有名な名家の茶道の家元なのだと聞いている。

　それから私と努は、居間で座卓をはさんで両親と弟と向かい合って座った。座卓の上には母が用意してくれたあたたかい緑茶と茶菓子が並んでいる。茶菓子は『椿庵』の創業以来受け継がれてきた一番の人気商品の〝椿〟という饅頭だ。見た目はシンプルながら、厳選された上質な小豆と和三盆を惜しみなく使ったこしあんの上品な甘さがクセになる逸品である。

　努も両親も弟もかしこまって落ち着かない様子なので、私はなんとか場を和ませようと思い、まずは努に私の父の和かず己みと母の昌まさ代よ、弟の匠を紹介して、持ってきていた手土産を努から両親に渡してもらうことにした。座卓の陰で努の正座している足をつついて注意を引き紙袋を指さすと、努は小さくうなずいて紙袋に手を伸ばした。

「初めまして、桐生努です。佑月さんとお付き合いさせていただいております。本日はお忙しい中、お時間を作っていただきありがとうございます」

　努は両親と弟のほうにまっすぐ向いてそう言うと、バウムクーヘンの入った紙袋を父に差し出した。

「こちらは私と佑月さんの勤めている会社のバウムクーヘンです。ご家族の皆さんが大変お好きだと佑月さんから伺っております。ぜひ皆さんでお召し上がりください」

　大好物のバウムクーヘンだと聞いた両親と弟はとても嬉しそうに笑っている。

「じゃあ……改めて紹介するね。こちら、桐生努さん。同じ会社の海外事業部の部長をされているの」

「まぁ……まだお若いのに大変な役職に就いてらっしゃるのね」

「じつは……私の父がうちの会社の社長でして……」

　努が少し言いづらそうに、やや小声でそう言うと、両親も匠も大きく目を見開いて努を凝視した。驚きのあまり声も出ないようだ。

「今は会社の経営や事業の内容などをしっかりと学ぶために父の下もとで素性を伏せて働いておりまして、経験を積んでいずれ父に認めてもらえたら会社を継ごうと思っているのですが……」

「あら、もうお見えになっていたのね」

　努の話を遮ってそう言うと、祖母は悠々と居間に入って来て父と母の間に座る。

「あ……努、紹介するね。私の祖母の春はる子こ。父の母で、今は隠居しているんだけど、現役の頃は先代の右腕として、敏腕営業マンの如く取引先を増やすために奔走していたの」

　祖母の武勇伝は語り始めるときりがないので、そのうちゆっくり聞いてもらうことにして今日は省略する。祖母はそれを興味深そうにうなずきながら聞いている努を見て、何かを思い出したように「ああ」と呟いた。

「樺島さんのお孫さんね。たしか努さんだったかしら？」

「はい。桐生努です。祖父母がいつもお世話になっています。ご無沙汰しています。子どもの頃に一度お会いしただけなのに、私のことを覚えていてくださったんですね」

「ええ、ええ。本当にお久しぶりね。随分立派になられて」

　私を含め、その場にいた者全員が祖母の予想外の反応に驚く。祖母にはまだ努のことを紹介していないのに、努本人の名前どころか努のお母さんの旧姓まで知っているし、努も当たり前のように挨拶をしている。どうやらこの二人は前にも会ったことがあるようだ。

「えっと……もしかして、二人は知り合いなの？」

「ここに着いた時に『前に来たことがあるような気がする』って言っていただろ？」

「うん、言っていたね」

「思い出したよ。幼稚園に通っていた頃だから、まだ五歳くらいの時だったと思うんだけど、祖母に連れられて一度だけ来たことがあるんだ。その時にお祖ば母あさんにお会いして、美味しい和菓子をいただいたんだよ」

　努はハッキリ思い出せてスッキリしたことがよほど嬉しかったのか、その時のことをイキイキと話す。まさかそんな昔に、祖母の方が私より先に努に会っていたという事実に、また驚いた。

「小さかったからよく覚えていないんだけど、その和菓子がすごく美味しかったことだけはよく覚えてる。たしか……お饅頭だったかなぁ」

「ああ、それなら……」

　祖母は茶菓子の入ったかごに手を伸ばし、菓子の包みをひとつ手に取って努に手渡した。

「私があの時渡したのはこれね」

　努は受け取った菓子の包みをじっと見つめた後、丁寧に開き「いただきます」と呟いてそっと口に運んだ。一口かじってじっくり味わい、大きくうなずく。

「たしかにこの味だ……！　上品な甘さの優しい味で……変わらない美味しさですね」

「そうでしょう？　樺島さんご夫婦はお家騒動でお姉さんの婿殿に樺島一門を乗っ取られそうになって、親しくしている各方面の重鎮やら、ここらの土地一体の権力者やら、よそのお茶やお華の家元さんたちも門下生も離れていって、もうダメかもしれないってとこまでいったんだけど、もう一度信用を取り返そうと必死で頑張られていた時に私と知り合ったのよね。それから樺島さんは茶会でこの〝椿〟を使うようになって、素晴らしい茶菓子を出すって評判になって息を吹き返したのよ」

「へぇ……そんなことがあったの？　おばあちゃんの武勇伝はたくさん聞いてきたけど、その話は初めて聞いたよ」

「そうだったかしら」

　しれっとそんなことを言ってお茶をすすると、祖母は私と努を見て優しい〝おばあちゃん〟の顔をした。

「佑月が努さんをお連れしたということは……二人は結婚を考えているということなのよね？」

　おそらく努がタイミングを見計らって言おうとしていたであろう一言を、祖母はいとも簡単にさらりと言ってのけた。

　父は無言でその様子を見守っていて、その存在がかすんでしまっている。そう、我が家の最後の砦・ラスボスは祖母なのだ。

「私は佑月さんと結婚したいと両親にも伝えたのですが……」

　努は祖母と両親と弟に、努の両親が幼馴染みの史奈さんとの縁談を進めようとしていることを話した。

　私と結婚するからその縁談はなかったことにしてほしいと何度訴えかけても、史奈さんの父親が努の父親と旧知の仲でビジネスでも手を組もうとしているため、家同士の問題で史奈さんとの縁談は簡単に白紙には戻せないと言われているのが今の現状のようだ。

　但し、ご両親は史奈さんとの縁談の話が出た当初は努が私と付き合っていることは知らなかったそうで、私の家に来て話してみて、私の人柄や仕事に対する真摯な姿勢はとても高く評価しているらしい。

「この件に関して、佑月さんには大変申し訳なく思っています。私は何年も前から佑月さんのことが好きだったんですがなかなか打ち明けられず……両親から何度もお見合いを勧められても断り続けてきました。だけど今回の縁談は私の意思も聞かずに父親同士で勝手に決められてしまって、私がそのお見合いに佑月さんを連れて行ってハッキリお断りしたら、翌日になんの前触れもなく突然私の両親が佑月さんに会いに来まして……実際に会って話してみたらとても聡明で素敵な女性だから、私との結婚の話も前向きに検討したいと一度は言ってくれたのですが、相手の女性が絶対に引かないと言い張って強引に縁談を進めさせようとしていて、私の両親も困惑しているようです」

　祖母の目はごまかせないとでも思ったのか、努はこれまでの経緯をとても真剣に話した。祖母はうんうんとうなずきながら聞いていて、時々顎に指を添えて首を傾げたり、斜め上の方を見たりして、何かを考えているようだった。

「その縁談のお相手っていうのは、もしかして工藤食品のお嬢さんかしら？」

「はい、その通りです」

　相手の素性も明かしていないのに、祖母はまたしても縁談を推し進めようとしているのが史奈さんであることを言い当ててしまった。祖母には何度も驚かされる。

「おばあちゃん、史奈さんのことも知っているの？」

「お嬢さんのことは樺島さんを通じて、少しね。そうねぇ……私も一度、努さんのご両親と、工藤さん親子にもお会いしたいわ。近いうちにお茶会の席でも設けましょうか。努さん、工藤さん親子と会えるようご両親に連絡してくださる？」

「はい」

「場所はうちの茶室ね。それから樺島さん夫妻も招待しましょう。樺島さんにはお茶会の日が決まったら私から連絡するわね」

「わかりました。お願いします」

　なんだかどんどん話が大きくなっている。結婚の挨拶のはずが、一体何が何だかわからなくなってきたけれど、どうやら祖母は私が思っていたよりも遥かに顔が広いようだ。

　この流れで私の両親も弟も肝心なことを忘れているような気がしたので、改めて聞いてみることにする。

「それで……最初の話に戻るけど、私と努の結婚にみんなは賛成してくれるの？」

　努も一番大事なことを両親に言い忘れていたと思い出したようで、ハッとした表情で慌てて姿勢を正し両親に頭を下げた。

「このような複雑な状況で恐縮ではありますが、佑月さんを命がけでお守りして一生大切に致しますので、佑月さんとの結婚を認めてください！」

　努のあまりにも力強い両親へのお願いには面食らってしまったけれど、私も努と一緒になって頭を下げた。

「お父さん、お母さん、お願いします！」

「はい、こちらこそお願いします」

　あまりにもあっさりと許可が下りたので、私も努も拍子抜けしてしまった。「えっ、ホントにいいの？」と聞きたいくらいだ。

　二人して顔を上げると、父も母も優しい目で私たちを見てあたたかな笑みを浮かべていた。

「少々気は強いですが、佑月は家族思いの優しい子です。芯の強い努力家なので、きっと努さんのお役に立てると思います」

「いつお嫁に行っても困らないように、それなりのしつけはしてきたつもりです。佑月をよろしくお願いいたします」

　今度は両親が努に頭を下げた。努も再び頭を下げる。

「ありがとうございます！　必ず佑月さんと一緒に幸せな家庭を築きます！」

　二人とも普段はあまり真剣に胸の内に秘めた我が子への思いを明かしたりはしないけれど、私はとても両親から愛されているのだとわかり嬉しくなった。

「それじゃあ努さん、そのためにも早いところ身の回りをスッキリさせましょうね。ご連絡お待ちしていますよ」

　祖母は笑いながらそう言って立ち上がり、居間から出て行った。去り際まで潔いものだ。

「そういうことで努さん、私たちもそろそろ店の方へ戻らせていただきますね」

「はい。貴重なお時間をいただきありがとうございました。私たちもこれでお暇いとま致します」

　全員立ち上がって順番に居間を出ようとすると、匠が努に向かって頭を下げた。

「努さん、姉をよろしくお願いします。二人が結婚して俺も努さんと義兄きょう弟だいになるの、楽しみにしてます。一緒に酒でも飲みましょう」

「ありがとう、匠くん。俺も楽しみにしてるよ」

　私と努は母屋を出て、努のご両親にお土産を買うために店の方へ行くことにした。店のショーケースや陳列棚には、季節の生菓子や定番の饅頭、どら焼きに羊羹など、いろいろな和菓子が並んでいる。

　私たちが何を買おうか考えていると、母が店に出てきて大きな紙袋を二つ努に差し出した。どうやら母が厳選した商品を詰めた菓子折りのようだ。

「努さん、こちらご両親と、お母様のご実家に」

「こんなにたくさんいただいていいんですか」

「ええ、どうぞ。それから努さんがお好きなものを詰めますから、帰って二人で食べられるようにたくさん選んでくださいね。佑月、手伝って差し上げて」

「はーい」

「ありがとうございます」

　一番大きいサイズの化粧箱を母から受け取り、二人で一緒に選んだ菓子を詰めた。そうしている間に、母は期間限定の季節の練り切り四種類を二つずつ、八個入りの箱に入れてくれた。

　この箱に入っているお菓子は、どれも父と匠が腕利きの職人さんたちと共に心を込めて作ったものだ。私たちは母が持たせてくれたたくさんのお土産を持って、ウキウキしながら車に乗り込んだ。

　高速道路に乗る手前のコンビニで飲み物を買い、再び車に乗って家路を急ぐ。

　努は私の両親への挨拶が済み結婚の許しが出たことにとても安心した様子で、笑顔でコーヒーを飲みながらハンドルを握る。

「そういえば……実家に行く時に話してたことだけど……」

「なんだっけ？　んーと……」

「同棲している時は食べ物の好みが合わなくても気にならなかったのに、結婚したらけんかになったりするって話」

「ああ、そうだったね」

　実家でのあいさつのやり取りがあまりにも衝撃的だったので、往きの道中での会話の内容も吹っ飛んでしまっていたけれど、こちらも大事な話の途中だったのだ。

「さっき佑月の家族に初めて会って、佑月はこの家族の中で育ってこんなにいい子になったんだなぁって、ちょっと感動したんだ。お父さんもお母さんもお祖母さんも匠くんも、みんな佑月と同じようにあたたかいなって思ったよ」

　予想外の展開になったのに、努はそんなことを感じていたんだな。相手のいいところを見つけられる努は素敵だと思う。

「ホント？　そんな風に言ってもらえると嬉しいなぁ。うん……そうね、育ってきた環境とか考え方の違う二人が夫婦になるんだから、食べ物の好みとか生活習慣とか、いろんな価値観が違って当然だと思う。でも相手に自分の常識や価値観を押し付けるから、けんかになるんじゃないかな」

「そうか。意見が食い違う時には、よく話し合ってお互いに譲歩したり、お互いを受け入れて歩み寄るっていうのは仕事でも人間関係でも同じか」

「何よりも大切なのは、相手への思いやりと感謝の気持ちだと思う」

「うん、それとやっぱり愛だな」







　それから一週間後の土曜日の午後、私たちは祖母の催すお茶会に招かれた。

　朝早く出発して、私は実家で保管してもらっている着物を、努は体格が似ている匠の着物を借りて、実家の空いている部屋を使って着付けた。

　祖母は髪を結って紫色のトンボ玉のついたかんざしを挿し、藤色の色留袖をビシッと着こなしている。祖母・春子、御年七十七歳。なんてかっこいいおばあちゃんだ。

　私が少し離れた場所で樺島夫妻と談笑している祖母の着物姿を眺めていると、史奈さんがご両親と一緒にやって来た。史奈さんは樺島夫妻と祖母に挨拶をした後、私に近付いてきて、着物姿の私を頭のてっぺんからつま先まで舐めるようにジロジロと眺めた。

「あなた、無駄に背が高いから着物が似合わないわね。どうせ着付けなんか自分でできないから誰かにやってもらったんでしょ？　あなたみたいな大女の着付けをさせられる人は大変でしょうね」

　史奈さんは相変わらず好き勝手なことをのたまう。人の悪口をこんなに面と向かって言う人はそういないだろう。

「史奈さんはご自分で着付けを？」

「当然でしょ？　お茶とお花と着付けくらいは良家の子女のたしなみよ」

「はぁ……そんなものですか……」

　そういえばいつだったか『オリオン』で、史奈さんは花嫁修業として茶道や華道を嗜んでいると言っていたっけ。

「それにしてもあの方、お年は召していらっしゃるけれどお綺麗ねぇ。家元のご友人かしら」

　史奈さんは祖母のことも、私が『椿庵』の娘で、あれが私の祖母だということも知らないようだ。私も祖母の目論見はよくわからないけれど、差支えのない程度に教えてあげよう。

「家元の恩人だそうですよ」

「あら、そうなの」

　それにしても祖母は一体どうするつもりなんだろう？　祖母の意図はわからないけれど、もうしばらく様子を見てみようと思っていると、史奈さんが飾られているお花に近付き、まじまじと眺め始めた。

　また何かケチをつけるつもりかと思ったらその逆でとても気に入ったらしく、この生け花の素晴らしさは凡人のあなたにはわからないでしょうなどと上から目線で褒めちぎり、何やら華道についての浅いうんちくを語り出した。

　しかし私はそんなことより、先ほどからずっと史奈さんの着物の着崩れが気になっていた。茶会が始まる前に直したほうが良いので、周りの人に気付かれないように声を掛けることにする。

「史奈さん、着物が着崩れを起こしてますよ。今のうちに直したほうがいいです」

「えっ？」

　どこが着崩れているのかと、史奈さんは自分の着物のあちこちを見ているけれど気付かないらしい。

「何よ、どこもおかしくないじゃない。ホントはそんなのわからないくせに出しゃばらないで」

　わかっていないのは史奈さんの方だと思う。お尻の辺りの生地が少したるんでいるので、おそらく腰紐の締め方が少し緩いのだろう。しかし何を言っても聞く耳を持ちそうにない。

「わかりました」

　勝手に直すのは失礼だし、本人がこのままでいいと言うのだからその通りにしておこう。帰りの車に乗るまでもてばいいのだけど。

　私たちがそんな話をしている間に祖母が懇意にしている華道の家元も到着していたようだ。華道の家元は飾られた生け花を見て目を輝かせ、「ほう……」と感嘆の声を漏らす。

「それでは皆さんおそろいのようですので始めましょうか」

　華道の家元に挨拶をする間もなく祖母から声が掛かり、思い思いに談笑していた客人たちが茶室に集まる。

「皆さん、本日はお忙しい中『椿庵』にお越しくださりありがとうございます。日頃の慌しさを忘れてリフレッシュしていただけたらと思いますので、難しい作法などはお気になさらず楽しんでくださいね」

　祖母はにこやかに挨拶をすると、手招きをして私を呼び隣に座らせた。

「こちらは本日の亭主を務めます、私の孫の佑月です。どうぞよろしく。今日は私の着物の着付けと、生け花もこの子がしてくれましたの」

　祖母の言葉を聞いた史奈さんは「えっ!?」と大きな声を上げ、慌てて両手で口を押えた。顔を真っ赤にして、恥ずかしくて仕方がないという表情をしている。

　史奈さんから花嫁修業の話が出た時に私が特に何も言わなかったので、お茶とお花と着物の着付けなど私にはできないものだと決めつけて、私に対して自慢までしていた上に、着物の着崩れを指摘されてもわからなかったのだから無理もない。

　祖母から亭主として指名を受けた私は皆さんにご挨拶をして、お茶を点て客人をもてなした。

　幼い頃から私は『老舗の和菓子屋の娘だから、いつご縁があって茶会に招かれてもいいように作法を身につけておいた方が良い』という母の勧めもあって、母から茶道を教わっていたので、茶道の作法は完璧に身につけている。

　母は祖母が懇意にしている茶道の家元（つまり努の母方のお祖じ父いさんに当たる人）のお弟子さんだったそうで、茶会の日に家元のお宅へ和菓子を届けに行った父が、茶会の準備を手伝っていて和菓子の受け取りをした母に一目惚れしたのが両親の馴れ初めだと祖母から聞いている。

　華道も同じような理由で母から勧められ、学生時代に祖母が懇意にしている華道の家元に習っていたので、店に飾る花もよく活けていたし、今日の花も私が活けた。

　茶道と華道を習っていると頻繁に着物を着る機会があり、自分で着付けられた方が便利だということで、中学生の時に母から着物の着付けを教わった。ちなみに今日は自分の着物だけでなく、努と祖母の着物の着付けも私がした。

　これらの作法を身につけることを花嫁修業だとは思ったことがなく、史奈さんがそう言った時には違和感しかなかった。

　花嫁修業とはまた異なるかもしれないが、強いて言えば我が家では母がいつも『いつ家を出ても困らないように生活力を身につけておきなさい』と口を酸っぱくして言っていたので、子どもの頃から家の手伝いをして、学生時代は家族で家事を分担して、その延長で大人になると家事や身の回りのことは自分でできるようになっていた。

　子どもの頃から当たり前のように続けてきたことが、大人になった今こうして役立っていることを考えると、何事も身につけておいて無駄なことはないと思う。

　茶会では匠と父が今日のために特別に作った練り切りを振る舞い、客人たちに大変喜ばれた。客人全員に私の点てたお茶を楽しんでもらい、大役を無事に務め上げて茶会を終えることができた。

　茶会の後は温かい緑茶と『椿庵』のお菓子をお出しして、のんびり寛いでもらうことにした。樺島夫妻は祖母に会うのが随分久しぶりだったらしく、積もる話があるようだ。

　家元と祖母が楽しそうに話していると、家元の奥様がにこやかに私に話し掛けた。

「あなたが春子さんご自慢のお孫さんの佑月さんですね。お話はよく伺っていましたがお会いするのは初めてね。本当に素敵なお嬢さんだこと」

「恐れ入ります。はじめまして、佑月です。お会いできて光栄です」

　とても上品で優しそうなご婦人だ。この人が努の母方のお祖母さんだと思うと納得がいく。

「今日はこのお茶会に私の孫もお招きいただいて、久しぶりに会えたんですよ。あなたと同じくらいの年頃で、私の娘の旦那さんの会社で一緒に仕事をしていてね、本当に優しい子なんですけどまだ独り身でしてね、あの子にも佑月さんのような素敵なお嬢さんがお嫁に来てくれるといいんですけど……」

　私がその〝孫〟と同じ会社に勤めているとだけ言えばいいのか、お付き合いしていることまで言えばいいのか迷っていると、奥様が努に声を掛けて手招きをした。努はご両親と何か話していたけれど、話を中断してご両親と一緒にこちらに来た。

「努、今佑月さんとあなたのことを話していたの。こんな機会はなかなかないから、紹介させていただこうかと思ってね」

　奥様がそう言うと、努は笑って私の方を見た。

「そういうことならちょうど良かった。俺も紹介したいと思っていたんだよ」

　努はそう言って私の肩を軽く抱き寄せ、樺島夫妻とご両親に向かって得意げな笑みを浮かべた。

「俺の婚約者の佑月だよ。先週こちらのご家族にもご挨拶させていただいて、結婚のお許しをいただいた」

「まぁ……！　そうなの!?」

　奥様はたいそう驚かれたようだけど、とても嬉しそうだ。その様子を見てご両親は少し戸惑い気味に顔を見合わせている。

「嬉しいわ、私も佑月さんのような素敵なお嬢さんが努のお嫁さんになってくれたらと思って、ちょうどその話をしていたのよ！」

「そんなに喜んでもらえて俺も嬉しいよ。でもひとつ大きな問題があってね……」

　奥様がここまで私を気に入ってらっしゃるのだから、私の祖母に恩がある家元も賛成して努のご両親を説得するに違いないと踏んでいるのだろう。

　だけどここで史奈さん親子に、そういうわけだから史奈さんとの縁談をなかったことにしてくれと言うのは、なんとなく気の毒というか後味の悪い思いをしそうな気がする。

「大きな問題というのはなんなの？」

「俺が佑月を紹介する前に、親父は親しい友人の娘さんとの縁談を勝手に決めて進めようとしていたんだ。今は佑月と一緒になりたいっていう俺の気持ちも理解してくれてはいるけれど、縁談の相手はすごく乗り気みたいだし、ビジネスも絡んでるから家同士で一度決めてしまったことを覆すのは難しいって」

　努がこれまでの経緯と現状を説明すると、奥様は誰の目にもハッキリとわかるくらいに顔をしかめた。

「そんな大変なことになっていたなんて知らなかったわ」

　家元も渋い顔をしている。途中から話を聞いていた史奈さん親子は、その縁談の相手方が自分たちのことだと名指しにされてはいないものの、とても居心地悪そうにしている。

「今どき政略結婚なんて時代遅れなこと、馬鹿らしいわよねぇ。結婚は好き合っている者同士がするものよ」

　奥様はぴしゃりとそう言い切って努のご両親の方をちらりと見た。

「俺もそう思う。だから親父がどうしても佑月との結婚を認めないって言うなら、俺は家を捨ててでも佑月と一緒になるつもりでいる」

　努に駆け落ち宣言をされてしまったご両親は、うろたえて言葉を失ってしまったようだ。

　一人息子の努に懸ける期待は絶大なのだろう。努のお父さんの慌てぶりがそれを物語っている。

「佑月はどうしたいの？」

　祖母に尋ねられ、私は努のご両親にも史奈さんと史奈さんのご両親にも自分の素直な気持ちを聞いてもらおうと一生懸命言葉を選ぶ。

「私は……努さんのことも、会社も、どちらも本当に大事ですから、努さんと家庭を持ってもずっと一緒に仕事したいと思っています。……もしどうしても反対されて、努さんが『家を捨てるから一緒になろう』と言ったとしても、そんなこと絶対にさせません。そしてご両親が認めてくださるまであきらめません」

　自分の気持ちも言いたいことも言えたと思う。私は努と一緒に生きていきたい。それだけは揺るぐことはないと言い切れる。

「何があっても二人で支え合って一緒に生きていきます。必ず努さんを幸せにします。ですからどうか、努さんとの結婚を認めてください」

　私が努のご両親に向かって深々と頭を下げて大きな声でそう言うと、努は私の肩にそっと手を添えてご両親の方に向き直った。

「俺も親父と一緒に会社を守りたいし、もっと発展させたい。でもそれには佑月の力も必要なんだ。佑月は本当にうちの会社を愛してくれて、誰よりも頑張ってる。俺は将来、家庭も会社も佑月と一緒に守っていきたい。お願いします。佑月との結婚を認めてください」

　努の力強い言葉を聞いて、祖母と母は顔を見合わせて笑みを浮かべた。

　努のお父さんは下を向き唇を真一文字に結んで、拳を強く握りしめている。それとは対照的に、努のお母さんはまっすぐに顔を上げて微笑んでいる。

　もしかしたら努のお母さんは、今回の縁談に対して思うところがあったのかもしれない。

「努……」

　努のお父さんが呟いた時、祖母が大きな音を立てて手を叩いた。その場にいた全員がビクッと肩を震わせて祖母の方を見る。

「はい、じゃあこの話はここまで！　続きはおうちに帰ってから、親子でじっくり話し合ってちょうだいね」

　祖母がそう言って微笑むと、史奈さんは唇を噛んでうつむき私たちに背を向けた。その華奢な肩が小刻みに震えている。母親に肩を抱かれ手の甲で目元を押さえながらひっそりとこの場を去って行く史奈さんの後ろ姿を見ていると、切なくて胸が痛んだ。

　この場で努のお父さんにあの言葉の続きを言わせなかったのは、祖母なりの史奈さん親子への最大の配慮なのだと思う。

　私は祖母の誰に対しても厳しく、それでいてとても優しく、慈悲深いところがとても好きだ。思えば祖母は私が幼い頃からいつも言っていた。

『強くなりなさい。強い心を持てたら、誰に対しても厳しくも優しくもなれるから。椿のように逞しく、美しく、潔く生きるのよ』




　茶会の後、実家からの帰り道で晩御飯を食べて帰宅した私たちは、シャワーで入浴を済ませて早々にベッドに潜り込んだ。二人とも横になって大きく伸びをすると、向かい合って顔を見合わせ笑う。

「はぁ……疲れたなぁ」

「まさかあんな展開になるとは思ってなかったからね。でも……もしかしたらおばあちゃんの狙いはそれだったのかなって」

「うちの祖父母が佑月との結婚に賛成して、史奈との縁談に反対して両親に苦言を呈して……って流れ？」

「そう。私たちを後押ししてくださったでしょ。すごく心強かったし、おかげで私も思ってることちゃんと言えた」

　あの状況は努のお父さんにとって、史奈さん親子と同様に完全にアウェーだった。そこであんな大勢の前で『政略結婚なんて時代遅れで馬鹿馬鹿しい』とキッパリ言われたら、いくらなんでも堪えたのではないだろうか。少し気の毒にも感じる。

「俺は佑月があんな風に言ってくれて本当に嬉しかった。一緒になるのは佑月しか考えられないし、何が何でも俺が佑月を幸せにするんだって、改めて思った」

　私も努と同じ気持ちだ。この先のことはまだわからないけれど、これからもずっとこの気持ちを大事にしたい。

　愛しい気持ちが込み上げて、努の体に抱きつき広い胸に顔をうずめた。

「努、ずっと一緒にいようね」

「もちろん」

　努は私の頬を両手で包んで上を向かせ、軽く口付けて優しく微笑んだ。

「佑月、愛してる」

「私も……愛してる」

　そんな言葉を口にしたのは初めてだったから照れくさかったけれど、今の私の努への想いを表す言葉として一番しっくりくる。だけど溢れ出す気持ちを伝えるには言葉だけでは足りなくて、抱きしめ合って吸い寄せられるように唇を重ねた。

　お互いの肌に触れながら唇を吸い、熱い舌を絡める。撫で合う舌の柔らかさや唾液が混ざり合う湿った音に刺激された花芯が茂みの奥で疼き始めると、努はそれを察知したかのように私のルームウェアを手早く脱がせ、露になった乳房にゆっくりと舌を這わせた。そして頂に到達するとその先を口に含み、音を立てて吸ったり転がしたりする。

「あっ……は……あ……んんっ」

　胸から全身にビリビリと痺れるような感覚が広がり、私は甘い声をあげ息を荒くして背を仰け反らせた。努は私の背中を抱き寄せながら執拗に乳首にしゃぶりつく。片方の乳首を指でこねたり摘まんだりしながら、もう片方の乳首も舌先で転がして舐めあげ、強く吸ってまた舐める。じっくりと胸を愛撫されているうちに下腹部の方もうずうずし始めた。胸だけじゃなくもっと下の方も触ってほしくて、もぞもぞと腰を動かしながら膝をすり合わせる。

　ようやく私の胸から口を離したと思ったら、努は体を起こしてベッドの上に座り、私の体も抱き起こして座らせ、自分の体にもたれさせた。私の膝を立てて開き背後から手を回して、片方は唾液で濡れた乳房を揉みしだき、もう片方は既にしっとり濡れた秘部を撫でる。茂みを掻き分けた指で蜜壷の入り口をなぞられ小さな突起を擦られると、待ちわびた感触に身体中が歓喜してビクンと腰が跳ねた。

　努は溢れる蜜を指に纏わせて秘部を探りクチュクチュと音を立てる。

「もうこんなに濡れてる」

「んっ……だって……あんっ」

　キスをしながら乳首を摘まんでこねあげ、長い指を茂みの奥に滑り込ませて私の中をかき混ぜる。同時にあちこち攻められると、快感の波が一気に押し寄せて溺れそうな感覚に襲われた。息をするのも忘れそうなほど気持ち良くて、塞がれた唇の隙間から短い喘ぎ声が漏れる。

「ここがいいの？　次はどうしてほしい？」

　努が蜜壷の中を指で弄りながら尋ねたけれど、私はどこがいいとかこうしてほしいとは答えられず、小さく首を横に振って少し伸びあがり、顔を上げて努の頬にキスをした。

「全部……努に触られるところ、全部気持ちいいの……。努が好きだから、もっと触ってほしいし、私も努に触りたいし、気持ち良くなってほしい……。こんな風になるの、努だけだからね」

　正直に答えると、努は嬉しそうに笑って私の頭を撫でた。

「可愛いね、佑月。大好きだよ。俺もこんなに抱きたくなるのは佑月だけだ」

　そう言って努は背後から唇にキスをしながら私を太ももの上に乗せて足を開かせ、大きく反り返ったものを私の濡れた秘部に押し込んだ。腰を少しずつ上下に動かし根元まで収まると私のお腹の中は努のものでいっぱいになる。努は私の胸を揉みながら下から何度も突き上げる。私の喘ぎ声と努の荒い息遣い、肌がぶつかり合う音と体液が混ざり合う湿った音がいやらしく耳に響きくらくらした。

　そして努は腰をゆっくり動かしながら私の体を自分の方に向け、ぎゅっと抱きしめた。

「やっぱり佑月の可愛い顔見ながらしたいな」

「私も、努の顔が見える方がいい」

　キスをしてベッドの上に私の背中をそっと置くと、努は私の腰を両手で掴んでゆっくりと腰を動かし始めた。愛液にまみれた熱い塊が私の中の柔らかい粘膜を擦りその硬さを増していく。浅く小刻みな動きは次第に深く大きくなり、自身の先端が粘膜の壁の一番奥に到達すると、努は強く激しく私を突き上げた。

　熱い衝動を全身で受け止めながら努の腕を握りうっすらとまぶたを開くと、息を荒くして時折小さなうめき声を漏らしながら快感に表情を歪める努の顔が見えた。努の気持ち良さそうな表情を見ると嬉しくて愛しさが込み上げる。

「あっ、あっ……努……好き……」

「俺も好きだよ、佑月」

「もっと……もっとして……」

「うん、一緒にもっと気持ち良くなろうな」

　努は嬉しそうに微笑みながらそう言うと唇に優しく口付けて、私を抱きしめながら深くえぐるように激しく腰を動かした。混ざり合った体液がぐちゃぐちゃと淫猥な音をたて聴覚を刺激する。体中が熱い昂りに突き動かされ子宮の奥から湧き上がる悦びに打ち震えた。

「ああっ！　んっ、ふっ……はぁっ、あっ……」

「可愛いよ、佑月。愛してる」

「私も……愛してる……」

　私を突き上げる努の動きは一層激しくなり、熱い昂りが最高潮に達すると、私たちは抱きしめ合ってキスをしながら果てた。

　果てた後も抱きしめ合ったまま何度もキスをして激しい情事の余韻を味わう。

　二人とも疲れていたはずなのに、そんなことも忘れて激しく抱き合ったことがなんだかおかしくて、顔を見合わせて笑った。

「疲れてたんじゃなかったの？」

「うん。でも佑月が可愛くて全部吹っ飛んじゃったよ。なんだったらもっとしたいくらいだけど」

　さすがにそれはハード過ぎる。努は疲れ知らずだけど、私の方がバテてしまうに違いない。

「それはちょっと……今夜はさすがにもう……。でも、これからずっと、私だけにしてね」

「もちろんだよ。佑月も感じてる可愛い顔も綺麗なこの体も、俺だけに見せてね」

「もちろん」







　三か月後、私と努は両家の祝福の下、地元で一番大きな神社で神前式を挙げて契りを交わした。愛情深く私を育んでくれた両親と、優しく、時に厳しくしつけてくれた祖母、いつも笑顔を絶やさない姉思いの弟に見守られながら、心の底から愛する人の元に嫁いだ私は世界一の幸せ者だ。

　あの茶会の後、努のご両親は私との結婚を認め、史奈さん親子に頭を下げて縁談を取りやめるよう掛け合ってくれた。

　史奈さんのご両親も私たちの意思がとても強いことや、何よりもお互いを大切に思い合っていることをまざまざと見せつけられる形となり、娘がどれだけ好きだと言っていてもこの縁談を推し進めて嫁がせたところで決して幸せにはなれないと判断して、縁談を取りやめることを了承してくれたそうだ。

　史奈さん本人もここらが潮時だと悟ったそうで、両親からの縁談は白紙になったとの報せをあっさりと受け入れたらしい。その後退職した史奈さんは、「もう一度自分を見つめ直して新しい恋も見つけたい」と言って、先月留学先のイタリアへと旅立った。

　史奈さんとはいろいろあったけれど、最初のうちは騙していたことがいつも心に引っ掛かっていて、それを今更謝るのも失礼だから本当のことは言わなかった。

　史奈さんが退職する前日、給湯室にカップを洗いに行った時に遭遇して、気まずくて何を言えばいいのかわからず黙り込んでいると、先に給湯室を出ようとした史奈さんがすれ違いざまに私の膝の裏に膝を差し込むような形で押し当ててきて、いわゆる〝膝カックン〟を食らってしまった。史奈さんはまさかの不意打ちによろめく私を見ながら大笑いして、『華奢でか弱い私は、まともにやり合っても『鉄の女』には敵わないの。だからこれくらいの不意打ちは許しなさいよね』と言い残して去って行った。

　これって意訳すると、『あなたには負けたわ。今まで意地悪してごめんなさいね』……ってところかしら。そう考えると笑いが込み上げてきた。

　バイタリティーの塊みたいな史奈さんのことだから、きっとそのうちまた新しい恋を見つけて幸せを掴み取ることだろう。







　そして一年後、職場で『鉄の女』と異名を取った私・桐生佑月は、夫・努の立ち合いの下もと、元気な男の子を出産した。

　初孫の誕生で〝おじいちゃん〟と〝おばあちゃん〟になった両家の両親は涙を流し、手を取り合って歓喜した。

　相変わらず元気な祖母は〝ひいおばあちゃん〟に、弟の匠は〝叔父さん〟になった。二人とも小さなニューフェイスの健やかな成長を楽しみにしてくれているに違いない。

　〝パパ〟になった努は〝ママ〟になった妻の私の手を優しく握り、「佑月、お疲れ様。頑張ってこの子を産んでくれて、無事でいてくれて、本当にありがとう」と言って涙ぐんだ。そして目を潤ませながら生まれたばかりのこの子を抱いて「はじめまして。パパとママの元に生まれてきてくれてありがとう」と言った。

　私はそんな努を見つめ、「愛するこの人と大切な命を育みながら、ずっと一緒に笑って生きていきたい」と心から思った。

　親になった私たちは、たくさんの人たちから望まれ無事に生まれてきてくれたこの子に『哲さとし』と名付けた。哲のことも、きっと愛情深くあたたかく見守ってくれることだろう。




　哲が生まれた日の夜、まもなく面会時間が終了することを報しらせる音楽が流れて来ると、すやすや眠っている哲の愛らしい寝顔を眺めていた努は名残惜しそうにため息をついた。

「もう帰らなきゃいけないのか……。もっと一緒にいたいのになぁ」

「決まりだからしょうがないね。可愛いからずっと眺めてたいって気持ちはわかるけど」

「そうだろ？　もちろん哲だけじゃないよ。佑月とも一緒にいたい、可愛いから」

「ふふふ……。努はパパになっても相変わらずだね」

　どんな時でも努は私のことを「可愛い」と言って抱きしめてくれる。結婚しても私が妊娠しても、努の優しさと一途な愛情は変わらなかった。これからは哲の愛らしさにメロメロになることだろう。

　もちろん私も一緒に。







　プライベートで親しくしていた他部署の上司〝樺島部長〟との偽婚約者作戦が始まってからわずか数か月で、まさか本物の夫婦になるなんて、あの頃の私は夢にも思っていなかった。

　偽物のはずなのにかつての本物の恋人以上に優しくしてくれる努の言動や、変化していく自分の気持ちに何度も戸惑ったけれど、嘘の木が恋の花を咲かせ愛の実を結んだ今、あの時努を助けたい一心でその手を取って本当に良かったとしみじみと思う。

　人生は一期一会だ。

　『鉄の女』上等、愛する人や大切なもの、そして自分を守るために強くならなければ。

　これからも私は、椿のように逞しく、美しく、潔く生きていきたい。
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　このお話を読んでくださった皆様、ありがとうございます。櫻さくら井い音ね衣いです。

　濃蜜ラブルージュさんでお話を書かせていただいたのはこれが二作目となります。今回も担当者さんに多大なるご迷惑をお掛けしつつ、非常に苦労して書き上げました。

　ここ数年、私は原因不明の体の不調に悩まされ通院していたのですが、今回の執筆のお話をいただいてから程なくして『クッシング症候群』という病気であることが判明し、右副腎の摘出手術をして三週間ほど入院生活を送っておりました。これを書いている現在も副腎皮質ステロイド薬を服用してホルモンの治療中です。

　この病気は珍しくあまり認識されていないため、症状が更年期障害となんとなく似ていることもあり最初に半年ほど掛かった婦人科でも、次に一年ほど掛かった循環器内科でも、定期的に血液検査をしても見つからず、循環器内科の先生の紹介で大きな病院の内分泌代謝内科医の診察を受け、検査をしてようやく病名がわかり治療を受けることができたという長い経緯があります。

　一番特徴的な症状が、食生活は変わっていないのに急激に体重が増えることで、私は約三年で二十五キロほど増えました。特に顔や体の中心部が丸くなり、人相がすっかり変わってしまいました。

　他にも疲れやすくなったり全身（まぶたや眼球まで）ひどくむくんだり、気分が落ち込みがちになったり何もやる気が起きなくなったり、その他にもひどい抜け毛や高血圧などいろんなマイナートラブルが起こるのですが、日常生活は普通に送れるので病気とは気付きにくく、ただの『急激に太って体がしんどい人』に見えてしまうのです。

　もちろんダイエットしようがサプリメントを飲もうがちっとも痩せません。むしろどんどん太ります。人生最高体重だった四人目妊娠中の臨月の体重なんか軽く更新してしまいました。買ったばかりのデニムパンツがきつくて履けなくなった時と「よく太って元気そう」と実母に言われた時はさすがにショックでした。

　この病気は副腎に腫瘍ができてホルモンの分泌が異常になることで糖尿病や骨粗しょう症など大変な病気を引き起こしてしまうのですが、そうなる前にわかった上に腕のいいお医者さんに迅速に手術してもらえて本当に良かったと思います。

　術後は残された左の副腎が働いていないため（右の副腎が働きすぎるのでサボっていたのです）薬に頼っている状態で、風邪や過労、炎症を起こすなどするとリカバリーのためのホルモンが出せないのですぐに体調が悪化してしまいます。

　その他にも頸椎の神経の持病が悪化したりと執筆作業が思うようにできない時が度々あり、原稿の提出期限を何度も延ばしていただくなど、担当者さんにはご迷惑をお掛けしてしまい本当に申し訳なく思っております。

　現在は体調もようやく落ち着き、大量の薬を飲みながら整形外科のリハビリにも通って体調の維持に努めています。今後は体調を見ながら少しずつホルモンの薬の量を減らし、左の副腎が出すホルモンだけで元気に生きられるようになるのが最終目標です。

　そんなわけで長々と私の病気について綴ってきましたが、何が言いたいかというと、『やっぱり健康は大事！』ということです。

　皆様も毎日何かとお忙しいことと思いますが、できるだけ無理をなさらずご自分の体を労わってあげてください。そして少しでもおかしいなと思うことがあれば早めに受診することをお勧めします。




　それではまた、皆様と元気にお会いできますように。
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